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新
聞
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さ
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は
じ
め
に
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1

現
在
も
続
く
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力

　
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
は
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
一
九
八
五
年
か
ら
ほ
ぼ
五
年
お
き
に
実
施
し
て
い
る
「
新
聞
紙
面
に
あ

ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
調
査
の
第
四
回
目
を
実
施
し
た
。
前
回
調
査
を
行
っ
た
の
は
一
九
九
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
に
世
紀

が
変
わ
り
、
世
界
情
勢
、
日
本
の
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
ま
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
た
。

　
こ
れ
と
同
時
に
、
メ
デ
ィ
ア
界
の
地
図
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
二
〇
世
紀
末
に
は
“
斜
陽
化
”
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
、
テ
レ
ビ
の
み
な
ら
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
の
新
し
く
普
及
し
た
即
時
的
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ

て
、
メ
デ
ィ
ア
利
用
の
上
で
も
、
ま
た
産
業
的
に
も
押
さ
れ
気
味
で
、
そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
機
能
の
衰
え
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
二
一
世
紀
に
入
っ
た
今
も
、
新
聞
の
影
響
力
は
、
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
日
本
新
聞
協
会
が
二
〇
〇
三
年
に
行
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
に
関
す
る
比
較
調
査
に
よ
る
と
、
新
聞
は
「
情
報
源
と
し

て
欠
か
せ
な
い
」
の
六
割
を
筆
頭
に
、
「
社
会
に
対
す
る
影
響
力
が
あ
る
」
「
地
域
や
地
元
の
事
が
よ
く
分
か
る
」
「
知
的
で
あ
る
」
「
社

会
の
一
員
と
し
て
こ
の
メ
デ
ィ
ア
に
触
れ
て
い
る
こ
と
は
大
切
だ
」
「
教
養
を
高
め
る
の
に
役
立
つ
」
「
日
常
生
活
に
役
立
つ
」
「
読
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

だ
事
が
記
憶
に
残
る
」
の
各
項
目
で
第
一
位
を
独
占
し
、
テ
レ
ビ
な
ど
他
の
メ
デ
ィ
ア
を
凌
駕
し
て
い
る
。

　
実
際
、
新
聞
は
、
各
紙
合
計
で
一
日
に
五
三
〇
〇
万
部
が
発
行
さ
れ
、
計
算
上
は
一
世
帯
あ
た
り
一
部
以
上
閲
読
さ
れ
て
お
り
、
接
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触
率
は
テ
レ
ビ
の
九
九
・
五
％
に
次
ぐ
九
四
・
五
％
を
誇
っ
て
い
る
。
一
週
間
あ
た
り
の
接
触
日
数
も
、
テ
レ
ビ
六
・
七
日
に
次
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

五
・
七
日
と
、
ほ
ぼ
毎
日
接
触
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
る
（
ち
な
み
に
、
朝
刊
の
平
日
閲
読
時
間
量
は
、
平
均
で
二
六
・

二
分
、
女
男
別
に
み
る
と
女
性
二
四
・
一
分
、
男
性
二
八
・
三
分
、
年
代
別
に
み
る
と
中
・
高
年
層
に
よ
く
接
触
さ
れ
て
お
り
、
五
〇

代
は
三
〇
・
三
分
、
六
〇
代
は
三
七
・
五
分
と
、
他
の
年
齢
層
よ
り
長
く
な
っ
て
い
る
）
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
特
性
と
接
触
実
態
を
も
っ
た
新
聞
の
中
で
日
々
用
い
ら
れ
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
を
調

査
・
分
析
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
い
ま
だ
に
衰
え
て
い
な
い
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

2

男
女
平
等
政
策
の
進
展
と
新
聞
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
分
析
の
意
義

　
こ
の
間
、
女
性
政
策
に
関
し
て
も
、
一
定
程
度
の
進
展
は
み
ら
れ
た
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

　
総
理
府
男
女
共
同
参
画
室
（
当
時
）
は
、
一
九
九
五
年
の
国
連
第
四
回
世
界
女
性
会
議
（
北
京
会
議
）
で
採
択
さ
れ
た
「
北
京
行
動

綱
領
」
の
精
神
を
生
か
し
、
翌
年
に
は
「
男
女
共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン
」
答
申
に
基
づ
く
「
男
女
共
同
参
画
二
〇
〇
〇
年
プ
ラ
ン
」
を
発

表
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
に
は
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
同
年
、
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
も
施
行
さ
れ

て
、
国
レ
ベ
ル
で
の
男
女
平
等
政
策
の
基
盤
が
整
っ
た
。
全
国
の
地
方
自
治
体
で
は
、
国
の
基
本
法
を
受
け
て
新
た
な
行
動
計
画
が
策

定
さ
れ
、
さ
ら
な
る
男
女
平
等
推
進
の
た
め
の
条
例
の
策
定
も
相
次
い
だ
。

　
二
〇
〇
〇
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
に
お
い
て
女
性
二
〇
〇
〇
年
会
議
が
開
催
さ
れ
、
北
京
行
動
綱
領
の
重
要
性
が
再
確

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
省
庁
再
編
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
総
理
府
男
女
共
同
参
画
室
は
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

よ
り
格
上
げ
さ
れ
た
。
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こ
う
し
た
動
き
に
伴
い
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
、
従
来
の
よ
う
な
性
差
別
的
表
現
が
減
少
し
て
き
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
あ

る
い
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
よ
り
公
正
な
表
現
へ
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
ら
を
知
る
上
で
も
、
第
四
回
目
に
あ
た

る
本
調
査
の
意
義
は
小
さ
く
な
い
。

3

新
聞
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
三
類
型

新
聞
に
み
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
は
、
大
き
く
は
、
左
記
①
か
ら
③
の
三
つ
の
形
態
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
は
さ
ら
に
、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
し
た
よ
う
な
よ
り
具
体
的
な
表
現
方
法
が
な
さ
れ
て
い
る
。

①
「
女
性
強
調
」
ー
女
性
と
し
て
の
存
在
や
役
割
を
も
っ
ぱ
ら
強
調
し
、
突
出
さ
せ
て
注
目
さ
せ
る
。

　
　
a
　
報
道
さ
れ
る
女
性
の
職
業
や
肩
書
き
の
上
に
、
当
事
者
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
「
女
性
冠
詞
」
が
つ
け
ら
れ
る
。

　
　
b
　
職
業
や
家
族
と
の
関
連
で
、
女
性
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る
。

　
　
c
　
「
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
表
現
に
よ
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
女
性
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

②
「
女
性
隠
し
」
　
女
性
の
存
在
を
紙
面
の
背
後
に
退
か
せ
、
女
性
の
姿
を
見
え
な
く
さ
せ
る
。

　
　
a
　
世
帯
や
家
族
を
、
も
っ
ぱ
ら
男
性
が
代
表
す
る
。

　
　
b
　
男
性
に
付
随
な
い
し
は
従
属
さ
せ
ら
れ
た
表
現
に
よ
っ
て
、
女
性
が
隠
さ
れ
て
し
ま
う
。

③
「
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
」
ー
女
性
を
男
性
と
は
異
な
っ
た
規
準
を
用
い
て
表
現
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
さ
ら
に
、
次
に
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
す
よ
う
な
具
体
的
な
形
態
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
　
a
　
女
性
に
つ
い
て
報
道
す
る
際
、
地
位
や
業
績
で
扱
わ
な
い
。
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b
　
女
性
と
男
性
で
異
な
る
敬
称
を
使
用
す
る
。

　
　
c
　
女
性
は
名
の
み
、
男
性
は
姓
ま
た
は
姓
名
で
表
現
す
る
。

　
冒
頭
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
で
は
、
一
九
八
五
年
、
九
一
年
、
九
六
年
の
同
一
時
期
（
一
〇
月
前
半
）

に
、
同
一
全
国
紙
三
紙
（
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
）
を
、
同
一
手
法
に
よ
っ
て
、
右
記
①
か
ら
③
の
分
析
軸
を
中
心
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

定
量
的
な
調
査
を
行
い
（
八
六
年
に
も
一
部
調
査
を
行
っ
た
）
、
そ
の
都
度
『
国
学
院
法
学
』
に
お
い
て
分
析
結
果
を
発
表
し
て
き
た
。

本
稿
は
、
継
続
調
査
の
第
四
回
目
に
あ
た
る
調
査
結
果
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
目
次
に
示
し
た
各
章
に
お
い
て
、
ま
ず
二
〇
〇
一

年
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
続
い
て
同
じ
章
の
最
後
の
部
分
で
、
過
去
の
デ
ー
タ
と
の
経
年
比
較
を
行
い
、
変
化
を
み
た
。

　
今
回
量
的
に
調
査
・
分
析
し
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
朝
刊
・
夕
刊
の
投

書
、
連
載
小
説
、
マ
ン
ガ
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
、
広
告
を
除
い
た
全
て
の
記
事
で
あ
る
。
な
お
、
本
論
で
記
事
を
引
用
す
る
場
合
、

朝
刊
に
つ
い
て
は
日
付
の
み
を
入
れ
、
夕
刊
に
つ
い
て
は
日
付
の
下
に
夕
刊
と
記
し
た
。

4

調
査
時
の
社
会
状
況

　
今
回
の
調
査
が
行
わ
れ
た
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
前
半
は
、
新
聞
紙
面
が
活
性
化
す
る
大
き
な
出
来
事
が
相
次
い
で
起
っ
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。
何
よ
り
も
、
前
月
の
九
月
一
一
日
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
テ
ロ
組
織
ア
ル
ヵ
イ
ダ
の
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
が
主
犯
と

さ
れ
る
「
米
・
同
時
多
発
テ
ロ
」
が
発
生
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が
破
壊
さ
れ
、
世
界
中
が
大
き
く
揺
ら
い
で

い
た
。
米
国
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
報
復
を
準
備
し
、
日
本
も
そ
の
「
支
援
」
の
た
め
に
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
、
「
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
」
を
め
ぐ
っ
て
、
小
泉
純
一
郎
首
相
が
、
憲
法
九
条
と
憲
法
前
文
と
の
間
に
は
「
す
き
間
が
あ
る
」
と
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発
言
（
一
〇
月
五
日
）
す
る
な
ど
、
国
会
で
議
論
が
続
き
、
国
論
を
二
分
し
て
い
た
。

　
一
〇
月
六
日
に
は
パ
キ
ス
タ
ン
ヘ
逃
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
「
支
援
」
の
た
め
に
自
衛
隊
機
が
派
遣
さ
れ
、
七
日
に
は
つ
い
に

米
英
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
を
開
始
。
そ
の
後
、
首
都
カ
ブ
ー
ル
な
ど
へ
の
爆
撃
を
続
け
、
軍
事
拠
点
ば
か
り
で
な
く
民
間
施
設

に
ま
で
被
害
が
及
ぶ
事
態
と
な
っ
た
。
ま
た
一
二
日
に
は
米
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
テ
ロ
の
一
環
と
み
ら
れ
る
炭
そ
菌
が
発
見
さ
れ
た
。

今
回
の
調
査
は
こ
う
し
た
全
世
界
を
揺
る
が
し
た
一
連
の
事
件
の
最
中
に
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
こ
の
時
期
に
紙
面
で
扱
わ
れ
た
大
き
な
出
来
事
と
し
て
は
、
高
橋
尚
子
の
ベ
ル
リ
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
の
世
界
記
録
達
成
（
九

月
三
〇
日
）
、
小
田
急
線
の
高
架
化
工
事
に
対
す
る
東
京
地
裁
に
よ
る
違
法
判
決
（
一
〇
月
三
日
）
、
黒
海
で
の
ミ
サ
イ
ル
誤
射
に
よ
る

ロ
シ
ア
機
の
墜
落
（
一
〇
月
四
日
）
、
プ
ロ
野
球
ヤ
ク
ル
ト
の
優
勝
（
一
〇
月
六
日
）
、
野
依
良
治
名
古
屋
大
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

受
賞
（
一
〇
月
一
〇
日
）
、
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

1

女
性
強
調
表
現
の
動
向

1

「
女
性
冠
詞
」
の
使
用
に
よ
り
強
調
さ
れ
る
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

qD

　
高
い
頻
度
で
出
現
す
る
「
女
性
冠
詞
」

　
新
聞
記
事
の
中
に
み
ら
れ
る
女
性
と
男
性
に
関
す
る
非
対
等
な
表
現
の
最
も
典
型
的
な
形
は
、
男
性
を
暗
黙
の
標
準
と
み
な
し
、
女

性
を
報
道
す
る
際
に
は
そ
の
職
業
や
社
会
的
役
割
に
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
「
女
性
冠
詞
」
を
か
ぶ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
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る
。
た
と
え
ば
、
男
性
に
つ
い
て
報
道
す
る
場
合
に

は
、
会
社
員
の
誰
そ
れ
と
記
す
と
こ
ろ
を
、
女
性
の

場
合
に
は
、
女
性
従
業
員
の
誰
々
と
、
「
女
性
冠
詞
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る
し

を
つ
け
て
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
”
徴
づ
け
る
”

書
き
方
を
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
女
性
冠
詞
」
の
主
要
な
も
の
に
は
、
“
女
”
が
つ

く
も
の
、
“
女
性
”
が
つ
く
も
の
、
“
女
子
”
が
つ
く

も
の
、
そ
し
て
”
女
流
”
が
つ
く
も
の
の
四
種
類
が

あ
る
。

　
ま
ず
、
〃
女
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
を
み

て
み
る
と
、
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
期
間
中
三
紙

合
計
で
二
七
件
を
数
え
た
。
そ
の
中
で
最
も
多
か

っ
た
の
は
「
女
優
」
の
六
七
件
で
、
”
女
〃
が
つ
く

冠
詞
の
五
七
・
三
％
と
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
今
回
「
男
優
」
と
い
う
語
は
全
く
出

表1女性冠詞“女”がつくことば
（単位：件）

計合売読

67

17

　　8

　6

　　3

　　3

　　2

　　2

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

117

22

　5

　6

　0

　0

　1

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　1

　1

36

毎日

22

　　4

　　0

　　5

　　0

　　0

　　0

　　2

　　0

　　0

　　0

　　1

　　1

　　1

　　1

　　0

　　0

37

朝日

23

　　8

　　2

　　1

　　3

　　2

　　2

　　0

　　1

　　1

　　1

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

44

　　　　表　　現

女優

女王

女児

女神

女医

女主人

女主人公

女帝

女生徒

女師匠

女刑事

女エイリアン

女武者

女親分

女船頭

女仙人

女店主

　　合　　計

順位

　1

　2

　3

　4

　5

7

9

て
こ
な
か
っ
た
（
男
性
に
対
し
て
は
多
く
の
場
合
、
「
無
徴
」
の
「
俳
優
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）
。
こ
の
例
か
ら

も
、
女
性
だ
け
が
特
別
扱
い
さ
れ
る
表
現
が
、
未
だ
に
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

上
記
の
「
女
優
」
を
筆
頭
に
、
以
下
「
女
王
」
（
一
七
件
）
、
「
女
児
」
（
八
件
）
、
「
女
神
」
（
六
件
）
な
ど
が
続
い
た
が
、
”
女
”
冠
詞
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表2女性冠詞“女性”がつくことば
　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

順位

1
2
3
4
5
6
7

9

11

16

27

表　現
女性記者

女性職員

女性社員

女性作家

女性従業員

女性監督

女性店員

女性検事

女性患者

女性歌手

女性社長

女性詩人

女性教師

女性会社員

女性スタッフ

女性収容者

女性歌人

女性ドライバー

女性演歌歌手

女性感染者

女性科学者

女性研究者

女性職人

女性事務職員

女性教諭

女性客

女性編集者

女性知識人

女性総合職

女性捜査官

女性上院議員

女性写真家

女性顧客

女性演劇人

女性医師

女性グループ

女性キャスター

女性アシスタント

女性アイドル

朝日

4
0
2
2
1
0
3
2
0
0
3
3
2
1
0
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

毎日

9
9
7
5
2
1
1
3
0
0
0
0
1
0
0
0
0
1
0
2
2
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

士
冗読

10

8
5
6
5
6
1
0
4
4
0
0
0
2
3
0
0
0
1
0
0
1
2
2
2
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

計△口

23

17

14

13

8
7
5
5
4
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
の
つ
く
語
の
種
類
は
、
全
部
で
一
七
種
類
み
ら
れ
た
。
三
紙
別
の
“
女
”
冠
詞
の
使
用
頻
度
は
、
朝
日
が
四
四
件
と
や
や
多
く
、
毎
日

76
　
　
の
三
七
件
、
読
売
の
三
六
件
を
上
回
っ
て
い
る
。

06

　
　
次
に
、
“
女
性
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
表
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
合
計
一
八
七
件
み
ら
れ
、
女
性
冠
詞
全
体
の
う
ち
で
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計合売読

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

187

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

81

毎日

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

64

朝日

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

42

　　　表　　現
女性労働者

女性表現者

女性探偵

女性生徒

女性人気アイドルグループ

女性消費者

女性主事

女性支店長

女性殺人犯

女性検察事務官

女性警察官

女性軍人

女性運転手

女性ランナー

女性マネージャー

女性ヌーディスト

女性シンガー

女性ヴォーカル

女性P　TA役員

女性P　TA会長
女性薬剤師

女性担当者

女性三人組

女性芸人

女性経営者

女性銀行員

女性救急隊員

女性技術者

女性企業家

女性会長

女性画家

女性映画監督

女性宇宙飛行士

女性デザイナー

女性シェフ

女性アンカー

女性アナウンサー

　　合　　計

順位

27
最
も
使
用
頻
度
が
高
か
っ
た
。
“
女
性
”
を
冠
し
た
語
の
種
類
は
七
六
種
類
に
の
ぼ
る
。
表
2
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
“
女
性
”
と
い
う

か
ん
む
り
は
、
女
性
の
職
業
の
ほ
か
に
、
社
会
的
地
位
や
役
割
を
表
す
と
き
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
回
、
“
女
性
”
が
冠
さ
れ
た
語
の
う
ち
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
「
女
性
記
者
」
の
二
三
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
九
・
一
一
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の
米
・
同
時
多
発
テ
ロ
に
関
連
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
支
配
地
域
で
英
国
の
記
者
が
拉
致
・
解
放
さ
れ
た
事
件
が
影
響
し

て
い
る
。
以
下
、
「
女
性
職
員
」
（
一
七
件
）
、
「
女
性
社
員
」
（
一
四
件
）
、
「
女
性
作
家
」
（
二
二
件
）
が
続
い
た
。
「
女
性
記
者
」
の
使

用
回
数
が
壬
二
件
に
達
し
て
い
た
一
方
で
、
こ
れ
も
後
述
す
る
が
「
男
性
記
者
」
の
使
用
回
数
は
わ
ず
か
一
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ

と
も
、
“
無
徴
”
の
男
性
に
対
照
さ
せ
る
形
で
女
性
が
“
有
徴
”

の
性
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
い
う
新
聞
表
現
の
「
定
型
」
が
、

未
だ
健
在
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
“
女
性
”
冠
詞
の
出
現
頻
度
を
新
聞
別
に
み
る
と
、
読
売
で

の
使
用
量
が
最
も
多
く
八
一
件
に
達
し
、
朝
日
の
四
二
件
、
毎

日
の
六
四
件
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
〃
女
子
〃
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
表
3

に
示
し
た
よ
う
に
、
合
計
八
一
件
、
そ
の
中
で
も
「
女
子
生

徒
」
が
三
三
件
と
、
〃
女
子
”
冠
詞
の
四
〇
・
七
％
を
占
め
て

い
る
。
二
位
以
下
は
、
「
女
子
高
生
」
二
二
件
、
「
女
子
中
学

生
」
七
件
、
「
女
子
大
生
」
六
件
、
そ
し
て
「
女
子
短
大
生
」

五
件
、
「
女
子
高
校
生
」
「
女
子
学
生
」
各
四
件
が
続
い
て
い

る
。
合
計
で
は
、
一
四
種
類
の
語
に
”
女
子
”
冠
詞
が
つ
け
ら

れ
て
い
た
。
“
女
子
”
と
い
う
こ
と
ば
は
、
成
人
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
“
女
性
4
と
異
な
り
、
ま
だ
年
齢
的
に
幼
さ
を
残
す
生

表3女性冠詞“女子”のつくことば
（単位：件）

計合売読

33

13

　7

　6

　5

　4

　4

　3

　1

　1

　1

　1

　1

　1

81

13

　7

　1

　0

　3

　3

　1

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　1

29

毎日

15

　　1

　　3

　　4

　　2

　　0

　　3

　　3

　　0

　　0

　　0

　　1

　　1

　　0

33

朝日

　　5

　　5

　　3

　　2

　　0

　　1

　　0

　　0

　　1

　　1

　　1

　　0

　　0

　　0

19

　　　　表　　現

女子生徒

女子高生

女子中学生

女子大生

女子短大生

女子高校生

女子学生

女子アナ

女子プロ

女子体操選手

女子工員

女子中生

女子主将

女子児童

　　合　　計

順位

　1

　2

　3

　4

　5

　6

8
9
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徒
や
学
生
に
対
し
て
使
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。
一
方
、
使
用
頻
度
は
低
い
も
の
の
、
「
女
子
ア
ナ
」
「
女

子
プ
ロ
」
「
女
子
工
員
」
な
ど
、
職
業
人
に
”
女
子
”
が
つ
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
た
。
今
や

「
女
子
ア
ナ
」
は
固
有
の
職
業
名
と
な
っ
た
観
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
界
・
週
刊
誌
界
の
恰
好
の
ゴ
シ
ッ
プ

の
ネ
タ
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
華
や
か
な
職
業
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
背
後
に
は

「
若
さ
」
や
「
美
し
さ
」
、
「
女
性
で
あ
る
こ
と
」
を
周
囲
も
本
人
も
”
売
り
”
に
し
、
視
聴
者
・
読
者

も
そ
れ
を
”
消
費
”
す
る
、
芸
能
人
的
職
業
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
「
男
性
冠
詞
」
つ
き
の
こ
と
ば
の
う
ち
、
”
男
子
”
を
冠
し
た
こ
と
ば
の
中
で

職
業
を
表
す
も
の
は
、
皆
無
で
あ
っ
た
。

　
“
女
子
”
冠
詞
を
三
紙
別
に
み
る
と
、
朝
日
は
一
九
件
だ
が
、
毎
日
で
三
三
件
、
読
売
で
二
九
件
と

多
く
な
っ
て
い
る
。

　
第
四
に
、
”
女
流
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
合
計
五
件
で
あ
っ
た
。
表
4
か
ら
も
わ
か
る
と

お
り
、
”
女
流
”
が
付
く
の
は
「
画
家
」
「
書
画
家
」
「
詩
人
」
「
棋
士
」
な
ど
特
定
分
野
の
職
業
の
み
で
あ

る
。
二
〇
〇
〇
年
版
の
共
同
通
信
社
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
第
9
版
）
』
で
は
、
「
女
流
↓
『
女
流
名
人
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
ど
の
固
有
名
詞
以
外
は
使
わ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
棋
士
や
画
家
な
ど
特
定
の
分
野
で
、

そ
の
組
織
等
が
固
有
の
名
称
と
し
て
定
め
て
い
る
場
合
以
外
は
こ
と
さ
ら
に
使
わ
な
い
と
い
う
取
り
決

（単位：件）
表4女性冠詞“女流”のつくことば

計合売読

2
1
1
1
5

2
0
0
1
3

毎日

　0

　1

　1

　0

　2

朝日

　0

　0

　0

　0

　0

　　　　表　　現

女流日本画家

女流書画家

女流棋士

女流詩人

　　合　　計

順位

　1

　2

め
で
あ
る
。
確
か
に
「
女
流
文
学
賞
」
や
「
女
流
名
人
」
と
い
っ
た
語
は
、
固
有
の
賞
や
タ
イ
ト
ル
を
あ
ら
わ
す
語
で
あ
る
（
本
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
固
有
名
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
は
、
女
性
冠
詞
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
）
が
、
今
回
の
デ
ー
タ
を
み

る
と
、
そ
れ
以
外
に
も
”
女
流
”
と
い
う
こ
と
ば
が
い
ま
だ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
芸
術
・
芸
能
・
著
述
業
な
ど
に
従
事
す
る
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女
性
に
、
こ
の
語
が
与
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
朝
日
は
皆
無
で
あ
っ
た
が
、
毎
日
で
二
件
、
読
売
で
三
件
み
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
表
に
は
掲
載
し
な
か
っ
た
が
、
”
婦
人
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
と
し
て
、
「
婦
人
警
官
」
が
一
件
あ
っ
た
。

　
以
上
で
四
種
類
に
分
類
し
た
「
女
性
冠
詞
」
を
合
計
す
る
と
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
前
半
の
一
五
日
分
で
三
紙
合
計
三
九
〇
件
み
ら

れ
（
「
婦
人
」
を
除
く
）
、
一
日
で
朝
・
夕
刊
合
わ
せ
て
一
紙
あ
た
り
平
均
八
・
七
件
使
わ
れ
て
い
た
計
算

と
な
る
。
三
紙
別
に
は
、
朝
日
で
七
・
○
件
、
毎
日
で
九
・
一
件
、
読
売
で
九
・
九
件
で
あ
っ
た
。

②
　
出
現
頻
度
が
低
い
「
男
性
冠
詞
」

　
で
は
、
男
性
が
「
男
性
冠
詞
」
に
よ
っ
て
男
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
る
例
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
男
性
冠
詞
の
主
要
な
も
の
に
は
、
“
男
”
、
“
男
性
”
、
“
男
子
”
の
三
種
類
が
あ
る
。

　
ま
ず
“
男
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
表
5
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
男
児
」
一
〇
件
を

筆
頭
に
、
三
種
類
、
合
計
一
二
件
で
あ
っ
た
。
「
男
エ
イ
リ
ア
ン
」
（
毎
日
一
〇
月
九
日
夕
刊
）
と
は
奇
妙

な
性
別
名
称
だ
が
、
こ
れ
は
「
女
エ
イ
リ
ア
ン
」
と
セ
ッ
ト
で
出
現
し
て
い
た
。
宇
宙
生
物
で
あ
る
エ
イ

リ
ア
ン
に
も
セ
ッ
ク
ス
の
別
が
あ
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
女
性
と
男
性
を
同
一
記
事
に
載
せ
る
場
合
、
ど

ち
ら
に
も
性
別
冠
詞
を
付
け
る
と
い
う
「
平
行
表
現
」
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
き
ざ
し
と
み
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。
ま
た
「
男
神
」
（
朝
日
一
〇
月
二
日
夕
刊
）
も
普
段
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
こ
と
ば
で
、

通
常
は
無
徴
の
「
神
」
が
男
性
を
あ
ら
わ
す
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
“
男
”
冠
詞
つ
き
で
表
現
さ
れ

て
い
た
。

　
三
紙
別
で
は
朝
日
が
“
男
”
冠
詞
を
九
件
使
用
し
て
お
り
、
毎
日
一
件
、
読
売
二
件
を
大
き
く
上
回
っ

表5男性冠詞“男”のつくことば
（単位：件）

計合売読

10

　1

　1

12

2
0
0
2

毎日

　0

　0

　1

　1

朝日

　8

　1

　0

　9

　表現男児

男神

男エイリアン

　合計

順位

　1

　2



　
　
次
に
、
”
男
性
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
表
6
に
み
る
よ
う
に
、
「
男
性
教
諭
」
の
一
三
件
を
最
多
に
、
「
男
性
会
社
員
」

81
　
　
「
男
性
職
員
」
各
一
二
件
が
続
き
、
合
計
二
九
種
類
、
八
三
件
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。
「
男
性
助
産
士
」
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
女
性
の
領
域

新聞において女性はどのように表現されているか（田中ほか）

表6男性冠詞“男性”のつくことばた。

（単位：件）

順位

1

2

4

6

9

13

表　現
男性教諭

男性職員

男性会社員

男性社員

男性教員

男性客

男性運転手

男性店員

男性歌人

男性患者

男性従業員

男性キャスター

男性ランナー

男性顧客

男性読者

男性編集者

男性アイドルグループ

男性ガードランナー

男性スタッフ

男性管理職

男性局員

男性主治医

男性助産士

男性副検事

男性アルバイト店員

男性課長

男性記者

男性研究者

男性清掃員

合　計

朝日

2

3
2

1

0
3

1

0
2

2

2

0
1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
22

毎日

2

1

7

4

3

0
2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

1
1

1

1

1

1

1

1

0

0

0
0

0
29

士
冗読

9

8

3
1

3

0

0
1

0

0

0
2

0

0
0

0

0
0

0
0

0

0

0

0
1

1

1

1
1
32

計ム・

13

12

12

6

6

3

3

3
2

2

2
2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
83



82國學院法學第43巻第4号（2006）

と
さ
れ
て
き
た
職
業
に
男
性
が
参
入
す
る
こ
と
で
、
男
性
が
有
徴
化
さ
れ
て
表
現
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
言
え
よ
う
。
朝
日
が
二
二
件
と
や

や
少
な
く
、
毎
日
と
読
売
で
そ
れ
ぞ
れ
二
九
件
、
三
二
件
と
な
っ
た
。

　
第
三
に
、
“
男
子
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
表
7
に
み
る
よ
う
に
、
「
男
子
生
徒
」
の
一
一
件
が
最
も
多
く
、
「
男
子
選
手
」

三
件
、
「
男
子
高
校
生
」
「
男
子
児
童
」
各
二
件
な
ど
、
合
計
七
種
類
、
二
一
件
で
あ
っ

た
。
三
紙
別
で
は
、
各
紙
ほ
ぼ
同
頻
度
で
出
現
し
て
お
り
、
朝
日
で
六
件
、
毎
日
で
七

件
、
読
売
で
八
件
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
男
性
冠
詞
は
、
期
間
中
三
紙
合
計
で
一
一
六
件
数
え
ら
れ
た
。
一
日
で
朝
・
夕

刊
合
わ
せ
て
一
紙
あ
た
り
平
均
二
・
六
件
使
わ
れ
て
い
た
計
算
と
な
る
。
女
性
冠
詞
に
比

べ
、
出
現
頻
度
は
三
分
の
一
以
下
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
三
紙
別
に

男
性
冠
詞
の
一
日
平
均
使
用
回
数
を
み
る
と
、
朝
日
で
二
・
五
件
、
毎
日
で
二
・
五
件
、

読
売
で
二
・
八
件
と
ほ
ぼ
同
頻
度
で
あ
っ
た
。
な
お
、
女
性
冠
詞
に
み
ら
れ
た
“
女
流
”

に
対
応
す
る
、
“
男
流
”
と
い
う
表
現
は
一
件
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
（
た
だ
し
、
一
九
九

一
年
の
分
析
時
に
は
、
「
男
流
作
家
」
と
い
う
形
で
一
件
だ
け
使
用
さ
れ
て
い
た
）
。
「
女

流
」
は
、
も
う
一
方
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
平
行
的
な
語
彙
が
な
い
片
面
的
な
こ
と
ば

の
典
型
例
と
言
え
よ
う
。

㈹
　
女
性
冠
詞
と
男
性
冠
詞
の
出
現
頻
度
に
み
ら
れ
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

　
次
に
、
期
間
中
の
三
紙
合
計
の
全
性
別
冠
詞
に
対
す
る
「
女
性
冠
詞
」

「
男
性
冠
詞
」

表7男性冠詞“男子”のつくことば
（単位：件）

計合売読

11

　3

　2

　2

　1

　1

　1

21

2
2
0
2
0
1
1
8

毎日

　6

　0

　0

　0

　1

　0

　0

　7

朝日

　3

　1

　2

　0

　0

　0

　0

　6

　　　　表　　現

男子生徒

男子選手

男子高校生

男子児童

男子留学生

男子学生

男子大学生

　　合　　計

順位

　1

　2

　3

5
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の
出
現
頻
度
を
示
し
た
の
が
グ
ラ

フ
ー
で
あ
る
。
五
〇
六
件
の
全
性

別
冠
詞
中
、
「
女
性
冠
詞
」
は
三

九
〇
件
、
七
七
二
％
で
あ
る
の

に
対
し
、
「
男
性
冠
詞
」
は
一
一

六
件
、
ニ
ニ
・
九
％
で
、
お
よ
そ

グラフ1　性別冠詞の女男比

三
対
一
の
出
現
比
率
で
あ
っ
た
。

　
グ
ラ
フ
2
は
、
女
性
冠
詞
、
男
性
冠
詞
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
別
に
出
現
比
率
を

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
男
性
に
性
別
冠
詞
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
”
男
性
”

を
か
ん
む
り
に
つ
け
た
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
く
七
割
に
達

す
る
一
方
、
か
男
”
“
男
子
”
は
一
～
二
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

女
性
は
、
“
女
性
”
を
か
ん
む
り
に
つ
け
た
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
最

も
多
い
も
の
の
、
そ
れ
は
半
数
弱
に
と
ど
ま
り
、
．
女
”
や
“
女
子
”
も
二

～
三
割
と
、
一
定
の
割
合
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

㈲
　
女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
が
つ
く
語
の
種
類
に
み
ら
れ
る
非
対
称
性

　
次
に
、
女
性
冠
詞
お
よ
び
男
性
冠
詞
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
ば
の
種
類
を
比
較

し
て
み
よ
う
。
表
8
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
女
性
冠
詞
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い

玉00％

グラフ2性別冠詞の内訳比率（3紙合計）

　　20％　　　40％　　　60％　　　80％0％

王．3％

0．0％

．脚i麺麗 47．9％ 20．8％

襲驚 71．6％ 18．1％

女性冠詞（N390）

男性冠詞（N1王6）

團“女”／“男”のつくことば圃“女性”／“男性”のつくことば

□“女子”／“男子”のつくことば四“女流4／黛男流夕のつくことば

（3紙合計）
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る
職
業
名
等
の
語
の
種
類
は
”
女
”
で
一
七
種
類
、
”
女
性
”
で
七
六
種
類
、
”
女
子
”
で
一
四
種
類
、
”
女
流
”
で
四
種
類
、
”
婦
人
”

で
一
種
類
と
、
計
一
一
二
種
類
み
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
男
性
冠
詞
」
が
か
ぶ
せ
ら
れ
た
こ
と
ば
の
種
類
は
”
男
”
三
種
類
、

“
男
性
”
二
九
種
類
、
“
男
子
”
七
種
類
で
、
計
三
九
種
類
と
な
り
、
女
性
冠
詞
の
つ
く
こ
と
ば
数
は
男
性
冠
詞
の
つ
く
こ
と
ば
数
の
約

三
倍
と
な
っ
て
い
る
。
「
女
性
冠
詞
」
は
「
男
性
冠
詞
」
よ
り
も
紙
面
で
使
用
さ
れ
る
頻
度
が
高
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
つ

け
ら
れ
る
こ
と
ば
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
な
語
を
み
な
が
ら
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
表
1
と
表
5
の
”
女
”
“
男
”
冠
詞
に
つ
い
て

は
、
「
女
児
」
に
対
し
て
「
男
児
」
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
「
女
神
」
に
対
し

「
男
神
」
、
「
女
エ
イ
リ
ア
ン
」
に
対
し
「
男
エ
イ
リ
ア
ン
」
と
い
う
よ
う
に
、
対
応
す
る
表
現
が
存
在

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
“
女
”
冠
詞
と
“
男
”
冠
詞
の
双
方
が
冠
せ
ら
れ
た
こ
と
ば
は
今
述
べ
た
三

種
類
だ
け
で
、
あ
と
は
全
て
“
女
冠
詞
”
つ
き
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
今
回
”
女
”
冠
詞

つ
き
の
語
の
第
一
位
で
六
七
件
を
数
え
た
「
女
優
」
の
対
語
と
み
な
さ
れ
る
「
男
優
」
は
、
時
折
メ
デ

ィ
ア
で
目
に
す
る
呼
称
で
あ
り
、
辞
書
に
も
載
っ
て
い
る
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
今
回
調
査
し
た
紙
面
に

は
一
件
も
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
出
現
頻
度
の
高
い
「
女
王
」
「
女
医
」
「
女
主
人
公
」
等

に
対
応
す
る
“
男
”
冠
詞
つ
き
の
「
男
王
」
「
男
医
」
「
男
主
人
」
「
男
主
人
公
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
は
、

普
段
も
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
回
の
調
査
で
も
皆
無
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
表
2
と
表
6
で
“
女
性
”
冠
詞
と
”
男
性
”
冠
詞
を
み
て
み
る
と
、
「
女
性
記
者
」
に
は

「
男
性
記
者
」
、
「
女
性
職
員
」
に
は
「
男
性
職
員
」
、
「
女
性
社
員
」
に
は
「
男
性
社
員
」
な
ど
、
一
八

種
類
が
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
”
女
性
”
冠
詞
つ
き
の
五
八
種
類
、
“
男
性
”
冠
詞
つ
き
の

表8女性冠詞および男性冠詞がつく語の種類

男性冠詞がつく語の種類女性冠詞がっく語の種類

3
　
Q
ゾ
　
7
　
0

　
2

　
性
子
流

男
男
男
男

7
　
久
U
　
4
　
4
　
1

ー
　
ワ
‘
　
－

　
性
子
流
人

女
女
女
女
婦

39合　計112合計
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一
一
種
類
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
は
、
対
応
す
る
表
現
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
「
女
性
作
家
」
「
女
性
監
督
」
「
女
性
社
長
」

「
女
性
職
人
」
は
あ
る
の
に
、
「
男
性
作
家
」
「
男
性
監
督
」
「
男
性
社
長
」
「
男
性
職
人
」
と
い
う
表
現
は
出
て
こ
な
い
。
ま
た
対
応
す

る
表
現
が
あ
っ
た
「
記
者
」
な
ど
の
こ
と
ば
に
し
て
も
、
”
女
性
”
冠
詞
が
つ
く
場
合
（
二
三
件
）
の
方
が
”
男
性
”
冠
詞
が
つ
く
場

合
（
一
件
）
よ
り
も
出
現
頻
度
が
圧
倒
的
に
高
い
。

　
こ
こ
か
ら
、
専
門
的
な
分
野
の
職
業
に
関
し
て
は
、
今
も
っ
て
男
性
が
就
く
こ
と
が
暗
黙
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
分
、
女
性
の
専
門
家
に
対
し
て
は
女
性
冠
詞
が
か
ぶ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
”
女
性
”
が
か
ん
む

り
に
つ
く
こ
と
ば
の
種
類
を
、
女
性
冠
詞
の
出
現
頻
度
と
同
様
に
増
や
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
男
性
助
産
士
」
は
、
先
に
も

述
べ
た
よ
う
に
女
性
領
域
の
職
と
さ
れ
て
き
た
経
緯
か
ら
、
男
性
が
有
徴
性
を
帯
び
た
こ
と
ば
だ
が
、
こ
う
し
た
こ
と
ば
は
ご
く
わ
ず

か
で
あ
る
。

　
表
3
と
表
7
か
ら
、
”
女
子
”
”
男
子
”
冠
詞
に
つ
い
て
み
て
も
、
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
「
女
子
生
徒
」
に
は
「
男
子
生
徒
」
、
「
女

子
高
校
生
」
に
は
「
男
子
高
校
生
」
、
「
女
子
学
生
」
に
は
「
男
子
学
生
」
、
「
女
子
児
童
」
に
は
「
男
子
児
童
」
の
四
種
類
が
対
応
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
出
現
頻
度
は
「
児
童
」
を
除
い
て
”
女
子
”
冠
詞
つ
き
の
も
の
の
方
が
高
く
、
”
男
子
”
冠
詞
つ
き
の
語
の
二
～
四

倍
に
達
し
て
い
る
。
女
性
は
、
生
徒
・
学
生
と
い
っ
た
ご
く
若
い
時
期
か
ら
、
す
で
に
よ
り
有
徴
化
さ
れ
や
す
い
存
在
と
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
表
現
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
性
別
冠
詞
つ
き
の
表
現
は
、
”
女
子
”
の
一
〇
種
類
に
対
し
て
”
男
子
”
は

三
種
類
で
、
”
女
子
”
冠
詞
つ
き
の
表
現
が
よ
り
頻
繁
に
出
現
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
女
子
ア
ナ
」
「
女
子
主
将
」
「
女
子
工
員
」

「
女
子
プ
ロ
」
に
対
応
す
る
「
男
子
ア
ナ
」
「
男
子
主
将
」
「
男
子
工
員
」
「
男
子
プ
ロ
」
な
ど
の
こ
と
ば
は
、
新
聞
紙
面
上
で
全
く
み
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
「
女
性
冠
詞
」
つ
き
の
こ
と
ば
の
種
類
の
多
さ
は
、

そ
れ
に
対
応
す
る
「
男
性
冠
詞
」
使
用
の
少
な
さ
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
男
性
に
つ
い
て
は
、
「
男
性

冠
詞
」
を
用
い
な
く
と
も
職
業
名
さ
え
記
せ
ば
そ
れ
を
冠
せ
ら
れ
た
人

物
が
男
性
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
女
性
の
場

合
、
「
女
性
冠
詞
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
そ
の
人
物
が
女
性
で
あ
る
こ

と
が
特
定
可
能
に
な
る
と
い
う
了
解
が
、
暗
黙
の
う
ち
に
で
き
あ
が
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

㈲
　
紙
面
別
に
み
た
性
別
冠
詞
の
出
現
頻
度

　
今
回
、
こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現

の
量
的
分
析
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
面
立
て
別
の
分
析
を

行
っ
て
み
た
。

　
三
紙
の
紙
面
を
「
王
面
」
「
ス
ポ
ー
ツ
」
「
科
学
」
「
教
育
」
「
経
済
」

「
国
際
」
「
社
会
」
「
生
活
」
「
総
合
」
「
地
域
（
東
京
）
」
「
地
方
自
治
」

「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
の
一
二
の
面
に
分
け
て
女
性
冠
詞
の
種
類
別
頻

度
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
グ
ラ
フ
3
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
女
性
冠
詞
」
全
体
（
全
三
九
〇
件
）
で
は
、
「
社
会
」
面
に
お
け
る

グラフ3紙面別女性冠詞の使用件数（3紙合計）（単位：件）

（10io9）

繍

σデヂ憎φきy瀞榊て訂プ

羅翻騒騨
（2）

0
鞭
2坦》、、、．、、、、＿、＿．＿．．
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女
性
冠
詞
使
用
が
最
多
で
一
〇
九
件
（
二
七
・
九
％
）
、
ほ
と
ん
ど
同
列
で
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
面
が
一
〇
八
件
（
二
七
・
七
％
）
、

以
下
、
「
1
面
」
「
地
域
（
東
京
）
」
「
生
活
」
「
総
合
」
の
各
面
が
続
い
た
。
四
種
類
の
冠
詞
ご
と
に
み
る
と
、
「
社
会
」
面
で
は
”
女

性
”
と
“
女
子
”
が
多
く
、
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
面
で
は
“
女
”
と
“
女
性
”
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
“
女
流
”
は
両

面
と
も
に
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
1
面
」
に
お
い
て
“
女
性
”
の
、
「
ス
ポ
ー
ツ
」
面
に
お
い
て
“
女
”
の
使
用
が
そ
れ
ぞ
れ
目
立
つ
。

　
「
社
会
」
面
に
お
い
て
四
六
件
に
の
ぽ
る
“
女
性
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
「
女
性
従
業
員
」
五
件
、
「
女
性
職
員
」
五
件
、

「
女
性
検
事
」
五
件
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
七
件
み
ら
れ
た
“
女
子
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
「
女

子
生
徒
」
一
九
件
が
圧
倒
的
で
、
次
い
で
「
女
子
高
生
」
六
件
、
「
女
子
短
大
生
」
五
件
が
目
立
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
面
で
は
、

女
性
の
会
社
員
と
女
子
の
生
徒
が
、
有
徴
化
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
る
。

　
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
面
で
は
、
”
女
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
、
女
性
冠
詞
の
半
数
近
い
五
二
件
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
中

で
出
現
頻
度
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
「
女
優
」
の
三
八
件
で
、
次
は
「
女
王
」
の
五
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
四
四
件
み
ら
れ
た
”
女

性
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
の
う
ち
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
女
性
作
家
」
の
一
一
件
、
そ
れ
に
「
女
性
監
督
」
七
件
な
ど
が
続
い

た
。
「
三
面
記
事
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
社
会
面
記
事
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
や
文
化
の
領
域
で
、
や
は
り
女
性
た
ち
が
有
徴
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
結
果
と
言
え
よ
う
。

　
同
様
に
、
男
性
冠
詞
の
種
類
別
頻
度
を
示
し
た
の
が
グ
ラ
フ
4
で
あ
る
。
「
男
性
冠
詞
」
全
体
（
全
一
一
六
件
）
で
は
、
女
性
冠
詞

同
様
「
社
会
」
面
で
も
っ
と
も
使
わ
れ
る
頻
度
が
高
く
、
六
一
件
（
五
二
・
六
％
）
に
達
し
、
次
い
で
「
地
域
（
東
京
）
」
面
一
九
件

（
一
六
・
三
％
）
、
以
下
「
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
」
「
生
活
」
の
各
面
が
続
い
た
。
「
教
育
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
面
で
、

”
男
性
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
事
件
ネ
タ
が
多
く
他
の
面
に
比
べ
よ
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

報
道
が
行
わ
れ
や
す
い
社
会
面
で
は
、
女
性
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
男
性
も
ま
た
そ
の
性
を
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
み
て
取
れ
よ
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う
。　

そ
の
「
社
会
」
面
で
四
一
件
を
占
め
る
”
男
性
”
の
つ
く
こ
と
ば
の
内
訳

は
、
「
男
性
教
諭
」
が
最
も
多
く
一
〇
件
、
次
い
で
「
男
性
職
員
」
七
件
、

「
男
性
会
社
員
」
五
件
と
な
っ
て
い
る
。
「
地
域
（
東
京
）
」
面
で
は
、
「
男
性

会
社
員
」
七
件
、
「
男
性
教
員
」
六
件
が
多
か
っ
た
。

⑥
　
性
別
冠
詞
の
経
年
変
化
ー
男
性
冠
詞
の
増
加
と

　
　
“
女
性
”
冠
詞
㌔
男
性
”
冠
詞
へ
の
収
敏

　
本
調
査
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
八
五
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
九
一

年
、
九
六
年
と
五
年
お
き
に
、
過
去
三
回
分
の
デ
ー
タ
を
も
つ
。
第
四
回
目

に
あ
た
る
今
回
の
デ
ー
タ
と
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
比
較
し
な
が
ら
、
女

性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
の
使
用
頻
度
の
傾
向
と
変
化
を
み
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
女
性
冠
詞
の
種
類
別
件
数
の
推
移
を
示
し
た
の
が
グ
ラ
フ
5
で
あ

る
。
女
性
冠
詞
の
総
数
は
八
五
年
四
二
六
件
、
九
一
年
三
三
七
件
、
九
六
年

四
三
二
件
、
二
〇
〇
一
年
三
九
〇
件
と
推
移
し
て
き
て
お
り
、
目
に
み
え
て

女
性
冠
詞
の
使
用
量
が
減
っ
て
い
る
と
断
言
で
き
る
ほ
ど
で
は
な
い
。

　
一
方
、
グ
ラ
フ
6
に
よ
り
男
性
冠
詞
の
総
数
を
み
る
と
、
八
五
年
二
三

件
、
九
一
年
四
九
件
、
九
六
年
八
○
件
、
二
〇
〇
一
年
二
六
件
と
、
は
っ

グラフ尋紙面別男性冠詞の使用件数（3紙合計）（単位：件）
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き
り
と
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
グ
ラ
フ
7
は
、
性
別
冠
詞
全
体
に
対
す
る
女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
の

件
数
比
率
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
総
数
は
調
査
年
に
よ
っ
て

多
少
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
八
五
年
四
四
九
件
、
九
一
年
三
八
六
件
、

九
六
年
五
二
一
件
、
二
〇
〇
一
年
五
〇
六
件
と
い
う
よ
う
に
、
必
ず
し

も
性
別
を
あ
た
ま
に
つ
け
る
傾
向
が
減
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

当
初
は
九
割
を
超
え
て
い
た
女
性
冠
詞
の
割
合
が
、
回
数
を
追
う
ご
と

に
減
少
し
、
そ
の
分
男
性
冠
詞
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
き
れ
い
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
女
性
冠
詞
比
率
の
減
少
傾
向
と
男
性
冠
詞
比
率

の
増
加
傾
向
の
デ
ー
タ
か
ら
み
る
と
、
性
別
を
指
し
示
す
冠
詞
は
減
っ

て
は
い
な
い
も
の
の
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
女
性
冠
詞
を
つ
け

る
場
合
に
は
男
性
に
も
冠
詞
を
つ
け
る
平
行
表
現
が
増
え
て
い
る
と
言

え
そ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
性
別
冠
詞
を
そ
の
種
類
の
内
訳
別
に
み
て
み
る
と
、
多
少
の

変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
グ
ラ
フ
5
に
よ
り
女
性
冠
詞
の
種
類
の
内

訳
の
推
移
を
み
る
と
、
”
女
”
の
つ
く
語
が
減
少
傾
向
を
示
し
、
”
女

性
”
の
つ
く
語
が
増
加
す
る
ト
レ
ン
ド
に
あ
る
。
”
女
子
〃
は
増
減
を

繰
り
返
し
て
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
”
女
流
”
は
明
ら
か
に
減
少

100％

グラフ7女男別冠詞の経年比較（3紙合計）
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傾
向
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
男
性
冠
詞
に
関
し
て
は
、
グ
ラ
フ
6
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
“
男
性
”
の
つ
く
語
の
増
加
が
著
し
く
、
八
五
年
五
件
、
九
一
年
二

三
件
、
九
五
年
三
八
件
、
二
〇
〇
一
年
八
三
件
と
、
調
査
年
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
い

る
。　

性
別
冠
詞
を
種
類
別
に
見
渡
し
た
結
果
は
、
総
じ
て
、
”
女
”
お
よ
び
“
女
流
”
冠

詞
が
減
り
、
”
女
性
”
お
よ
び
“
男
性
”
冠
詞
が
増
え
て
い
る
と
言
え
、
性
別
冠
詞
は

“
女
性
”
と
“
男
性
”
を
あ
た
ま
に
つ
け
る
表
現
に
収
敏
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。

　
表
9
以
降
に
は
、
四
種
類
の
女
性
冠
詞
ご
と
に
そ
れ
ら
が
つ
く
こ
と
ば
を
各
調
査
年

ご
と
に
上
位
「
○
位
ま
で
並
べ
て
み
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
女
性
冠
詞
の
う
ち
表

9
に
示
さ
れ
た
”
女
”
の
つ
く
語
は
、
毎
回
「
女
優
」
が
過
半
数
を
占
め
、
「
女
王
」

が
そ
れ
に
次
い
で
お
り
、
こ
の
二
つ
が
一
貫
し
て
女
性
冠
詞
の
つ
く
頻
度
の
高
い
こ
と

ば
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
女
児
」
「
女
神
」
に
も
根
強
い

も
の
が
あ
る
。

　
次
に
、
表
1
0
に
示
し
た
”
女
性
”
の
つ
く
語
に
は
、
継
続
的
に
上
位
を
占
め
る
語
は

み
ら
れ
ず
、
順
位
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
ど
う
も
そ
の
時
々
の
事
件
・
事
故
や
イ
ッ

シ
ュ
ー
に
左
右
さ
れ
て
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
女
性
職

員
」
「
女
性
（
会
）
社
員
」
「
女
性
作
家
」
「
女
性
（
国
会
）
議
員
」
な
ど
は
、
コ
ン
ス

表9　女性冠詞“女”がつくことばの上位10位の経年比較

2001年1996年1991年1985年

件数比率

6757．3％

1714．5％

86．8％

65，1％

32，6％

32．6％

2L7％
2L7％
10．9％

10．9％

順位　　表現

1女優
2女王
3女児
4女神
5女主人

　　女医

7女帝
　　女主人公

9女武者

　　女店主

　　ほか7語

件数比率

7051，9％

2820，7％

75．2％

64．4％

32．2％

32，2％

2L5％
2L5％
21．5％

21，5％

順位　　表現

1女優
2女王
3女児
4女座長

5女主人公
　　女生徒

7女帝
　　女友達

　　女神

　　女高生

件数比率

7755，4％

1812．9％

85．8％

85．8％

53．6％

42．9％

32．2％

32．2％

21，4％

21，4％

順位　　表現

1女優
2女王
3女神
　　女児

5女医
6女スパイ

7女主人

　　女講釈師

9女帝
　　女友達

　　ほか1語

件数比率

1116L7％

1810．0％

　84．4％

　52．8％

　42，2％

　42．2％

　42．2％

　422％

　3L7％

　21．1％

順位　　表現

1女優
2女王
3女生徒

4女教師

5女銀行家

　　女主人

　　女帝

　　女神

9女医
10女高生

　　ほか2語



92國學院法學第43巻第4号（2006）

タ
ン
ト
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
表
n
の
”
女
子
”
の
つ
く
語
も
調
査
時

期
に
よ
っ
て
変
動
が
み
ら
れ
八
五
年
は

「
女
子
中
学
生
」
が
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
の

が
九
一
年
は
「
女
子
大
生
」
が
一
位
と
な

り
、
九
六
年
に
は
「
女
子
高
生
・
女
子
高

校
生
」
が
大
幅
増
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇

〇
一
年
は
「
女
子
生
徒
」
が
四
割
を
占

め
、
具
体
的
に
学
齢
が
わ
か
る
語
は
減
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
高
校
生
、
中
学

生
、
大
学
生
、
ま
た
は
学
生
、
生
徒
に

“
女
子
”
の
か
ん
む
り
が
つ
く
ケ
ー
ス
が

常
に
上
位
を
占
め
る
点
で
は
変
わ
り
が
な

い
。

　
表
1
2
の
〃
女
流
”
の
つ
く
こ
と
ば
は
、

「
女
流
作
家
」
が
九
六
年
か
ら
姿
を
消
し
、

か
な
り
限
ら
れ
た
領
域
の
技
芸
を
専
門
に

す
る
人
び
と
に
用
い
ら
れ
る
だ
け
に
な
っ

表10女性冠詞“女性”がつくことばの上位10位の経年比較

2001年1996年1991年1985年

件数比率

2312，3％

179．1％

147，5％

137．0％

84．3％

73．7％

52．7％

52．7％

42．1％

42．1％

順位　　表現

1女性記者

2女性職員

3女性社員

4女性作家

5女性従業員

6女性監督

7女性店員

　　女性検事

9女性患者

　　女性歌手

件数比率

1910．6％

179，4％

116．1％

84．4％

73．9％

73．9％

63．3％

63、3％

63．3％

42．2％

順位　　表現

1女性候補（者

2女性議員

3女性詩人

4女性会社員

5女性監督
　　女性技術者

7女性職員

　　女性作家

　　女性立候補

10女性社員

　　ほか3語

件数比率

96．6％

75，1％

64．4％

53．6％

53，6％

42．9％

42．9％

32．2％

322％
32，2％

順位　　表現

1女性作家

2女性職員

3女性大使

4女性議員

　　女性市長

6女性ファン

　　女性労働者

8女性社員
　　雄リポーター

　　女性客

　　ほか7語

件数比率

55．0％

33．0％

33．0％

33．0％

33．0％

22，0％

22．0％

22．0％

22，0％

22．0％

順位　　表現

1女性秘書

2女性議長
　　女性国会議員

　　女性政治家

　　女性留学生

6女性委員長

　　女性大臣

　　女性党員

　　女性研究者

　　雄繭知稼
　　ほか18語

表11　女性冠詞“女子”がつくことばの上位10位の経年比較

2001年1996年1991年1985年

件数比率

3340，7％

1316，0％

78，6％

67．4％

56．2％

44，9％

44．9％

33．7％

11．2％

11，2％

順位　　表現

1女子生徒

2女子高生

3女子中学生

4女子大生

5女子短大生

6女子高校生

　　女子学生

8女子アナ

9女子中生

　　女子プロ

　　ほか4語

件数比率

4139．0％

1211．4％

109．5％

98．6％

87．6％

65．7％

65．7％

54．8％

32．9％

21．9％

順位　　表現

1女子高生
2女子高校生

3女子学生

4女子生徒
5女子中高生

6女子大生
　　女子中学生

8女子大生社長

9女子児童

10女子社員

件数比率

11262％

716．7％

49，5％

37．1％

37．1％

37，1％

24．8％

24．8％

12，4％

12．4％

順位　　表現

1女子大生

2女子学生

3女子職員

4女子高生
　　女子行員

　　女子労働者

7女子社員

　　女子留学生

9女子生徒
　　女子高校生

　　ほか5語

件数比率

2930，5％

1313．7％

1010，5％

88，4％

55．3％

44，2％

33．2％

33．2％

22．1％

22．1％

順位　　表現

1女子中学生

2女子大生

3女子学生

4女子生徒

5女子高生

6女子高校生

7女子職員

　　女子社員

9　女子中学3年生

　　女子留学生

　　ほか2語



93 新聞において女性はどのように表現されているか（田中ほか）

　　　表12女性冠詞“女流”がつくことばの上位10位の経年比較

1985年

順位 表現

1　
2

　
　
　
3

　
　
　
　
4

女流作家

女流本因坊

女流音楽家

女流演出家

女流画家

女流建築家

女流史家

女流デザィナー

女流陶芸家

女流ベイオリニスト

ほか3語

件数比率

12

　
3

　
　
　
2

　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

44．4％

11．1％

7．4％

3．7％

3．7％

3．7％

3．7％

3，7％

3．7％

3．7％

1991年

順位　　表現

女流作家

女流陶芸家

女流棋士

女流画家

女流生け花1稼

女流かな諒嫁

件数比率

1052，6％

42L1％
210，5％

15．3％

15．3％

15．3％

1996年

順位　　表現

　女流棋士

　女流作曲家

　女流本因坊

4女流奏者

　女流詩人

　女流四冠王

件数比率

541，7％

216．7％

216．7％

18，3％

18．3％

18．3％

2001年

順位 表現

女流日本画家

女流書画家

女流詩人

女流棋士

件数比率

240．0％

120，0％

120．0％

120、0％

表13　女性冠詞“婦人”がつくことばの上位10位の経年比較

1985年

順位 表現 件数比率

（データなし）

1991年

順位　　表現

1婦人警察官

2婦人議員

3婦人記者

　婦人相談員

件数比率

758．3％

325，0％

18．3％

18．3％

1996年

順位　　表現

1婦人客

件数比率

1100，0％

2001年

順位 表現

1婦人警官

件数比率

1100．眺

表14　男性冠詞“男”がつくことばの上位10位の経年比較

1985年

順位 表現 件数比率

（データなし）

1991年

順位　　表現

1男児
2男友達

3男優

件数比率

861．5％

430．8％

17．7％

1996年

順位　　表現

児
優
男
男

件数比率

960．0％

640．0％

2001年

順位 表現

男児

男エイリアン

男神

件数比率

1083．3％

18．3％

18．3％

表15　男性冠詞“男性”がつくことばの上位10位の経年比較

1985年

順位 表現 件数比率

（データなし）

1991年

順位　　表現

1男性教諭

2男性社員
　男性経営者

　男性歌手

5男性職員
　男性弁護士

　男性諸氏

　惣イドノ噺

　脳ップデ財

　男性ダンサー

　ほか8語

件数比率

3　
2
　
　
2

　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

13，0％

8．7％

8．7％

8、7％

4，3％

4．3％

4，3％

4．3％

4，3％

4．3％

1996年

順位　　表現

1男性会社員

2男性患者
3男性従業員

　男性会員

　男性候補

6男性社員
　男性カメラマン

　男性同性愛者

　男性容疑者

　男性アルバイト

　ほか12語

件数比率

12
　
3
　
　
2

　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

3L6％
7．9％

5．3％

5．3％

5．3％

2，6％

2．6％

2．6％

2，6％

2．6％

2001年

順位 表現

　男性教諭

　男性会社員

　男性職員

　男性教員

　男性社員

　男性運転手

　男性客

　男性店員

9　男性キャスター

　男性歌人

　ほか19語

1
2

4

6

件数比率

3
2
2
6
6
3
3
3
2
2

15．7％

14，5％

14．5％

7．2％

7．2％

3．6％

3．6％

3．6％

2．4％

2，4％
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て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
除
い
て
き

た
が
、
表
1
3
に
示
し
た
“
婦
人
”
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
も
は
や

“
死
語
”
に
近
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
同
様
に
、
男
性
冠
詞
の
上
位
を
み
て
み
る
と
、
表
1
4
に
示
さ
れ
た
”
男
〃
の

つ
く
語
は
、
毎
回
「
男
児
」
が
一
位
で
六
～
八
割
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
表

15

に
示
さ
れ
た
“
男
性
4
の
つ
く
語
は
年
に
よ
っ
て
多
少
の
変
動
が
み
ら
れ
る

が
、
「
男
性
教
諭
」
「
男
性
会
社
員
」
は
上
位
の
“
常
連
”
と
言
え
る
。
表
1
6
に

示
さ
れ
た
。
男
子
”
の
つ
く
語
で
は
、
「
男
子
生
徒
」
が
常
に
五
～
六
割
を
占

め
、
こ
こ
で
も
ま
た
学
生
や
生
徒
に
冠
せ
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。

2

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
無
自
覚
的
使
用

qD

　
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

　
新
聞
に
は
、
1
で
み
た
「
女
性
冠
詞
」
の
多
用
の
ほ
か
に
も
、
女
性
の
性
別

役
割
を
強
調
す
る
表
現
や
こ
と
ば
が
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

が
、
あ
る
職
業
に
女
性
が
就
く
こ
と
を
自
明
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
性
別
を
組

み
込
ん
だ
職
業
名
を
日
常
的
な
紙
面
づ
く
り
の
中
で
使
用
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
、
職
や
働
き
方
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
う
ち
、
女
性
の
性
別
を
含

表16男性冠詞“男子”がつくことばの上位10位の経年比較

2001年1996年1991年

件数比率

1152．4％

29．5％

29、5％

314．3％

14，8％

14．8％

14，8％

順位　　表現

1男子生徒
2男子高校生

　　男子児童

4男子選手

5男子学生
　　男子大学生

　　男子留学生

件数比率

1451．9％

6222％
13．7％

13，7％

13．7％

13．7％

13，7％

13．7％

13，7％

順位　　表現

1男子生徒
2男子高校生

3男子監督
　　男子大学生

　　男子小学生

　　男子吹奏楽隊

　　男子中学生

　　男子高生

　　男子学生

件数比率

866．7％

325．0％

18，3％

順位　　表現

1男子生徒

2男子学生
3男子警察官

　　　　　1985年

順位　　　表現　　　件数　比率

（データなし〕

表17　男性冠詞“男流”がつくことばの上位10位の経年比較

2001年1996年1991年

順位　　　表現　　1件数　比率順位　　　表現　　1件数　比率順位　　　表現　　1件数　比率

001100．眺1男流作家

　　　　　1985年

順位　　　表現　　　件数　比率

　　　　（データなし）



お
　
み
込
ん
だ
語
に
つ
い
て
カ
ウ
ン
ト
し
、
そ
の
結
果
を
表
1
8
に
掲
げ
た
。

に
繍
　
　
三
紙
合
計
で
み
る
と
、
「
看
護
婦
」
の
六
六
件
を
最
多
に
、
「
ホ
ス
テ
ス
」
一
一
件
、
「
O
」
」
「
ヒ
ロ
イ
ン
」
各
一
〇
件
、
「
保
健
婦
」

　
九
件
、
「
慰
安
婦
」
七
件
な
ど
が
上
位
に
あ
が
っ
て
い
る
。
以
下
、
「
助
産
婦
」
「
ワ
ン
ギ
ャ
ル
」
「
歌
姫
」
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
」

95
　
　
「
マ
マ
」
な
ど
が
続
く
。

新聞において女性はどのように表現されているか（田中ほか）

表18女性の性を含み込んだ職業語
（単位：件）

順位

1
2
3

5
6
7

9

12

18

20

表　現
看護婦

ホステス

ヒロイン

OL
保健婦

慰安婦

助産婦

ワンギヤル

歌姫

キャンペーンガール

ママ

コギヤル

おかみ

ウェイトレス

マドンナ

女中

魔女

家政婦

従軍慰安婦

ネクタイ娘

バレリーナ

マスコットガール
マダム・ミニスター

革女

看板女性

腰元

産婆

娼婦

乳母

遊女

踊り子

バツトガール

淑女

キャリアウーマン

キャンギャル

ネクタイ姫

パズルレデイー

メード

看板娘

婦長

風俗嬢

保母

ミスグアム

ミス中央区

合　計

朝日

28

7
4
3
3
6
2
0
1
0
0
3
2
1
0
0
0
1
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
74

毎日

15

3
1
3
0
1
3
5
2
4
4
0
1
2
3
3
3
1
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0
66

由
冗読
23

1
5
4
6
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
42

計ム・
66

11

10

10

9
7
5
5
4
4
4
3
3
3
3
3
3
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
182
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各
紙
別
に
み
る
と
、
三
紙
と
も
に
「
看
護
婦
」
が
最
も
多
く
、
朝
日
で
二
八
件
、
読
売
で
二
三
件
に
お
よ
ん
だ
。
朝
日
で
は
「
ホ
ス

テ
ス
」
「
慰
安
婦
」
が
そ
れ
に
続
く
。
毎
日
で
は
、
「
ワ
ン
ギ
ャ
ル
」
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
」
「
マ
マ
」
な
ど
が
多
く
み
ら
れ
、
「
保

健
婦
」
や
「
慰
安
婦
」
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
読
売
で
は
「
保
健
婦
」
が
六
件
数
え
ら
れ
た
が
、
「
慰
安
婦
」
「
助
産

婦
」
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
女
性
の
性
別
を
含
み
込
ん
だ
語
の
合
計
数
は
朝
日
、
毎
日
で
は
七
〇
件
前
後
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
読
売
は
四
二
件
と
、
他
二
紙
に

比
べ
て
少
な
く
、
三
紙
を
合
計
す
る
と
一
八
二
件
と
な
っ
た
。
一
日
に
一
紙
当
た
り
平
均
四
・
○
件
（
朝
・
夕
刊
含
む
）
使
わ
れ
て
い

た
計
算
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
を
大
別
す
る
と
、
ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仕
事
の
名
称
、
女
性
の
性
に
関
連
し
た
仕
事
の
名
称
や
戦
時
に

性
奴
隷
と
さ
れ
た
性
暴
力
被
害
者
の
呼
称
、
ま
た
英
語
の
6
諺
や
○
○
ガ
ー
ル
な
ど
、
女
性
を
表
す
”
接
尾
語
”
が
つ
け
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
女
性
職
で
あ
る
こ
と
が
表
示
さ
れ
る
職
業
名
な
ど
に
分
か
れ
る
。
中
で
も
「
看
護
婦
」
や
「
保
健
婦
」
「
助
産
婦
」
な
ど

は
、
女
性
の
職
業
名
と
し
て
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
新
聞
紙
面
上
で
多
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の

職
業
が
女
性
の
性
別
と
こ
と
さ
ら
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
多
く
の
人
び
と
に
記
憶
さ
れ
る
の
を
助
長
す
る
恐
れ
を
は
ら
ん
で
い
る
。

「
看
護
婦
」
と
い
う
呼
称
は
、
後
述
の
一
九
九
九
年
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
改
正
に
伴
い
、
求
人
広
告
な
ど
で
「
看
護
婦
・
看
護
士
」

と
女
男
セ
ッ
ト
で
掲
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
調
査
年
で
も
あ
る
二
〇
〇
一
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦

法
が
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
に
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
「
看
護
婦
・
看
護
士
」
は
、
二
〇
〇
二
年
三
月
か
ら
女
男
同
一
名
称
の

「
看
護
師
」
へ
と
変
更
さ
れ
、
同
時
に
「
保
健
婦
・
保
健
士
」
も
女
男
双
方
を
含
む
「
保
健
師
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
名
称
に
統
一
さ
れ
た
。
な
お
「
助
産
婦
」
も
、
現
在
で
は
「
助
産
師
」
と
中
性
名
称
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
職
に
就
け
る
の
は

今
の
と
こ
ろ
女
性
だ
け
で
あ
る
。
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女
男
を
含
め
た
雇
用
者
を
表
す
こ
と
ば
と
し
て
は
「
会
社
員
」
が
あ
る
が
、
女
性
に
対
し
て
は
、
今
回
三
位
だ
っ
た
「
O
」
」
と
い

う
こ
と
ば
が
、
後
出
の
経
年
比
較
デ
ー
タ
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
男
性
の
会
社
員
を
あ
ら
わ
す
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
と
も

に
、
新
聞
の
中
で
根
強
く
使
わ
れ
続
け
て
い
る
。
「
O
」
」
と
い
う
語
に
関
し
て
は
、
若
く
て
独
身
、
結
婚
願
望
が
強
く
腰
掛
け
的
、

責
任
の
な
い
九
時
五
時
勤
務
の
平
社
員
で
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
流
布
し
て
い
る
点
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。
た
と

え
ば
、
3
で
述
べ
る
、
国
学
院
大
学
の
「
社
会
学
」
受
講
生
を
対
象
に
し
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
「
O
」
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
お
け
る
「
O
」
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
自
由
記
述
回
答
に
は
、
「
か
わ
い
い
、
受
付
、
合
コ
ン
」

「
若
い
お
姉
さ
ん
」
「
オ
フ
ィ
ス
街
で
昼
に
財
布
を
片
手
に
お
弁
当
を
買
い
に
い
く
女
性
」
「
大
学
を
出
て
結
婚
を
す
る
ま
で
腰
掛
程
度

に
働
く
女
性
」
「
制
服
を
着
て
働
く
女
性
」
「
給
湯
室
、
お
し
ゃ
べ
り
」
「
未
婚
の
若
い
女
性
で
コ
ピ
ー
や
お
茶
汲
み
を
し
て
い
る
」
「
働

い
て
い
る
女
性
で
重
役
に
は
つ
い
て
い
な
い
」
「
シ
ョ
ム
ニ
（
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
）
の
江
角
マ
キ
コ
の
役
」
な
ど
と
い
っ
た
回
答
が
寄
せ

　
　
　
（
7
）

ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
れ
ら
は
、
一
般
社
会
に
お
け
る
O
L
イ
メ
ー
ジ
に
準
ず
る
も
の
だ
ろ
う
。

　
紙
面
上
で
「
O
」
」
が
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
対
語
と
し
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
男
性
と
は
異
な
っ
た
女
性
の
働
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

方
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
イ
メ
ー
ジ
が
補
強
さ
れ
、
再
生
産
さ
れ
続
け
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

　
そ
の
他
、
「
保
母
」
と
い
う
語
は
、
一
九
九
七
年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
男
女
共
に
「
保
育
士
」
に
統
一
さ
れ
た
の
だ
が
、

今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
一
件
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
育
児
は
女
性
が
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
価
値
観
を
形
成
し
、
固

定
化
す
る
危
険
性
を
は
ら
む
語
で
あ
る
。

　
一
九
九
九
年
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正
さ
れ
、
求
人
情
報
等
で
は
女
性
の
み
を
あ
ら
わ
す
職
業
名
や
男
性
の
み
を
あ
ら
わ
す

職
業
名
は
、
雇
用
の
機
会
を
性
に
よ
っ
て
排
除
す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
違
法
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
女
性
の
み
の
職
を
あ
ら
わ
す

「
ホ
ス
テ
ス
」
「
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
」
「
家
政
婦
」
と
い
っ
た
職
業
名
や
、
男
性
が
就
く
職
と
し
て
連
想
さ
れ
て
し
ま
う
「
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
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ン
」
「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
「
営
業
マ
ン
」
「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
と
い
っ
た
職
業
名
は
、
求
人
メ
デ
ィ
ア
で
は
使
用
不
可
と
な
っ
た
。
女
性
と

新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
は
、
九
九
年
一
〇
月
に
、
改
正
均
等
法
後
の
朝
日
・
毎
日
・
読
売
三
紙
の
求
人
欄
を
分
析
し
て
い
る
が
、
調
査

日
の
サ
ン
プ
ル
紙
に
お
け
る
求
人
広
告
約
二
〇
〇
件
中
、
「
看
護
婦
」
「
正
准
看
護
婦
」
の
二
件
以
外
に
は
、
職
業
名
の
違
反
表
示
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
新
聞
は
、
求
人
欄
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ほ
か
の
各
面
の
記
事
の
中
で
も
、
改
正
均
等
法
に
の
っ
と
っ
た

使
用
法
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
び
と
の
職
業
を
め
ぐ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
変
化
を
う
な
が
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。②

　
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
と
女
性
の
排
除

　
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
名
と
対
置
さ
れ
る
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
名
の
使
用
頻
度
は
、
表
19
の
通
り
で
あ
る
。

　
三
紙
合
計
の
筆
頭
は
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
四
三
件
で
、
そ
れ
に
次
い
で
「
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
」
が
三
〇
件
に
の
ぼ
っ
た
。
後
者

は
調
査
期
間
中
に
米
・
同
時
多
発
テ
ロ
関
連
記
事
が
多
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
以
下
「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」

「
ヒ
ー
ロ
ー
」
「
営
業
マ
ン
」
な
ど
の
語
が
続
き
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
全
体
で
二
一
八
件
使
用
さ
れ
て
い
た
。
「
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
」
の
使
用
頻
度
は
朝
日
が
一
九
件
で
最
多
で
あ
り
、
読
売
も
一
五
件
使
用
し
て
い
た
。
ま
た
、
朝
日
と
毎
日
で
は
「
ス
ポ
ー

ク
ス
マ
ン
」
も
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
中
で
も
毎
日
は
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
を
上
回
る
使
用
頻
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
朝
日
で
「
営
業
マ

ン
」
「
車
夫
」
が
目
立
つ
。

　
こ
れ
ら
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
名
の
各
紙
別
合
計
を
み
る
と
、
朝
日
が
一
〇
七
件
と
非
常
に
多
く
、
毎
日
の
六
一
件
、
読
売

五
〇
件
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
三
紙
を
平
均
す
る
と
一
日
当
た
り
一
紙
で
四
・
八
件
使
わ
れ
て
い
る
計
算
に
な
る
。

　
表
1
9
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
男
性
の
性
別
を
含
み
こ
ん
だ
職
業
名
に
は
、
「
マ
ン
」
と
い
う
“
接
尾
語
”
が
つ
く
も
の
が
多
く
、
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表19　男性の性を含み込んだ職業語
（単位：件）

43

　30

　19

　17

　16

　11

　　6

　　6

　　4

　　4

　　4

　　3

　　3

　　3

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

218

読売
　15

　　4

　　6

　　9

　　3

　　0

　　0

　　4

　　0

　　1

　　0

　　1

　　0

　　2

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　1

　　1

　　1

　　0

　　0

　　1

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　1

　50

毎日

　　9

　13

　　6

　　3

　　5

　　1

　　0

　　1

　　0

　　0

　　3

　　0

　　3

　　1

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　1

　　0

　　0

　　0

　　2

　　2

　　1

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　0

　61

朝日

　19

　13

　　7

　　5

　　8

　10

　　6

　　1

　　4

　　3

　　1

　　2

　　0

　　0

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　1

　　1

　　1

　　1

　　0

　　0

　　0

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

107

　　表　　現
サラリーマン
スポークスマン
カメラマン
ビジネスマン
ヒーロー
営業マン
車夫

スポーツマン
英雄
セーノレスマン

OB
ガードマン
キーマン
商社マン
サムライ

ヒットマン
ホスト

剣闘士
侍

狼男
看護士
リードオフマン
貴公子
証券マン
バツトボーイ
フリーカメラマン
紳士
4回戦ボーイ

アイデイアマン
オンブズマン
ガンマン
ジヤズマン
スタントマン
マスター
山男

宣伝マン
畜男
武士
幕内力士

Gメン
アンカーマン
ウエーター
スーノぐ一マン

チェアマン
プレーボーイ
ホテノレマン

金融マン
准看護士
暴走バイク野郎
ラインマン
　合　　計

順位
　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

9

12

15

29

99

特
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
関
連
し
た
語
が
目
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
の
場
合
と
は
異
な
り
、
ケ
ア
、
サ
ー
ビ
ス
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
な
ど
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
職
業
名
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
職
業
名
は
、
人
び
と
が
日
常
生
活
の
中
で
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
新
聞
が
そ
れ
ら
の
こ
と
ば
を
吟
味
す

る
こ
と
な
し
に
使
用
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
職
業
観
を
流
布
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
は
小
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さ
く
な
い
。
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
「
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
」
「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
な
ど
、
男
性
を
意
味
す
る
「
マ
ン
」
の
接
尾
辞
を
つ
け
た
職

業
名
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
読
み
手
に
男
性
主
体
を
想
起
さ
せ
て
し
ま
い
、
女
性
を
排
除
す
る
方
向
に
作
用
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

す
で
に
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
言
語
学
等
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
特
に
前
回
に
引
き
続
き
今
回
の
調
査
で
も
第
一
位
を
占
め
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
の
場
合
、
男
性
の
勤
め
人
の
意
味

で
使
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
年
金
や
税
制
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
記
事
の
中
で
、
雇
用
さ
れ
て
働
く
人
の

総
称
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
後
に
3
で
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
よ
う
に
、
こ
の
男
性
イ
メ
ー
ジ
を
色
濃
く
投
影
し
た
こ
と
ば

が
、
そ
の
こ
と
へ
の
自
覚
な
し
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
や
税
制
問
題
の
当
事
者
と
し
て
暗
黙
の
う
ち
に
男
性
が
想
定
さ
れ
、

女
性
の
存
在
が
そ
れ
ら
の
議
論
か
ら
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

　
先
に
紹
介
し
た
国
学
院
大
学
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
「
O
」
」
と
い
う
こ
と
ば
と
同
様
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い

う
こ
と
ば
か
ら
受
け
取
る
イ
メ
ー
ジ
も
訊
ね
て
い
る
が
、
回
答
に
は
、
「
中
年
の
男
性
」
「
ご
く
普
通
の
中
堅
会
社
に
勤
め
る
男
性
会
社

　
　
し
ち
さ
ん

員
」
「
七
三
、
メ
ガ
ネ
に
ス
ー
ツ
の
お
じ
さ
ん
」
「
家
族
の
た
め
に
働
く
男
性
」
「
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
」
「
給
料
が
安
い
」
「
家
に
も
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

に
も
居
場
所
が
な
さ
そ
う
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
並
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
は
明
ら
か
に
男
性
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

多
く
の
学
生
に
と
っ
て
“
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
”
は
、
や
は
り
男
性
”
マ
ン
な
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
「
マ
ン
」
の
付
く
職
業
名
の
使
用
は
、
改
正
雇
用
機
会
均
等
法
上
違
法
な
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
聞

は
、
求
人
広
告
以
外
の
記
事
の
中
で
は
、
何
も
問
題
が
な
い
か
の
よ
う
に
、
「
マ
ン
」
の
つ
く
こ
と
ば
を
使
い
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
に
お
い
て
、
先
に
考
察
し
た
女
性
の
性
を
含
む
職
業
名
も
、
そ
れ
ら
の
職
域
へ
の
男
性
の
進
出
を
阻
害
す
る
と
い
う
点
で
は
、

男
性
の
性
を
含
み
込
む
職
業
名
と
同
様
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
点
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。
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㈹
　
経
年
比
較
か
ら
み
る
職
業
語
　
　
「
看
護
婦
」
「
O
」
」
と

　
　
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
根
強
さ

　
グ
ラ
フ
8
は
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
名
の
件
数
に
関
す
る
経

年
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
は
三
紙
合
計
で
八
九
件
、

九
一
年
は
一
六
二
件
、
九
六
年
は
二
五
七
件
と
年
ご
と
に
増
加
傾
向
を
示

し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
一
年
に
は
一
八
二
件
へ
と
減
じ
た
。
中
で
も
読
売

で
の
減
少
が
目
立
っ
て
い
る
。
三
紙
を
平
均
す
る
と
、
前
回
の
調
査
時
に

は
一
日
一
紙
あ
た
り
平
均
五
・
七
件
の
頻
度
だ
っ
た
も
の
が
、
今
回
は

四
・
○
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
名
件
数
の
推
移
を
示
し
た
の
が

グ
ラ
フ
9
で
あ
る
。
調
査
を
開
始
し
た
九
一
年
は
二
九
件
だ
っ
た
の
に

対
し
、
九
六
年
は
三
一
四
件
と
大
幅
に
増
え
た
が
、
二
〇
〇
一
年
は
二
一

八
件
に
減
じ
て
い
る
。
特
に
毎
日
の
減
少
が
著
し
い
。
三
紙
平
均
す
る

と
、
一
日
一
紙
あ
た
り
前
回
は
七
・
○
件
だ
っ
た
も
の
が
、
四
・
八
件
と

な
っ
た
。

　
グ
ラ
フ
⑳
は
、
性
別
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
全
体
の
女
男
比
率
の
経
年

変
化
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
九
一
年
調
査
で
は
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ

語
が
六
割
近
く
を
占
め
て
い
た
が
、
九
六
年
調
査
か
ら
は
そ
れ
が
逆
転

グラフ8　女性の性を含み込んだ職業語の経年比較（単位二件）
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し
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
が
過
半
数
を
占
め

る
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
上
位
の
も
の
だ
け
を
拾
っ
て
変

化
を
み
る
と
、
女
性
に
関
す
る
職
業
語
は
、
表
2
0
に
掲
げ
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た
よ
う
に
、
八
五
年
に
は
「
O

」
」
が
半
数
近
く
を
占
め
て
い
た

が
、
そ
れ
以
降
は
「
看
護
婦
」
が

一
割
か
ら
四
割
の
間
を
推
移
し
な

が
ら
毎
回
一
位
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
○
○
嬢
」
や
「
保
母
」

と
い
う
語
は
減
っ
て
い
る
が
、

「
○
○
ガ
ー
ル
」
「
○
○
レ
デ
ィ
」

「
ホ
ス
テ
ス
」
に
は
、
根
強
い
も

の
が
あ
る
。
若
さ
や
華
や
か
さ
、

そ
し
て
風
俗
業
に
従
事
す
る
性
的

存
在
で
あ
る
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ

が
、
女
性
に
だ
け
付
与
さ
れ
て
い

る
実
態
に
は
あ
ま
り
変
化
が
な
い

よ
う
だ
。

　
表
21
は
、
男
性
に
関
す
る
職
業

語
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る

が
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
常
時

表20　女性の性を含み込んだ職業語上位10位の経年比較
（単位：件）

1991年1985年

比率

22．8％

2L6％
5．6％

4．3％

4．3％

3．7％

3．7％

3．1％

3．1％

3．1％

舗
37

35

　9

　7

　7

　6

　6

　5

　5

　5

読売

17

13

　8

　　2

　　2

　0

　　1

　　0

　　4

　　5

毎日

18

14

　　1

　　2

　　2

　　3

　　3

　　0

　　0

　　0

朝日

　2

　8

　0

　3

　3

　3

　2

　5

　1

　0

　　表現
看護婦

OL

家政婦

娼婦

諸

順位

　1

　2

　3

　4

保母

乳母

クラブのママ（又はママ）

海女

商売女

6

8

比率

48。3％

6．7％

5，6％

5．6％

4．5％

4，5％

2．2％

2．2％

22％

2．2％

舗
43

　6

　5

　5

　4

　4

　2

　2

　2

　2

読売

11

　　3

　　2

　　0

　　1

　　2

　　0

　　1

　　1

　　1

毎日

17

　2

　1

　4

　1

　0

　0

　0

　1

　1

朝日

15

　1

　2

　1

　2

　2

　2

　1

　0

　0

順位　　表現

1　0L
2看護婦

3　ホステス

　　保母

5家政婦

　　キャリアウーマン

7秘書嬢

　　フアーストレディ

　　モデル嬢

　　寮母

2001年1996年

比率

36．3％

6．0％

5．5％

5，5％

4。9％

3．8％

2．7％

2．7％

2．2％

2．2％

舗
66

11

10

10

　9

　7

　5

　5

　4

　4

読売

23

　　1

　　5

　　4

　　6

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

毎日

15

　3

　1

　3

　0

　1

　3

　5

　4

　4

朝日

28

　　7

　　4

　　3

　　3

　　6

　　2

　　0

　　0

　　0

順位　　　表現

1看護婦

2　ホステス

3　ヒロイン

　　OL

5保健婦

6慰安婦

7助産婦

　　ワンギヤル

9　キャンペーンガール

　　ママ

　　ほか1語

比率

13。2％

7，0％

7．0％

6．2％

5．8％

5，4％

5．1％

4，7％

3．5％

3．1％

舗
34

18

18

16

15

14

13

12

　9

　8

読売

17

　　1

　5

　　1

11

　　0

10

　　1

　　7

　　3

毎日

14

　7

　3

　9

　0

　8

　2

　1

　0

　3

朝日

　　3

10

10

　　6

　　4

　　6

　　1

10

　　2

　　2

　　　表現

看護婦

（元）慰安婦

OL

ヒロイン

おかみ（さん）

（元）従軍慰安婦

助産婦

生保レディー

娼婦

スチュワーデス

ほか3語

順位

1
2

4

5

6
7
8

9
10



表21

　　　　　　　　　國學院法學第43巻第4号（2006）　104

男性の性を含み込んだ職業語上位10位の経年比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

1991年

順位

1
2
3
4
5
6

8

10

表現
証券マン

サラリーマン

カメラマン

商社マン

ビジネスマン

電通マン

ホスト

下男

広報マン

ジヤズマン

朝日

13

12

1
1
0
0
0
0
0
1

毎日

16

13

6
3
1
3
0
0
0
0

計ムロ
士
冗読

17

14

3
1
2
0
3
2
2
0

46

39

10

5
3
3
3
2
2
1

比率

38．7％

32，8％

8．4％

4．2％

2．5％

2．5％

2，5％

1．7％

1．7％

0．8％

2001年

順位

1
2
3
4
5
6
7

9

表現
サラリーマン

スポークスマン

カメラマン

ビジネスマン

ヒーロー

営業マン

車夫

スポーツマン

セールスマン

OB

ほか1語

朝日

19

13

7
5
8
10

6
1
3
1

毎日

9
13

6
3
5
1
0
1
0
3

計△口
士
冗読

15

4

6
9
3
0
0
4
1
0

43

30

19

17

16

11

6
6
4
4

比率

23，9％

16．7％

10．6％

9．4％

8．9％

6．1％

3．3％

3．3％

2．2％

2．2％

1996年

順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

表現

サラリーマン

OB

カメラマン

ホスト

オンブズマン

スポークスマン

神父

ヒーロー

営業マン

皇子

朝日

33

20

8
0
5
11

5
10

0
7

毎日

13

36

13

14

8
3
9
2
4
0

計ムロ劃読

31

3
4
6
6
1
0
0
5
0

77

95
25

20

19

15

14

12

9
7

比率

24．5％

18。8％

8．0％

6。4％

6，1％

4．8％

4．5％

3，8％

2．9％

2。2％

表22

※1985年はデータなし

記事中で使用されている「サラリーマン」の使われ方の経年比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

記事における「サラリーマン」の意味

①明らかに男性を意味する用法

②女男を含め勤め人一般をさす用

　法

③曖昧な用法

④職業の代表としてあげる（例
　「サラリーマンなど」）用法

ム
ロ 計

1996年

朝日

12

13

8

0

33

毎日

8

3

1

1

13

計△・士
冗読

17

6

7

1

31

37

22

16

2

77

2001年

朝日

10

9

0

0
19

毎日

1

8

0

0

9

計ムロ
士
冗読

8

7

0

0

15

19

24

0

0

43
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二
～
三
割
を
占
め
て
一
、
二
位
、
ま
た
「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
が
三
割
前
後
で
三
位
を
保
っ
て
い
る
。
九
一
年
に
は
、
ま
だ
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
る
前
の
人
気
職
種
を
反
映
し
て
か
、
一
〇
位
以
内
に
入
っ
て
い
た
「
証
券
マ
ン
」
「
商
社
マ
ン
」
は
、
九
六
年
お
よ
び
今
回
の
調
査

で
は
、
○
～
三
件
み
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
出
現
頻
度
が
高
く
、
ま
た
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
重
要
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
語
を
使

っ
て
い
る
記
事
に
関
し
て
前
回
調
査
の
結
果
と
比
較
し
て
み
る
と
、
表
2
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
九
六
年
は
合
計
七
七
件
み
ら
れ
た
「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
た
記
事
が
、
二
〇
〇
一
年
に
は
四
三
件
へ
と
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。
内
訳
を
み
る
と
、
①
明
ら

か
に
男
性
の
勤
め
人
を
意
味
す
る
用
法
が
三
七
件
あ
っ
た
も
の
が
二
〇
〇
一
年
に
は
一
九
件
へ
と
減
少
し
、
②
女
性
と
男
性
も
含
む
勤

め
人
一
般
を
さ
す
用
法
に
関
し
て
は
二
二
件
だ
っ
た
も
の
が
二
四
件
と
ほ
ぼ
同
じ
、
③
男
性
の
勤
め
人
を
意
味
す
る
の
か
そ
れ
と
も
女

性
男
性
を
含
む
勤
め
人
一
般
を
さ
す
の
か
曖
昧
な
用
法
は
一
六
件
か
ら
ゼ
ロ
件
へ
と
大
き
く
減
じ
、
ま
た
④
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い

う
こ
と
ば
に
職
業
の
代
表
性
を
与
え
る
用
法
も
二
件
だ
っ
た
も
の
が
皆
無
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
件
数
と
し
て
は
、
男
性
を
意
味
す
る
用
法
と
曖
昧
な
用
法
が
減
り
、
女
男
を
含
む
勤
め
人
一
般
を
さ
す
用
法
が
横
ば

い
と
い
う
か
っ
こ
う
だ
が
、
総
数
が
減
っ
た
分
だ
け
、
女
男
の
勤
め
人
一
般
を
さ
す
用
法
が
ほ
か
の
用
法
と
の
対
比
に
お
い
て
相
対
的

に
増
え
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
む
し
ろ
女
性
も
含
め
た
勤
め
人
一
般
に
使
わ
れ
る
機
会
が

よ
り
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
あ
と
3
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
男
性
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
や
す
い
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」

と
い
う
語
の
影
で
、
女
性
の
当
事
者
性
が
不
可
視
化
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
の
一
層
の
進
展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ

る
Q



國學院法學第43巻第4号（2006）　106

3

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
用
法
に
あ
ら
わ
れ
た
新
聞
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観

ω
　
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
勤
め
人
國
般
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
女
性
か
ら
の
当
事
者
性
の
剥
奪

　
2
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
新
聞
で
多
用
さ
れ
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
が
抱
え
る
大
き
な
問
題
点
は
、
男
性
の
イ
メ

ー
ジ
が
非
常
に
強
い
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
表
現
で
女
性
・
男
性
双
方
に
関
わ
る
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
ω
巴
薗
曙
と
は
、
ラ
テ
ン
語
の
ω
巴
「
塩
」
を
語
源
と
し
、
も
と
も
と
古
代
ロ
ー
マ
で
兵
士
が
戦
時
手
当
と
し
て
余
分
に
塩
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

買
う
た
め
に
支
給
さ
れ
た
お
金
を
指
す
こ
と
ば
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
自
体
は
和
製
英
語
で
あ
り
、
そ
の
意

味
は
、
た
と
え
ば
『
広
辞
苑
【
第
五
版
】
』
で
は
「
【
ω
巴
巽
二
俸
給
。
給
料
。
月
給
。
【
ω
巴
巽
一
8
ヨ
雪
】
俸
給
生
活
者
。
給
料
生
活

者
。
月
給
取
り
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
朝
日
一
〇
月
五
日
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
医
療
制
度
改
革
に
関
連
す
る
次
の
よ
う
な
記
事
を
み
て
み
よ
う
。

　
来
年
度
予
算
編
成
の
焦
点
の
一
つ
で
あ
る
医
療
制
度
改
革
に
つ
い
て
、
財
務
省
は
4
日
、
独
自
の
意
見
を
公
表
し
た
。
医
療
費

全
体
の
伸
び
を
国
民
所
得
の
伸
び
程
度
に
抑
え
る
仕
組
み
を
導
入
し
、
医
療
機
関
で
の
患
者
の
窓
口
負
担
は
、
将
来
は
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
か
か
っ
た
医
療
費
の
3
割
に
統
一
す
る
。
…
…
患
者
の
窓
口
負
担
は
現
在
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
本
人
は
2
割
、
自
営
業
者

ら
が
3
割
、
7
0
歳
以
上
の
高
齢
者
は
1
割
の
負
担
が
基
本
。
厚
労
省
案
で
は
年
齢
別
に
分
け
、
6
9
歳
以
下
が
3
割
（
3
歳
未
満
は

2
割
）
、
7
0
～
7
4
歳
は
2
割
、
7
5
歳
以
上
が
1
割
と
し
た
。
財
務
省
案
は
、
現
在
7
0
歳
以
上
の
患
者
は
現
行
通
り
と
し
た
上
で
、

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
外
来
1
回
ま
た
は
入
院
1
日
あ
た
り
5
0
0
円
を
支
払
い
、
そ
の
上
で
3
割
を
負
担
す
る
仕
組
み
を
提
案
し



た
（
朝
日
、
一
〇
月
五
日
）
。
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こ
こ
に
登
場
す
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
は
誰
だ
ろ
う
か
。
医
療
費
全
般
の
変
更
に
つ
い
て
述
べ
る
本
文
の
文
脈
か
ら
は
、
こ
の
記

事
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
、
女
性
も
男
性
も
含
め
た
雇
用
さ
れ
て
働
く
人
び
と
全
体
を
さ
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
読
み
手
に
と
っ
て
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
男
性
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
場
合
、
書
き
手
が
、
女
性
を
含
む
勤
め
人
一

般
と
し
て
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
を
使
用
し
て
い
て
も
、
無
意
識
の
う
ち
に
そ
れ
ら
の
記
事
の
主
体
と
し
て
男
性
が
想
定
さ
れ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
。

　
近
年
、
年
金
・
税
制
改
革
に
と
も
な
い
、
「
源
泉
分
離
は
維
持
す
べ
き
だ
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
所
得
が
2
千
万
円
以
下
だ
と
源
泉
徴

収
で
済
む
の
に
、
株
の
譲
渡
益
だ
け
確
定
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
、
面
倒
く
さ
く
な
っ
て
投
資
意
欲
を
そ
ぐ
」
（
朝
日
、

一
〇
月
二
日
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
が
女
性
を
含
む
勤
め
人
一
般
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
頻

度
は
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
こ
と
ば
に
男
性
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
は
り
つ
い
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た
記
事
の
主
体
と
し
て
自
動
的
に
男
性
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
し
ま
い
、
会
社
員
と
し
て
働

き
、
税
金
・
年
金
を
収
め
て
い
る
女
性
の
存
在
が
、
重
要
な
議
論
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
読
み
手
で

あ
る
女
性
自
身
が
、
こ
う
し
た
議
論
に
、
は
た
し
て
自
分
自
身
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
否
か
を
、
は
っ
き
り
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
男
性
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
こ
と
ば
を
勤
め
人
一
般
の
含
意
で
用

い
る
新
聞
の
用
法
は
、
女
性
か
ら
、
そ
の
新
聞
記
事
で
論
じ
ら
れ
る
イ
ッ
シ
ュ
ー
に
対
す
る
当
事
者
性
を
奪
っ
て
し
ま
う
作
用
を
も
つ

表
現
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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②
　
記
事
中
に
お
け
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
使
わ
れ
方

　
次
に
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
な
問
題
を
は
ら
む
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
今
回
の
調
査
期
問
中
、
実
際
の
記
事
の
中
で
は
、

ど
の
よ
う
な
意
味
内
容
で
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
分
野
に
お
い
て
使
わ
れ
て

い
た
か
を
、
一
九
九
六
年
調
査
に
引
き
続
き
、
調
べ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
語
は
、
朝
日
で
一
九
件
、
毎
日
で
九
件
、
読
売

で
一
五
件
、
三
紙
合
計
四
三
件
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
記
事
に
お
け
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
内

容
は
、
①
明
ら
か
に
男
性
の
勤
め
人
を
意
味
す
る
用
法
、
②
女
性
も
男
性
も

含
む
勤
め
人
一
般
を
さ
す
用
法
、
③
男
性
の
勤
め
人
を
意
味
す
る
の
か
そ
れ

と
も
女
男
を
含
む
勤
め
人
一
般
を
さ
す
の
か
曖
昧
な
用
法
、
④
職
業
の
代
表

例
と
し
て
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
る
用
法
、
の
四
つ
に

大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
①
の
男
性
の
勤
め
人
の
記
事
例
と

し
て
は
、
「
勤
め
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
O
」
が
立
ち
寄
る
」
（
朝
日
、
一

〇
月
一
日
夕
刊
）
、
②
の
女
性
も
含
む
勤
め
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
例
と
し

て
は
、
「
中
小
企
業
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
加
入
す
る
政
府
管
掌
健
康
保
険
」
（
毎

日
、
一
〇
月
一
二
日
）
、
と
い
っ
た
記
事
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

今
回
③
と
④
の
用
法
は
ゼ
ロ
件
で
あ
っ
た
。

（単位：件）

計合

合
計

売読

そ
の
他

文
化
都
市
化

生
活

選
挙
余
暇

健
康
労
働
経
済
医
療
保
健

年
金
税
金
合
計
そ
の
他

文
化
都
市
化

生
活
余
暇
選
挙
健
康
労
働
経
済
医
療
保
健

年
金
税
金
合
計
そ
の
他

文
化

311930230412011018310020020000100

Ol24001OlO031041147700OlO000110141800

00000OIO0OIOOIO00000000000000000

00000OI　O1000OIO00000000000000000
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一
方
、
こ
れ
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
記
事
が
、

ど
の
よ
う
な
分
野
の
記
事
で
あ
る
か
を
、
「
税
金
」
「
年
金
」
「
医
療
保
険
」

「
経
済
」
「
労
働
」
「
健
康
」
「
選
挙
」
「
余
暇
」
「
生
活
」
「
都
市
化
」
「
文
化
」

「
そ
の
他
」
の
一
こ
分
野
に
分
け
て
、
み
て
み
た
。

　
四
種
類
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
意
味
内
容
を
縦
軸
に
取
り
、
記
事
分
野

を
横
軸
に
取
っ
て
四
三
件
の
記
事
を
分
類
し
た
の
が
表
2
3
で
あ
る
。
ま
ず
、

縦
軸
を
み
る
と
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
総
計
四
三
件
中

二
四
件
（
五
五
・
八
％
）
で
、
女
男
を
含
め
た
勤
め
人
一
般
を
さ
す
語
と
し

て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
過
半
数
の
用
例
に
お
い
て
女
性
の
当
事
者
性
を
剥
奪

す
る
表
現
と
し
て
機
能
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
い
で
二
番

目
に
多
か
っ
た
の
は
、
文
字
通
り
男
性
の
勤
め
人
を
意
味
す
る
用
法
の
一
九

件
（
四
四
・
二
％
）
で
、
曖
昧
な
用
法
と
、
職
業
の
代
表
例
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
ゼ
ロ
件
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
で
は
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
ど
の
よ
う
な
分
野
の
記

事
で
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
2
3
横
軸
の
一
二
の
記
事
分
野
で
み
て

み
る
と
、
総
計
で
最
も
多
い
の
は
「
医
療
保
険
」
の
一
四
件
（
三
二
・
六

％
）
、
そ
れ
に
「
年
金
」
の
五
件
（
一
一
・
六
％
）
、
「
労
働
」
の
四
件

（
九
・
三
％
）
が
続
い
た
。
お
お
む
ね
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば

表23記事中で使用されている「サラリーマン」

日毎日朝

都
市
化

生
活
余
暇
選
挙
健
康
労
働
経
済
医
療
保
健

年
金
税
金
合
計
そ
の
他

文
化
都
市
化

生
活
余
暇
選
挙
健
康
労
働
経
済
医
療
保
健

年
金
税
金

0010000000OI10202002201101

00000016019000OI1001107Oio

000000000OIO0000000000OIO

000000000000000000000010

0010001601OI192030022111117

　　　　記事分野

記事にお
ける「サラリ
ーマン」の意味

①明らかに男性を

意味する用法

②女男を含め勤め

人一般をさす用法

③曖昧な用法

④職業の代表とし

て挙げる（例「サ

ラリーマンなど」）

用法

　合　　　計
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は
、
「
医
療
保
険
」
「
年
金
」
「
税
金
」
な
ど
の
社
会
保
障
の
分
野
で
使
用
さ
れ
る
か
、
「
労
働
」
の
分
野
で
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な

つ
て
い
る
。

　
次
に
、
こ
れ
を
縦
軸
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
意
味
内
容
と
ク
ロ
ス
さ
せ
て
み
る
と
、
「
医
療
保
険
」
分
野
で
使
わ
れ
て
い
る
「
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
の
全
て
が
女
男
を
含
め
た
勤
め
人
一
般
を
さ
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
年
金
」
分
野
の
記
事
に
お
い
て

も
、
ほ
と
ん
ど
が
同
様
に
勤
め
人
を
総
称
す
る
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
。
「
医
療
保
険
」
分
野
で
は
具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
「
大
企

業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ら
が
加
入
す
る
健
康
保
険
組
合
」
（
朝
日
、
一
〇
月
一
二
日
）
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
保
険
料
が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と

労
使
折
半
の
た
め
企
業
負
担
が
増
え
る
」
（
毎
日
、
一
〇
月
一
日
）
な
ど
の
記
事
が
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
表
現
か
ら
は
、
こ
れ
ら
が

雇
用
さ
れ
て
働
く
女
性
に
も
関
連
の
あ
る
記
事
で
あ
る
こ
と
に
思
い
至
ら
な
い
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
年
金
」
分
野
の
記
事
例

と
し
て
は
、
「
今
年
度
か
ら
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
を
六
十
歳
か
ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
措
置
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
が
不
信
感
を
強
め
る
原
因
だ
ろ
う
」
（
読
売
、
一
〇
月
八
日
）
と
い
っ
た
記
事
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
　
記
事
中
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
は
ど
う
読
ま
れ
て
い
る
か

　
先
の
2
で
は
、
国
学
院
大
学
の
学
生
を
対
象
に
、
「
O
」
」
お
よ
び
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
を
訊
ね
た
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
同
時
に
、
学
生
た
ち
に
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と

い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
る
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
前
半
の
新
聞
記
事
を
八
つ
読
ん
で
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
で
使
わ
れ
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
語
の
意
味
内
容
を
ど
う
解
釈
し
た
か
に
つ
い
て
も
訊
ね
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
記
事
の
見
出
し
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

　
記
事
1
　
「
確
定
拠
出
金
ス
タ
ー
ト
　
運
用
方
法
自
分
で
選
ぶ
」
（
読
売
、
一
〇
月
一
三
日
）
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記
事
2
　
「
源
泉
分
離
廃
止
に
不
満
　
証
券
業
界
繰
り
越
し
控
除
『
一
歩
前

　
　
進
』
」
（
読
売
、
一
〇
月
四
日
）

記
事
3
　
「
政
府
の
浪
費
に
防
止
策
を
提
案
」
（
朝
日
、
一
〇
月
一
三
日
夕
刊
）

記
事
4
　
「
社
説
社
会
保
障
像
が
見
え
な
い
」
（
朝
日
、
一
〇
月
三
日
）

記
事
5
　
「
特
殊
法
人
見
直
し
　
5
4
法
人
『
引
き
続
き
検
討
』
　
真
価
間
わ
れ
る

　
　
『
小
泉
改
革
』
」
（
朝
日
、
一
〇
月
七
日
）

記
事
6
　
「
医
療
費
全
体
の
抑
制
提
言
　
財
務
省
『
3
割
負
担
』
に
統
一
」
（
朝

　
　
日
、
一
〇
月
五
日
）

記
事
7
　
「
写
真
や
音
楽
に
新
し
い
表
現
法
」
（
朝
日
、
一
〇
月
一
日
夕
刊
）

記
事
8
　
「
主
婦
の
年
金
6
案
を
提
示
　
厚
労
省
が
論
点
整
理
」
（
朝
日
、
一
〇

　
　
月
四
日
）

以
上
の
八
つ
の
記
事
が
扱
う
分
野
は
、
表
2
4
の
左
か
ら
二
列
目
に
示
し
た
通
り

で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
新
聞
記
事
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」

と
い
う
こ
と
ば
の
用
い
ら
れ
方
を
、
先
と
同
じ
、
①
明
ら
か
に
男
性
の
勤
め
人
を

意
味
す
る
用
法
、
②
女
性
も
男
性
も
含
む
勤
め
人
一
般
を
さ
す
用
法
、
③
男
性
の

勤
め
人
を
意
味
す
る
の
か
そ
れ
と
も
女
男
を
含
む
勤
め
人
一
般
を
さ
す
の
か
諜

な
用
法
、
④
職
業
の
代
表
例
と
し
て
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い

111
　
る
用
法
の
四
種
類
に
分
類
し
て
、
そ
の
結
果
を
、
表
2
4
の
左
か
ら
三
列
目
に
示
し

表24　「サラリーマン」記事に対する学生アンケート結果

学生回答（N67）

女性をさす

人数　比率

　0　0％
　0　0％
　3　4．5％

　3　0．5％

　0　0％
　1　1．5％

　4　6．0％

17　25．4％

女男の両方をさす

人数　比率

28　41．8％

26　38．8％

38　56．7％

21　31．3％

16　23．9％

39　58．2％

18　26．9％

　1　1．5％

男性をさす

人数　比率

39　58．2％

41　61．2％

26　38．8％

41　61．2％

47　70。1％

24　35．8％

42　62．7％

46　68．7％

記事中の「サラリー

マン」の意味内容
記事分野記事NQ

職業の代表例

女男を含む勤め人一般

女男を含む勤め人一般

男性の勤め人

女男を含む勤め人一般

女男を含む勤め人一般

男性の勤め人

男性の勤め人

年金
税金
税金
労働
その他
医療保険

余暇
年金

1
2
3
4
5
6
7
8
※学生回答…「性別不記載」「無回答」は省略
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た
。
学
生
た
ち
に
は
、
年
金
、
税
金
、
労
働
、
保
険
、
余
暇
な
ど
を
扱
っ
た
こ
れ
ら
の
記
事
を
読
ん
で
も
ら
い
、
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い

る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
男
性
を
さ
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
女
性
を
さ
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る

い
は
女
性
と
男
性
を
含
め
た
勤
め
人
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
判
断
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
表
2
4
の
右
半
分

に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
記
事
中
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
明
ら
か
に
男
性
を
意
味
し
て
い
る
記
事
4
、
記
事
7
、
記
事
8
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

六
一
・
二
％
、
六
二
・
七
％
、
六
八
・
七
％
と
、
お
よ
そ
三
分
の
二
の
学
生
が
、
男
性
の
勤
め
人
に
言
及
し
た
記
事
だ
と
答
え
て
い

る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
記
事
中
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
女
・
男
を
含
め
た
勤
め
人
一
般
を
さ
し
て
い
る
と
し
た
学
生
が
、
記
事
4
で

一
三
・
三
％
、
記
事
7
で
二
六
・
九
％
存
在
し
と
こ
と
、
ま
た
記
事
8
の
中
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
女
性
を
さ
し
て
い
る
と
と
ら
え

た
学
生
が
四
人
に
一
人
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
の
含
意
が
、
他
方
で
き
わ
め
て
曖
昧
で
あ
る
と
い
う

事
実
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
次
に
、
記
事
中
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
、
女
性
と
男
性
を
含
む
勤
め
人
一
般
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
記
事
2
と
記
事
5
に
関
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
一
・
二
％
、
七
〇
・
一
％
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
男
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
答
え
た
。
実
際
に
は
両
性
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
記
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
読
み
手
が
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
男

性
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
と
判
断
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
記
事
1
の
よ
う
に
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
職
業
の
一
つ

の
代
表
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男
性
対
象
と
し
て
と
ら
え
る
回
答
が
過
半
数
を
越
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

㈲
　
勤
め
人
國
般
を
さ
す
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
用
法
の
定
着

　
こ
の
よ
う
に
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
勤
め
人
一
般
を
表
す
こ
と
ば
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
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る
。
こ
れ
ら
は
、
厚
生
労
働
白
書
な
ど
国
が
出
す
出
版
物
や
研
究
報
告
書
の
中
で
も
数
多
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
行
政
が
、
勤
め
人
一

般
の
総
称
と
し
て
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
の
定
着
化
に
少
な
か
ら
ず
“
寄
与
”
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
内
閣
府
は
、
二
〇
〇
三
年
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
表
現
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
『
公
的
広
報
の
手
引
き
ー
み
ん
な
に
届
く
広
報
の

た
め
に
』
を
作
成
し
た
。
そ
の
中
の
「
1
－
1
　
女
性
に
も
男
性
に
も
伝
わ
り
ま
す
か
？
」
で
は
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
の
○
○
制

度
が
で
き
ま
し
た
」
と
い
う
事
例
を
あ
げ
、
「
広
報
の
内
容
が
男
女
双
方
に
関
わ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
か
が
想
定
さ
れ
て
い

な
い
か
の
よ
う
な
表
現
を
使
う
と
、
伝
え
る
べ
き
相
手
に
正
し
く
伝
わ
り
ま
せ
ん
」
と
指
摘
し
、
そ
う
し
た
表
現
の
是
正
を
促
し
て

（
1
4
）

い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
改
善
の
き
ざ
し
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

　
年
金
や
税
制
、
医
療
保
険
な
ど
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
少
な
か
ら
ぬ
出
所
元
は
、
右
に
あ
げ
た
各
種
白
書
や
関
係
省
庁
に
よ
る
発
表

デ
ー
タ
お
よ
び
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
文
章
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
行
政
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
の
使
用
を
改
め
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
側
は
、
正
確
な
報
道
を
行
う
と
い
う
新
聞
の
基
本
原
則
を
貫
く
上

で
も
、
行
政
が
流
す
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
を
無
前
提
的
に
用
い
る
の
で
は
な
く
、
批
判
的
な
吟
味
の
姐
上
に
乗
せ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
い
し
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
包
括
的
用
語
・
表
現
を
創
り
出
し
、
使
用
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

4

他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
表
現
す
る
こ
と
ば
の
頻
用

qD

　
男
性
や
家
族
と
の
関
係
で
表
現
さ
れ
る
女
性

　
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
表
現
の
中
に
は
、
女
性
を
夫
や
家
な
ど
、

し
、
そ
の
“
家
庭
性
（
3
ヨ
o
豊
＆
く
γ
や
夫
へ
の
帰
属
性
を
強
調
す
る
表
現
（
以
下
、

い
わ
ば
私
的
な
領
域
と
結
び
つ
け
て
表
現

他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
表
現
す
る
こ
と
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ば
）
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
の
多
く
は
、
私
的
・
公
的
な
場
を
問
わ
ず
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
多
数
の
読
者
を
持
つ
新
聞
の
紙
面
上
で
多

用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
び
と
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
形
成
に
、
必
ず
し
も
意
識
さ
れ
な
い
ま
ま
、
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
表
現
す
る
こ
と
ば
は
、
ど
れ
ほ
ど
数
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。

　
調
査
期
間
中
の
紙
面
に
み
ら
れ
た
妻
役
割
や
母
親
役
割
等
、
女
性
が
家
族
や
男
性
と
の
関
係
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
ば
は
、
表
2
5
に
掲

げ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
位
の
「
主
婦
」
は
三
紙
合
計
二
二
件
と
他
に
抜
き
ん
で
て
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
「
夫

人
」
三
六
件
、
「
皇
后
」
二
二
件
、
「
王
女
」
二
一
件
、
「
奥
さ
ん
」
一
〇
件
、
以
下
「
嫁
」
「
女
房
」
「
姑
」
な
ど
が
続
く
。
こ
れ
ら
他

者
と
の
関
係
で
女
性
を
表
す
こ
と
ば
は
、
合
計
す
る
と
期
間
中
二
五
八
件
数
え
ら
れ
た
が
、
各
紙
別
の
合
計
数
に
は
差
が
あ
り
、
朝
日

の
二
一
件
に
つ
い
で
毎
日
の
八
○
件
、
読
売
の
六
七
件
と
、
朝
日
が
読
売
の
二
倍
近
く
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
を
一
日
あ

た
り
に
換
算
す
る
と
、
一
紙
で
五
・
七
件
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
一
位
と
な
っ
た
「
主
婦
」
と
い
う
語
は
、
共
働
き
世
帯
が
増
加
し
、
家
事
専
従
の
女
性
が
い
る
世
帯
の
数
を
上
回
っ
て
い
る
現
実

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
聞
記
事
の
中
で
相
変
わ
ら
ず
根
強
く
使
い
続
け
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
女
性
を
家
族
や
男
性
と
の

関
係
で
あ
ら
わ
す
表
現
総
数
の
う
ち
の
四
七
％
と
、
半
数
近
く
を
占
め
て
い
た
。
女
性
は
、
職
業
を
も
っ
て
働
い
て
い
よ
う
が
い
ま
い

が
、
結
婚
す
れ
ば
家
事
・
育
児
の
主
な
担
い
手
と
み
な
さ
れ
、
「
主
婦
」
と
呼
ば
れ
る
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ω
　
「
夫
人
」
に
み
る
妻
の
脱
主
体
化

　
次
に
、
「
夫
人
」
と
い
う
こ
と
ば
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
女
性
（
妻
）
を
男
性
（
夫
）
に
付
随
さ
せ
た
表
現
で
あ
る
こ
と

が
比
較
的
認
識
し
や
す
い
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
使
用
頻
度
は
三
六
件
で
、
第
二
位
と
上
位
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
結
果
か
ら
、
ジ
ェ
ン
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　　　　　　　　表25他者との関係で女性をあらわすことば
（単位：件）

順位

1
2

3
4
5
6
7
8

9

12

17

表　　現

主 婦

夫 人

内

訳

①妻の名＋「夫人」

②「夫人」単独

③夫の肩書＋「夫人」

④夫の姓＋夫人

⑤その他

皇 后

王 女

奥　さ　ん

嫁

女 一
房

姑

姫

家 内

王 妃

恐 妻

愛 妻

奥 方

妃

お 袋

カ　ミ　サ　ン

嫁 女

兄 嫁

小 姑

聖 母

大しゅうとめ

未　亡　人

お嬢ちゃん

お嫁さん
奥 様

ム
ロ 計

朝日

57

12

（4）

（4）

（2）

（2）

（0）

10

7
3
3
1
2

3
1
0
2
2
1

0
0
1

1
1
1
1
1

1
0
0
0
111

毎日

29

14

（9）

（3）

（0）

（0）

（2）

11

9
5
3
1
2

0
1
1

0
0
1

2
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
80

士
冗読

35

10

（2）

（4）

（2）

（2）

（0）

1
5
2
2
5
0
0
1
2

0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
67

合　計

121

36

（15）

（11）

（4）

（4）

（2）

22

21

10

8
7
4
3
3
3
2
2
2
2
2
1
1

1
1
1

1
1
1
1
1
258

比率

46。9％

14．0％

8．5％

8．1％

3．9％

3．1％

2．7％

1．6％

1．2％

1．2％

1．2％

0．8％

0．8％

0．8％

0．8％

0．8％

0．4％

0．4％

0．4％

0。4％

0。4％

0。4％

0。4％

0。4％

0。4％

0．4％

100．0％
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ダ
ー
間
の
権
力
関
係
や
不
均
等
関
係
に
敏
感
と
は
言
え
な
い
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
よ
う
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
夫
人
」
の
使
わ
れ
方
を
さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
て
み
る
と
、
今
回
最
も
多
か
っ
た
の
が
、
①
妻
の
名
＋
「
夫
人
」
（
「
た
ま
え
夫
人
」

「
オ
ル
ガ
夫
人
」
な
ど
）
で
、
「
夫
人
」
呼
称
全
体
の
四
割
を
占
め
、
つ
い
で
②
「
夫
人
」
単
独
、
③
夫
の
肩
書
き
＋
「
夫
人
」
（
「
前
当
主

夫
人
」
「
市
長
夫
人
」
な
ど
）
、
④
夫
の
姓
＋
「
夫
人
」
（
「
レ
ノ
ン
夫
人
」
な
ど
）
が
続
い
た
。
最
多
の
、
妻
の
名
＋
「
夫
人
」
は
、
姓
と

い
う
公
的
な
苗
字
を
夫
に
あ
ず
け
、
も
っ
ぱ
ら
下
の
名
と
い
う
私
的
な
表
象
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
点
と
、
「
夫
に
付
随
す
る
人
」
と

の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
る
“
夫
人
”
と
い
う
呼
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
、
二
重
に
”
夫
の
所
有
物
”
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
夫
の
肩
書
き
＋
「
夫
人
」
で
も
同
様
で
あ
る
。
夫
の
属
性
H
肩
書
き
に
よ
っ
て
初
め
て
妻
は
、
そ
の
存
在
を
同
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
今
回
、
「
夫
人
」
が
単
独
で
使
わ
れ
た
た
め
に
、
本
人
の
名
前
が
ま
っ
た
く
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
記
事
も
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
、
毎
日
一
〇
月
一
日
夕
刊
の
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
面
の
新
刊
案
内
欄
に
お
い
て
、
小
出
啓
子
著
『
爆
走
！
小
出
家
の
人
々
』
は
、

「
有
森
裕
子
、
高
橋
尚
子
ら
を
育
て
た
小
出
義
雄
監
督
の
夫
人
が
家
庭
で
の
監
督
の
素
顔
を
明
か
す
。
千
葉
県
の
教
師
時
代
、
1
2
歳
離

れ
た
結
婚
、
夫
人
の
闘
病
生
活
、
リ
ク
ル
ー
ト
で
の
“
セ
ク
ハ
ラ
騒
ぎ
”
、
3
人
の
娘
と
夫
の
語
ら
い
な
ど
が
楽
し
く
つ
づ
ら
れ
て
い

る
」
と
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
、
著
者
で
あ
り
当
事
者
の
一
人
で
も
あ
る
小
出
啓
子
の
姓
名
が
一
度
も
記
さ
れ
ず
、
す
べ

て
「
夫
人
」
と
さ
れ
て
い
る
。
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、
書
名
の
下
の
「
小
出
啓
子
著
」
の
部
分
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
聞
の
中
で
女
性
は
、
夫
と
の
関
係
に
お
い
て
表
現
さ
れ
、
社
会
的
に
独
立
し
た
人
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
疎
外
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
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⑥
　
女
性
や
家
族
と
の
関
係
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
男
性

　
次
に
、
男
性
が
他
者
や
家
族
・
世
帯
や
妻
と
の
関
係
で
表
さ
れ
る
こ
と
ば

は
、
表
2
6
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
皇
太
子
」
の
三
二
件
を
最
多
に
、
「
王
子
」

二
一
件
、
「
主
人
」
一
〇
件
、
以
下
「
子
息
」
「
亭
主
」
な
ど
が
続
い
た
。
三

紙
を
合
計
す
る
と
七
三
件
で
、
毎
日
が
最
も
多
く
三
〇
件
、
朝
日
が
二
五

件
、
読
売
が
最
も
少
な
く
一
八
件
の
使
用
頻
度
で
あ
っ
た
。
朝
日
、
読
売
で

は
「
皇
太
子
」
の
件
数
が
多
く
、
毎
日
で
は
「
王
子
」
が
目
立
つ
。
ま
た
、

毎
日
は
「
主
人
」
の
使
用
頻
度
が
他
紙
よ
り
も
高
い
。
女
性
が
他
者
や
家

族
・
世
帯
・
夫
と
の
関
係
で
表
さ
れ
る
語
は
二
五
八
件
も
あ
っ
た
か
ら
、
そ

の
四
分
の
一
の
七
三
件
と
い
う
数
値
は
、
随
分
と
非
対
称
的
で
あ
る
。
こ
れ

一
つ
を
と
っ
て
も
、
女
性
が
い
か
に
他
人
と
の
関
係
で
表
現
さ
れ
や
す
く
、

主
体
性
を
持
て
な
い
で
い
る
か
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
調
査
で
考
慮
す
べ
き
点
は
、
調
査
前
に
起
き
た
九
・

一
一
米
・
同
時
多
発
テ
ロ
の
影
響
と
、
調
査
期
間
中
に
始
ま
っ
た
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
お
け
る
米
英
の
タ
リ
バ
ン
や
ア
ル
カ
イ
ダ
に
対
す
る
武
力
攻
撃
の

影
響
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
異
常
な
出
来
事
が
、

て
い
る
蓋
然
性
は
否
定
で
き
な
い
。
過
去
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
た
め
に
は
、

い
分
け
の
調
査
に
お
い
て
「
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン

表26他者との関係で男性をあらわすことば
（単位：件）

比率

43。8％

28．8％

13．7％

　2．7％

　2．7％

　1．4％

　1。4％

　1。4％

　1．4％

　1．4％

　1．4％

100．0％

計合売読

32

21

10

　2

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

73

13

　0

　3

　0

　2

　0

　0

　0

　0

　0

　0

18

毎日

　　7

13

　　6

　　1

　　0

　　0

　　0

　　0

　　1

　　1

　　1

30

朝日

12

　　8

　　1

　　1

　　0

　　1

　　1

　　1

　　0

　　0

　　0

25

表現
皇太子

王子
主人
子息

主亭

順位

　1

　2

　3

　4

若だんな

若君
主夫
お坊ちゃん

ダンナ
御曹司
計

6

合

紙
面
に
通
常
と
は
異
な
っ
た
展
開
を
も
た
ら
し
、
集
計
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
の
節
で
分
析
す
る
敬
称
の
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使

（
氏
）
」
を
集
計
し
な
か
っ
た
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
関
連
の
記
事
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を
除
い
た
デ
ー
タ
を
も
つ
く
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
戦
争
関
連
記
事
を
よ
り
分
け
、
そ
れ
ら
を
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
表
す
こ
と
ば
は
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性
を
表
す
こ
と
ば
で
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

「
ア
ブ
ド
ラ
皇
太
子
」
、
「
ア
ル
ワ
リ
ド
王
子
」
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
「
モ

ス
タ
フ
ァ
王
子
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
米
国
務
長
官
や
日
本
の
高
村
特
使
と
会

談
し
た
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
に
寄
附
を
拒
否
さ
れ
た
り
な
ど
、
い
く

つ
か
の
記
事
に
出
て
き
て
い
た
。
表
2
7
は
、
こ
れ
ら
戦
争
関
連
の
「
皇
太

子
」
一
四
件
、
「
王
子
」
一
六
件
を
除
い
て
集
計
し
た
デ
ー
タ
で
あ
る
。

「
皇
太
子
」
が
一
八
件
で
一
位
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
一
〇

件
の
、
「
主
人
」
が
二
位
に
浮
上
し
て
、
五
件
の
「
王
子
」
が
三
位
と
な

る
。

（4）

他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
経
年
比
較

－
根
強
い
「
主
婦
」
と
「
主
人
」

表27他者との関係で男性をあらわすことば（戦争関係を除く）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件

比率

41．9％

23．3％

11．6％

　4．7％

　4．7％

　2．3％

　2．3％

　2．3％

　2．3％

　2．3％

　2．3％

100．0％

計合売読

18

10

　5

　2

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

43

　8

　3

　0

　0

　2

　0

　0

　0

　0

　0

　0

13

毎日

　　5

　　6

　　3

　　1

　　0

　　0

　　0

　　0

　　1

　　1

　　1

18

朝日

　　5

　　1

　　2

　　1

　　0

　　1

　　1

　　1

　　0

　　0

　　0

12

表現
皇太子

主人
王子
子息
亭主
若だんな

若君
主夫
お坊ちゃん

ダンナ
御曹司
計

順位

　1

　2

　3

　4

6

合

　
過
去
四
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
合
計
件
数
の
推
移
を
み
た
の
が
グ
ラ
フ
n
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
は
五
七
九
件
み
ら
れ
た
も
の
が
、
九
一
年
は
二
八
一
件
、
九
六
年
は
三
七
〇
件
、
二
〇
〇
一
年
は
二
五
八
件
と
、
多
少
の

上
下
は
あ
る
が
、
流
れ
と
し
て
は
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
前
回
に
比
べ
る
と
読
売
の
減
り
方
が
大
き
い
。
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　グラフ1屡他者との関係で女性をあらわすことばの経年比較（単位＝件）
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一
方
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性

を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
経
年
変

化
を
グ
ラ
フ
ー2
で
み
る
と
、
一

九
八
五
年
に
は
六
三
件
だ
っ
た

も
の
が
九
一
年
に
は
三
五
件
と

減
り
、
そ
の
後
九
六
年
三
七

件
、
二
〇
〇
一
年
四
三
件
と
、

再
び
微
増
し
て
き
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。

表
2
8
に
は
、
他
者
と
の
関
係

で
女
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の

上
位
の
も
の
を
、
各
調
査
年
ご

と
に
並
べ
て
み
た
。
「
主
婦
」

は
、
全
回
を
通
し
て
常
時
一
位

で
四
割
前
後
を
占
め
、
そ
の
根

強
さ
が
う
か
が
え
る
が
、
件
数

そ
の
も
の
は
、
少
し
ず
つ
減
少

し
て
き
て
い
る
よ
う
に
み
え

表28他者との関係で女性をあらわすことば上位10位の経年比較（3紙合計）

1991年1985年

比率

44．8％

25．6％

4。3％

3．2％

2．8％

2．1％

1．8％

1。8％

1．4％

1。4％

件数

126

　72

　12

　　9

　　8

　　6

　　5

　　5

　　4

　　4

　表現
主婦

夫人

奥さん

女房

未亡人

姑

花嫁

お嬢さん

嫁

先妻

ほか2語

順位

　　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

9

比率

44．7％

24．9％

4．8％

4。3％

3．6％

2．2％

1．9％

1．9％

1．6％

1。6％

件数

259

144

　28

　25

　21

　13

　11

　11

　　9

　　9

　表現
主婦

夫人

奥さん

嫁

女房

花嫁

未亡人

姑

内妻

家内

順位

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

9

2001年1996年

比率

46．9％

14．0％

8．5％

8。1％

3．9％

3．1％

2．7％

1．6％

1．2％

1．2％

件数

121

　36

　22

　21

　10

　　8

　　7

　　4

　　3

　　3

　　表現
主婦

夫人

皇后

王女

奥さん

嫁

女房

姑

王妃

家内

ほか1語

順位

　　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

比率

39．2％

25．7％

7．8％

4．6％

4．3％

4．1％

1．6％

1．4％

1．1％

1．1％

件数

145

　95

　29

　17

　16

　15

　　6

　　5

　　4

　　4

　表現
主婦

夫人

（お）嫁（さん）

奥さん（奥さま）

女房

姑

養女

とつぐ

若妻

乙女

ほか2語

順位

　　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9
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る
。
ま
た
、
過
去
に
は
常
に
二
位
で
二

五
％
前
後
を
占
め
て
き
た
「
夫
人
」

（
た
だ
し
八
五
年
は
未
カ
ウ
ン
ト
）
は
、

件
数
、
比
率
と
も
今
回
は
大
き
く
減
っ

た
。
こ
の
二
つ
に
続
く
「
奥
さ
ん
」

「
嫁
」
「
女
房
」
「
姑
」
は
、
件
数
を
減

ら
し
な
が
ら
も
、
い
ま
だ
に
使
わ
れ
続

け
て
い
る
。

次
に
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性
を
あ

ら
わ
す
こ
と
ば
の
上
位
を
掲
げ
た
表
2
9

を
み
る
と
、
毎
回
二
〇
～
三
〇
件
と
、

半
数
前
後
を
占
め
て
い
た
「
主
人
」

が
、
今
回
は
大
き
く
減
っ
て
一
〇
件
、

二
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
九

六
年
ま
で
は
「
皇
太
子
」
を
、
他
者
と

の
関
係
で
男
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
と

し
て
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
こ
な
か
っ
た
の

で
、
そ
れ
ま
で
通
り
「
皇
太
子
」
を
除

表29他者との関係で男性をあらわすことば上位10位の経年比較（3紙合計）

比率

54．3％

17．1％

14．3％

5．7％

5．7％

2．9％

件数

19

　　6

　　5

　　2

　　2

　　1

　　1991年
　表現
主人

夫君

亡夫

主亭

主夫

女婿

順位

　1

　2

　3

　4

6

比率

47．6％

12．7％

6．3％

6．3％

4．8％

4．8％

4．8％

4。8％

7．9％

件数

30

　　8

　　4

　　4

　　3

　　3

　　3

　　3

　　5

　　　1985年

　表現
主人

主亭

2001年

比率

41．9％

23．3％

11．6％

4．7％

4．7％

2．3％

2。3％

2．3％

2．3％

2．3％

件数

18

10

　　5

　　2

　　2

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　表　現

皇太子

主人

王子

子息

亭主

お坊ちゃん

ダンナ

御曹司

若だんな

若君

ほか1語

順位

　1

　2

　3

　4

6

比率

59．5％

10．8％

8．1％

5．4％

2．7％

2．7％

2．7％

2．7％

2．7％

2．7％

件数

22

　　4

　　3

　　2

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

夫君

だんなさん

女婿

婿

婿入り

花婿

　　　　1996年

　　表　現

主人

せがれ

花婿

新郎

ご夫君

ヤンパパ

家人

順位

　1

　2

　3

5

順位

　1

　2

　3

　4

　5
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い
て
カ
ウ
ン
ト
し
な
お
す
と
、
「
主
人
」
は
二
位
で
は
な
く
一
位
と
な
り
、

ぐ
ら
い
の
比
率
で
使
わ
れ
て
い
る
計
算
と
な
る
。

他
者
と
の
関
係
で
男
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
全
体
の
四
割

㈲
　
婚
姻
関
係
の
呼
称
に
表
象
さ
れ
る
主
体
性
の
あ
り
か

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
調
査
結
果
か
ら
派
生
し
て
、
気
に
な
る
点
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
き
た
い
。

　
第
一
点
目
は
、
”
主
婦
”
と
“
主
夫
”
の
意
味
の
非
対
応
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
家
事
責
任
を
負
う
既
婚
女
性
・
男
性
を
表
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
「
主
婦
」
と
「
主
夫
」
は
、
同
じ
家
事
役
割
を
担
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ま
ず
も
っ
て
使
わ
れ
る
件
数
が
桁
違
い
で
あ
る
（
今
回
は
一
一
二
件
対
一
件
）
。
ま
た
、
こ
れ
ら
二
つ
の
こ
と
ば
に
異
な

っ
た
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
点
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
「
主
婦
」
と
い
う
表
現
が
新
聞
紙
面
上
で
用
い
ら
れ
る
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
先
に
ふ
れ
た
が
、
既
婚
女
性
が
、
有
職
で

あ
ろ
う
が
家
事
専
業
で
あ
ろ
う
が
、
総
じ
て
「
主
婦
」
と
い
う
こ
と
ば
で
く
く
ら
れ
る
社
会
的
現
実
に
は
あ
ま
り
変
化
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
一
方
、
既
婚
男
性
の
場
合
、
「
主
夫
」
と
い
う
こ
と
ば
で
く
く
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ぽ
皆
無
で
あ
り
、
家
事
専
業
の
場
合
に
だ
け
、

強
調
し
て
「
（
専
業
）
主
夫
」
と
呼
ば
れ
る
。
ア
ン
・
オ
ー
ク
レ
ー
は
、
現
代
の
主
婦
役
割
の
特
徴
と
し
て
、
「
①
も
っ
ぱ
ら
女
に
割
り

振
ら
れ
、
②
経
済
的
に
依
存
し
て
お
り
、
③
労
働
と
し
て
認
知
さ
れ
ず
、
④
女
に
と
っ
て
主
た
る
役
割
で
あ
る
」
の
四
点
を
あ
げ
て

（
1
5
）

い
る
。
す
べ
て
の
既
婚
男
性
が
”
主
夫
”
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く
い
の
は
、
家
事
責
任
を
一
義
的
に
担
う
の
は
女
性
で
あ
り
、
一
方
、

男
性
の
一
義
的
な
役
割
は
稼
ぎ
手
と
し
て
の
そ
れ
な
の
だ
か
ら
、
“
主
夫
”
は
あ
く
ま
で
例
外
的
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
点
目
は
、
婚
姻
関
係
に
お
け
る
「
妻
」
を
め
ぐ
る
呼
称
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
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一
般
的
に
は
「
妻
」
と
い
う
こ
と
ば
に
対
応
す
る
の
は
「
夫
」
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
男
性
か
ら
み
た
パ
ー
ト
ナ

ー
、
女
性
か
ら
み
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
点
で
、
「
妻
」
「
夫
」
は
対
等
な
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
る
と
言
え
る
。
問
題
は
、
ど
の
よ
う

な
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の
か
を
示
す
、
”
形
容
詞
”
が
、
「
妻
」
に
し
か
付
か
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
今
回
九
位
に
あ
る
「
家
内
」
、
一
二

位
に
あ
る
「
愛
妻
」
「
恐
妻
」
な
ど
が
そ
の
例
で
、
「
家
に
い
る
妻
」
や
「
（
夫
に
と
っ
て
）
愛
し
い
妻
」
「
（
夫
に
と
っ
て
）
恐
い
・
恐

ろ
し
い
妻
」
と
い
う
よ
う
に
、
夫
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
妻
な
の
か
を
分
類
し
て
い
る
こ
と
ば
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
今
回
み
ら
れ

な
か
っ
た
「
若
妻
」
「
新
妻
」
「
老
妻
」
「
悪
妻
」
「
良
妻
」
「
愚
妻
」
や
、
「
妻
」
で
は
な
い
が
「
古
女
房
」
も
そ
れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
妻
に
と
っ
て
夫
が
ど
う
い
う
夫
な
の
か
を
表
す
こ
と
ば
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
調
査
に
お
い
て
一
度
も
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
て
お
ら
ず
、
実
際
日
常
的
に
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
中
村
桃
子
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
辞
書
に
よ
る
と
、
『
良
妻
』
の
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

意
語
は
『
悪
妻
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
良
妻
』
の
反
対
は
『
良
夫
』
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
良
夫
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

や
「
悪
夫
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
の
紙
面
を
飾
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
「
妻
」
に
付
く
接
頭
辞
で
、
「
人
の
・
誰
か
の
」
と
い
う
こ
と
を
表
す
「
人
妻
」
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
も

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
人
妻
」
と
対
応
し
た
意
味
で
の
「
人
夫
」
と
い
う
こ
と
ば
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
既
婚
で
子
ど
も
が
い
る

場
合
の
男
性
は
、
し
ば
し
ば
「
妻
子
も
ち
」
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
「
人
妻
」
と
「
妻
子
も
ち
」
は
、
対
等
な
関
係
と
し
て
意
味

付
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
人
妻
」
は
、
既
婚
女
性
で
あ
る
と
い
う
よ
り
人
の
妻
で
あ
る
（
主
体
は
夫
）
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
の
に
対
し
、
「
妻
子
も
ち
」

は
、
妻
と
子
ど
も
が
い
る
（
主
体
は
自
分
H
夫
）
と
い
う
意
味
合
い
が
強
く
な
る
。
既
婚
女
性
・
既
婚
男
性
を
表
す
こ
と
ば
の
主
体
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ど
ち
ら
も
男
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
婚
姻
関
係
に
お
け
る
主
体
が
夫
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
表
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
点
目
は
、
今
回
第
二
位
と
な
っ
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
上
位
に
位
置
し
て
い
る
「
主
人
」
と
い
う
こ
と
ば
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
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る
。　

「
主
人
」
は
、
『
広
辞
苑
【
第
五
版
】
』
に
よ
る
と
、
「
①
一
家
の
あ
る
じ
。
②
自
分
の
仕
え
て
い
る
人
。
③
人
を
貴
ん
で
い
う
語
。
貴

下
。
④
妻
が
夫
を
指
し
て
い
う
称
。
⑤
客
に
対
し
て
、
こ
れ
を
も
て
な
す
人
。
」
と
あ
る
。
「
主
人
」
と
い
う
こ
と
ば
の
問
題
点
は
、
①

や
②
の
意
味
の
「
主
人
」
と
、
④
の
意
味
で
の
「
主
人
」
が
は
っ
き
り
区
別
で
き
な
い
点
、
す
な
わ
ち
妻
が
夫
を
指
し
て
習
慣
的
に

「
主
人
」
と
言
っ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
に
重
な
る
よ
う
に
し
て
「
家
の
あ
る
じ
」
や
「
自
分
の
仕
え
る
人
」
と
い
う
意
味
合
い
が
、
少

な
か
ら
ず
含
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
点
を
遠
藤
織
枝
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
本
来
の
主
従
関
係
の
上
に
た
つ
「
主
人
」
は
、
特
別
古
い
文
献
で
な
く
て
も
現
在
日
常
的
に
目
に
ふ
れ
る
ご
く
一
般
的
な
刊
行

物
に
使
わ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
夫
の
意
を
表
す
「
主
人
」
だ
け
を
主
従
関
係
の
な
い
単
な
る
符
号
と
切
り
離
し
て
処
理
す
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
そ
れ
を
使
う
本
人
は
主
従
関
係
を
捨
て
去
っ
た
符
号
と
し
て
「
主
人
」
と
呼
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

で
い
る
と
し
て
も
。
そ
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
た
あ
と
も
、
社
会
的
に
単
な
る
符
号
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
保
証
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
遠
藤
は
、
こ
と
ば
の
あ
い
ま
い
さ
を
中
心
に
据
え
て
説
明
し
て
い
る
が
、
婚
姻
関
係
に
お
け
る
主
体
は
誰
か
を
示
し
て
い
る

点
で
、
主
体
性
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
憲
法
二
四
条
が
「
婚
姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基
い
て
成
立
」
し
、
両
性
は
本
質
的
に
平
等
で
、
妻
と
夫
は
同
等
の
権
利
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
宣
し
て
い
る
の
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
婚
姻
関
係
に
お
け
る
女
性
と
男
性
は
、
ど
ち
ら
も
が
主
体
で
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
ふ
れ
た
「
人
妻
」
に
せ
よ
「
主
人
」
に
せ
よ
、
主
体
性
が
夫
に
あ
る
か
の
よ
う
な
慣
用
的
な
こ
と
ば
を
吟

味
な
し
に
新
聞
は
使
用
し
て
い
る
。
「
こ
と
ば
」
の
プ
ロ
た
ち
が
つ
く
る
新
聞
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
な
言
語
を
流
布
し
て
し
ま
っ
て
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い
る
責
任
は
重
い
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
「
主
人
」
と
い
う
語
が
、
妻
の
夫
に
対
す
る
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最
近
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

遠
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
国
語
辞
書
に
「
夫
を
さ
す
語
」
の
意
味
が
載
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
〇
年
代
の
後
半
か
ら
の
こ
と
で

（
2
0
）

あ
る
。
女
性
の
主
体
性
を
剥
奪
す
る
「
主
人
」
の
こ
う
し
た
用
法
は
、
日
本
社
会
に
広
く
普
及
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
の
歴

史
の
相
対
的
”
浅
さ
”
か
ら
み
て
も
、
そ
れ
を
変
え
て
ゆ
く
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
妻
と
夫

の
関
係
を
実
質
的
に
平
等
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
両
者
を
対
等
に
あ
ら
わ
す
表
現
の
本
格
的
な
模
索
が
望
ま
れ
る
。

5

女
性
で
あ
る
こ
と
を
不
必
要
に
強
調
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

qD

　
外
見
や
性
格
な
ど
へ
の
言
及
に
よ
る
「
女
ら
し
さ
」
の
強
調

　
新
聞
紙
面
上
の
見
出
し
や
記
事
に
は
、
女
性
お
よ
び
男
性
に
つ
い
て
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
表
現
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
人

は
、
経
験
的
に
習
得
し
た
文
化
的
に
規
定
さ
れ
た
も
の
の
見
方
の
枠
組
み
に
、
認
識
対
象
で
あ
る
事
象
や
社
会
、
集
団
、
国
、
人
物
、

性
格
な
ど
を
押
し
込
ん
で
類
型
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
し
ば
し
ば
行
う
が
、
毎
日
多
く
の
人
び
と
に
読
ま
れ
る
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
こ
う
し
た
定
型
化
さ
れ
た
女
性
像
・
男
性
像
を
読
者
に
喚
起
し
、
性
別
に
対
す
る
通
俗
的
な
理
解
を
作
り
上

げ
る
う
え
で
、
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
果
た
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
固
定
観
念
に
基
づ
く
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
を
、
女
性
に
つ
い
て
は
「
女
ら
し
さ
」
「
母
親
ら
し
さ
」

「
主
婦
役
割
」
「
そ
の
他
」
に
、
男
性
に
つ
い
て
は
「
男
ら
し
さ
」
「
父
親
ら
し
さ
」
「
夫
役
割
」
「
そ
の
他
」
に
分
類
し
、
そ
の
出
現
件

数
を
示
し
、
分
析
を
行
っ
て
み
た
。
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女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
を
全
て
拾
い
上
げ
、
上
述
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
分
類
し
た
の
が
表
3
0
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
「
女
ら
し
さ
」
へ
の
言
及
に
関
し
て
は
、
表
3
0
の
上
段
に
み
る
よ
う
に
、
朝
日
九
六
件
、
毎
日
四
九
件
、
読
売
三
〇
件
の
、

合
計
一
七
六
件
が
数
え
ら
れ
た
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
容
姿
や
服
装
な
ど
「
女
ら
し
い
」
外
見
を
強
調
す
る
も
の
が
三
紙
合
計
で
七

二
件
み
ら
れ
た
。
朝
日
で
四
六
件
と
、
毎
日
の
一
六
件
、
読
売
の
九
件
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
記
事
で
伝
え
た
い
主
情
報
と
は
別

に
、
「
年
上
の
美
人
カ
メ
ラ
マ
ン
」
（
毎
日
、
一
〇
月
六
日
夕
刊
）
の
よ
う
に
容
姿
の
「
美
し
さ
」
や
「
可
愛
ら
し
さ
」
、
ま
た
「
き
れ

い
な
ド
レ
ス
を
ま
と
っ
て
出
て
き
た
」
（
朝
日
、
一
〇
月
一
〇
日
夕
刊
）
の
よ
う
に
服
装
に
関
す
る
言
及
な
ど
が
目
立
つ
。

　
た
と
え
ば
、
第
三
八
回
文
芸
賞
を
最
年
少
で
受
賞
し
た
綿
矢
り
さ
に
つ
い
て
、
冒
頭
「
あ
ど
け
な
さ
の
残
る
、
キ
ュ
ー
ト
な
顔
立

ち
、
恥
ず
か
し
げ
に
う
つ
む
く
し
ぐ
さ
」
と
外
見
の
「
可
愛
ら
し
さ
」
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
作
者
が
文
芸
賞
の
受
賞
者
で
あ
る

こ
と
へ
の
違
和
感
が
「
小
説
の
イ
メ
ー
ジ
と
作
者
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
何
よ
り
も
驚
か
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
な
ど
は
、
そ
の
典

型
的
な
記
事
例
だ
ろ
う
（
読
売
、
一
〇
月
一
三
日
）
。
綿
矢
り
さ
に
関
し
て
は
、
同
様
に
「
真
っ
す
ぐ
な
黒
髪
」
（
朝
日
、
一
〇
月
四

日
）
と
の
記
述
も
あ
る
。

　
ま
た
、
第
四
九
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
校
に
関
す
る
記
事
で
は
、
東
京
代
表
で
出
場
し
た
江
戸
川
女
子
高
校
と
東
海

大
菅
生
高
校
が
と
も
に
銅
賞
を
獲
得
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
江
戸
川
女
子
高
校
に
つ
い
て
は
、
「
淡
い
ピ
ン
ク
色
の

ブ
レ
ザ
ー
姿
で
登
場
し
た
江
戸
川
女
子
の
自
由
曲
は
…
…
」
と
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
ち
に
演
奏
曲
の
評
価
が
述
べ

ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
東
海
大
菅
生
高
校
の
記
事
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ヘ
の
言
及
は
な
く
、
「
優
美
で
明
快
、
流
れ
る
よ
う
な
演
奏

を
し
た
」
と
い
う
曲
の
演
奏
の
評
価
の
み
で
終
わ
っ
て
い
る
（
朝
日
、
一
〇
月
一
日
）
。

　
次
に
、
心
理
、
行
動
、
態
度
面
で
「
女
ら
し
さ
」
を
強
調
す
る
記
事
は
、
計
六
五
件
み
ら
れ
た
。
朝
日
が
三
三
件
で
最
多
、
毎
日
一

七
件
、
読
売
一
五
件
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ソ
ウ
ル
シ
ン
ガ
ー
の
鈴
木
聖
美
は
、
「
肝
っ
玉
か
あ
ち
ゃ
ん
な
ら
ぬ
、
肝
っ
玉
ね
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表30女性のステレオタイプ表現
（単位：件）

女
性
一
般
に
関
し
て
（
女
ら
し
さ

母
親
に
関
し
て
（
母
親
ら
し
さ

主
婦
に
関
し
て

女性につい
て、容姿・服
装など外見を
詳しく述べる
もの

心理、行動、
態度面での固
定観念を表す
もの

その他、女性
に関する記述

女性とは母に
なるとの前提
に立つもの

心理、行動、
態度面での母
親の固定観念
を表すもの

その他、母親
に関する記述

主婦の役割に
関する記述

その他

言己事例

「あどけなさの残る、キュートな顔立ち、恥ず
かしげにうつむくしぐさ」「淡いピンク色のブ
レザー姿で登場した江戸川女子の自由曲は」
「彼女が女性としてのキレイなドレスをまとっ
て出て来た」「3人の美人姉妹」「むっと怒りな
がら、どこかかわいい魔女のような表情をして
いたに違いない」「年上の美人カメラマン」「美
人だが剛勇できこえた女」「花盛りの女の子た
ちの群れ」

「肝っ玉かあちゃんならぬ、肝っ玉ねえちゃん」
「女性としての繊細な生き方や考え方」「女性ら
しい優しさにあふれた作風」「成熟した女の魅
力」「色気漂うしぐさ」「作品には女性の感覚が
濃密にあふれる」「内気で頑固で可愛げがなく」
「女の子は大概、純真で優しく献身的だ」「強さ
が烈女を思わせる」「料理下手の新妻」「かわい
らしさを失わず、強い意思と情熱で社会と渡り
合う女性」

「エコノミスト業界の清少納言、浜矩子さん」
「パンダ好きの女性は多い」「新たな戦闘の激化
は女性や子どもをも盾にしかねない」「妻であ
り息子三人の母である日常から社会や宇宙のこ
とまで毎日の記述は多岐にわたり」「入局5年
目で、看板番組の“看板娘”に抜てきされた
し。ただし既婚」

小　　計

なし

「連絡ノートを開くときの胸のときめきは働く
ママの特権」「母の包容力」「母の愛情の深さを
物語るエピソード」「愛情あふれる母の本音」
「育児に自信が持てない母親」「子育てが初めて
の母親」「冷たくなっていく子どもを抱いて離
さない母親の悲しみ」「母は女手一つで三人の
子を育てるのに夢中で…」「母乳育児だけでな
く、育児全般に疲れた母親が1日ゆっくりでき
る咄戻りお母さん』というシステムもある」
「優しい日本の母さん」

「妻であり息子三人の母である日常から社会や
宇宙のことまで毎日の記述は多岐にわたり」
「社会福祉士、保育士の資格を持ち、二児の母
でもある森木さん」「女性も珍しくは無い。秋
田県角館町では・高校生二人の母親・佐々木ひ
とみさん（45）が人力車を引く」「後半の走りは男
子をしのぐほど脅威的だった。4歳の女児を持
つ高橋と同じ29歳」「留守宅では『カレーライ
ス攻めだった』と夫と息子はぽやくことしきり
でした」

小　　計
「サラリーマンの夫に扶養されている主婦」「意
外にもデジタル機器に人気が集中した。用途も
買い物だけでなくレジャーへの要望が高く男性
の志向と変わらない」「食事で家族をあきさせ
ないよう、作る自分もあきないように」「主婦
は政治が分からない、関心がない」「大統領は、
料理やその他の家事をしなくてはならないし、
『大統領であると同時にファーストレディだ』
と語った」

「一人に障害があり、妻は働きにはでられない」
「家で土産を待つ奥方たちもちょっぴり興奮し
ているかもしれない」「献身的な妻」「女性警察
官で構成されるメトロポリタン・カラーガード
も登場し、花を添えた」「一年中、発情する女
性もいるようだから」

合　　計

朝日

46

33

17

96

0

34

2

36

5

4

141

毎日

16

17

16

49

0

8

1

9

2

6

66

売読

9

15

6

30

0

13

1

14

1

6

51

計△・

72

65

39

176

0

55

4

59

8

16

259
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え
ち
ゃ
ん
。
…
…
ハ
ス
キ
ー
な
声
と
お
お
ら
か
な
人
柄
が
、
た
く
ま
し
い
女
性
を
連
想
さ
せ
る
。
が
、
ひ
と
た
び
彼
女
の
歌
の
世
界
に

触
れ
る
と
、
女
性
と
し
て
の
繊
細
な
生
き
方
や
考
え
方
を
、
リ
ア
ル
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
毎
日
、
一
〇
月
六
日
夕
刊
）
と
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
み
え
て
く
る
の
は
、
彼
女
の
個
性
が
通
俗
的
な
表
現
の
中
に
回
収
さ
れ
て
い
く
様
子
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

彼
女
の
お
お
ら
か
さ
や
た
く
ま
し
さ
は
「
肝
っ
玉
」
の
範
囲
の
中
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
単
に
お
お
ら
か
で
た
く
ま
し
い
だ
け
で
は
な
く

「
女
性
と
し
て
の
」
繊
細
さ
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
タ
イ
プ
の
表
現
例
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
に
死
去
し
た
画
家
の
秋
野
不
矩
の
追
悼
記
事
で
は
、
彼
女
の
画
風
を

「
旧
来
の
日
本
画
の
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
た
、
雄
大
で
骨
太
」
と
評
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
「
女
性
ら
し
い
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
作
風
」

と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
追
加
的
に
「
女
性
ら
し
さ
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
朝
日
、
一
〇
月
一
一
日
夕
刊
）
。
こ
の
他
、
「
成
熟
し

た
女
の
魅
力
」
（
毎
日
、
一
〇
月
一
日
）
、
「
色
気
漂
う
し
ぐ
さ
」
（
毎
日
、
一
〇
月
五
日
）
の
よ
う
な
、
性
的
魅
力
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
な
文
章
も
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
み
ら
れ
る
。

　
女
性
一
般
に
関
す
る
そ
の
他
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
表
現
は
、
計
三
九
件
み
ら
れ
た
。
例
と
し
て
は
、
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
業
界
の
清

少
納
言
、
浜
矩
子
さ
ん
」
（
朝
日
、
一
〇
月
六
日
夕
刊
）
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
清
少
納
言
」
と
い
う
名
を
使
っ
て
、
「
才

色
兼
備
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
の
だ
ろ
う
。
た
ま
に
み
か
け
る
“
決
ま
り
文
句
”
で
あ
る
。
「
パ
ン
ダ
好
き
の
女
性
は
多
い
」
（
読

売
、
一
〇
月
一
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
よ
う
な
“
決
め
つ
け
”
も
、
あ
ま
り
に
紋
切
り
型
だ
。
男
性
の
「
パ
ン
ダ
好
き
」
や
女
性
の
「
パ

ン
ダ
嫌
い
」
は
お
か
し
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
関
す
る
古
典
的
な
論
究
で
有
名
な
ウ
ォ
ル
タ
・
リ
ッ
プ
マ
ン
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
た
い
て
い
の
場
合
、
見
て
か

ら
定
義
し
な
い
で
、
定
義
し
て
か
ら
見
る
。
外
界
の
、
大
き
く
て
、
盛
ん
で
、
騒
が
し
い
混
沌
状
態
の
中
か
ら
、
す
で
に
わ
れ
わ
れ
の

文
化
が
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
定
義
し
て
く
れ
て
い
る
も
の
を
拾
い
上
げ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
て
拾
い
上
げ
た
も
の
を
、
我
々
の
文
化
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

よ
っ
て
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
か
た
ち
の
ま
ま
で
知
覚
し
が
ち
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
私
た
ち
は
「
女
性
」
と
い
う
だ
け
で

「
繊
細
」
で
「
魅
力
」
「
色
気
」
が
あ
り
、
「
パ
ン
ダ
好
き
」
で
あ
る
と
判
断
停
止
し
て
断
じ
、
本
来
多
様
で
あ
る
は
ず
の
当
該
者
を
枠

の
中
に
は
め
込
み
、
そ
れ
が
ま
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
文
化
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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②
　
「
母
親
ら
し
さ
」
「
主
婦
役
割
」
の
強
調

　
表
3
0
中
段
の
「
母
親
ら
し
さ
」
を
強
調
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
心
理
、
行
動
、
態
度
面
に
関
す
る
も
の
が
五
五
件
、
そ
の

他
の
母
親
ら
し
さ
に
関
す
る
も
の
が
四
件
、
合
計
五
九
件
み
ら
れ
た
。
女
性
は
母
に
な
る
も
の
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
表
現
は
、
今
回

は
ゼ
ロ
件
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
三
紙
別
に
み
て
み
る
と
、
心
理
、
行
動
、
態
度
面
で
の
母
親
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
朝
日
で
三
四
件
と
最
も
多
く
、
こ

れ
に
対
し
毎
日
で
は
八
件
、
読
売
で
は
一
三
件
み
ら
れ
た
。
例
と
し
て
は
、
「
連
絡
ノ
ー
ト
を
開
く
と
き
の
胸
の
と
き
め
き
は
働
く
マ

マ
の
特
権
」
（
朝
日
、
一
〇
月
三
日
夕
刊
）
、
「
お
母
さ
ん
の
手
作
り
料
理
」
（
朝
日
、
一
〇
月
一
五
日
夕
刊
）
、
「
母
の
包
容
力
」
「
母
の

愛
情
の
深
さ
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
（
毎
日
、
一
〇
月
三
日
）
、
「
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
副
反
応
に
不
安
を
持
つ
母
親
も
少
な
く
な

い
」
（
読
売
、
一
〇
月
一
日
）
、
「
愛
情
あ
ふ
れ
る
母
の
本
音
」
（
読
売
、
一
〇
月
一
三
日
夕
刊
）
な
ど
、
子
ど
も
に
注
ぐ
愛
情
や
、
子
ど

も
を
育
て
る
母
親
の
た
く
ま
し
さ
を
強
調
し
た
表
現
が
多
い
。
ま
た
、
母
親
が
子
育
て
や
家
事
を
担
う
も
の
と
の
性
別
役
割
分
業
観
を

前
提
に
し
て
い
る
記
述
と
し
て
「
育
児
に
自
信
が
持
て
な
い
母
親
」
「
子
育
て
が
初
め
て
の
母
親
」
（
朝
日
、
一
〇
月
一
二
日
）
と
い
っ

た
記
事
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
他
の
母
親
ら
し
さ
に
関
す
る
言
及
と
し
て
は
、
米
国
の
心
理
学
者
の
著
書
に
つ
い
て
の
記
事
で
、
「
母
親
か
ら
『
愛
さ
れ
て
い

る
』
と
感
じ
る
こ
と
な
く
成
長
し
、
立
派
な
主
婦
、
母
親
で
あ
ろ
う
と
し
て
苦
し
ん
だ
」
「
考
え
る
と
、
自
分
も
母
親
に
抱
き
し
め
ら
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れ
た
記
憶
が
な
か
っ
た
」
（
朝
日
、
一
〇
月
三
日
）
と
い
っ
た
記
述
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
母
は
子
ど
も
を
愛
す
る
も
の
と
い
う
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
記
事
と
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
母
親
の
ス
ト
レ
ス
や
苦
し
み
を
増
し
か
ね
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
ま
た
「
社
会
福
祉
士
、
保
育
士
の
資
格
を
持
ち
、
二
児
の
母
で
も
あ
る
森
木
さ
ん
」
（
読
売
、
一
〇
月
五
日
）
と
い
う
記
事
や
、
「
妻

で
あ
り
息
子
三
人
の
母
で
あ
る
日
常
か
ら
社
会
や
宇
宙
の
こ
と
ま
で
毎
日
の
記
述
は
多
岐
に
わ
た
り
」
（
毎
日
、
一
〇
月
一
四
日
）
と

い
っ
た
記
述
な
ど
は
、
“
母
親
な
の
に
そ
の
マ
ル
チ
ぶ
り
は
凄
い
”
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
発
想
自
体
に
、

母
親
は
子
育
て
を
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
と
の
認
識
が
う
か
が
え
る
。
同
様
の
考
え
方
は
、
た
と
え
ば
「
秋
田
県
角
館
町
で
は
、
高

校
生
二
人
の
母
親
、
佐
々
木
ひ
と
み
さ
ん
（
4
5
）
が
人
力
車
を
引
く
」
（
朝
日
、
一
〇
月
四
日
夕
刊
）
、
「
後
半
の
走
り
は
男
子
を
し
の
ぐ

ほ
ど
驚
異
的
だ
っ
た
。
4
歳
の
女
児
を
持
つ
高
橋
と
同
じ
2
9
歳
」
（
朝
日
、
一
〇
月
九
日
）
な
ど
の
記
事
に
も
看
取
で
き
る
。

　
「
主
婦
役
割
」
を
強
調
す
る
記
事
は
、
合
計
八
件
み
ら
れ
た
。
厚
生
労
働
省
の
論
点
整
理
を
紹
介
す
る
「
主
婦
の
年
金
6
案
を
提
示
」

と
題
す
る
記
事
で
は
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
主
婦
の
年
金
に
つ
い
て
議
論
」
（
朝
日
一
〇
月
四
日
）
と
、
家
事
専

従
の
無
職
の
妻
を
「
主
婦
」
と
い
う
こ
と
ば
で
く
く
り
、
し
か
も
会
社
に
勤
務
し
て
働
く
夫
を
く
く
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ

と
ば
と
対
置
さ
せ
て
い
る
。
年
金
や
保
険
に
関
す
る
記
事
の
定
型
的
な
文
章
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
主
婦
も
カ
ー
ナ
ビ
欲
し
い
」

と
い
う
小
さ
な
記
事
は
、
厳
密
に
は
家
事
専
従
の
女
性
と
い
う
よ
り
も
「
女
性
の
既
婚
者
」
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
記
事
で
あ
る

が
、
そ
の
結
果
を
「
意
外
に
も
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
人
気
が
集
中
し
た
。
用
途
も
買
い
物
だ
け
で
な
く
レ
ジ
ャ
ー
へ
の
要
望
が
高
く
男
性

の
志
向
と
変
わ
ら
な
い
」
（
毎
日
、
一
〇
月
五
日
）
と
決
め
つ
け
た
販
売
者
側
の
コ
メ
ン
ト
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、

女
性
は
職
業
を
持
っ
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
結
婚
す
れ
ば
み
な
家
事
育
児
役
割
の
第
一
義
的
責
任
者
と
し
て
“
主
婦
”
と
呼
ば
れ
る
と

い
う
、
日
本
社
会
に
お
け
る
女
性
の
あ
り
よ
う
を
典
型
的
に
表
現
し
て
い
る
と
同
時
に
、
「
主
婦
」
は
男
性
と
異
な
り
デ
ジ
タ
ル
機
器

に
弱
く
、
買
い
物
好
き
だ
が
、
レ
ジ
ャ
ー
志
向
で
は
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
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た
だ
、
中
に
は
「
こ
の
と
こ
ろ
の
子
供
た
ち
の
問
題
も
、
母
親
が
家
族
の
食
事
に
心
を
砕
く
姿
を
見
せ
て
い
る
か
、
…
…
そ
れ
が
大

切
」
と
の
談
話
を
紹
介
し
た
そ
の
す
ぐ
あ
と
に
「
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
母
親
で
は
な
く
父
親
で
も
い
い
の
で
す
け
れ
ど
」
と
の
談
話
を

付
け
加
え
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
す
る
言
及
も
み
ら
れ
る
（
朝
日
、
一
〇
月
五
日
夕
刊
）
。

　
表
3
0
最
下
段
、
そ
の
他
の
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
例
と
し
て
は
、
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
男
性
を
取
り
上
げ
た
記
事
の

中
で
、
そ
の
家
族
構
成
を
「
妻
（
38
）
と
小
学
生
の
長
女
ら
娘
三
人
が
い
る
」
と
紹
介
し
た
の
ち
に
コ
人
に
障
害
が
あ
り
、
妻
は
働
き

に
は
で
ら
れ
な
い
」
と
付
け
加
え
、
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
ケ
ア
は
女
性
が
担
う
こ
と
が
当
然
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
女
性
が
働
き

に
で
ら
れ
な
い
こ
と
は
仕
方
が
な
い
と
認
識
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
き
記
事
を
あ
げ
て
お
こ
う
（
朝
日
、
一
〇
月
一
二
日
）
。
ま
た
、
カ
ツ

オ
や
イ
ナ
ダ
な
ど
秋
の
「
青
物
」
釣
り
を
紹
介
す
る
記
事
で
は
、
旬
の
魚
の
回
遊
に
は
海
鳥
や
釣
り
人
、
釣
り
船
の
船
長
ま
で
も
が
興

奮
さ
せ
ら
れ
る
と
言
っ
た
の
ち
に
「
家
で
土
産
を
待
つ
奥
方
た
ち
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
興
奮
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
冗
談
っ
ぽ
く
つ

け
足
さ
れ
た
文
章
に
さ
え
、
家
で
夫
の
帰
り
を
待
つ
妻
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
通
俗
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
（
毎
日
、
一
〇
月
三
日
夕
刊
）
。

　
さ
ら
に
、
「
男
性
に
と
っ
て
最
大
の
不
幸
は
、
自
ら
経
営
し
て
い
た
『
会
社
の
倒
産
』
で
あ
り
、
女
性
に
と
っ
て
最
大
の
不
幸
は

『
離
婚
』
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」
（
読
売
、
一
〇
月
一
〇
日
）
や
、
「
女
性
だ
っ
た
ら
誰
で
も
思
い
当
た
る
母
と
娘
の
関
係
」
（
読

売
、
一
〇
月
九
日
夕
刊
）
と
い
う
決
め
つ
け
、
「
献
身
的
な
妻
」
「
女
性
警
察
官
で
構
成
さ
れ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
も

登
場
し
、
花
を
添
え
た
」
と
い
っ
た
定
型
的
表
現
な
ど
も
、
読
者
に
対
し
て
女
性
に
関
す
る
固
定
的
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
つ
け
か
ね
な
い

可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

⑥
　
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

　
一
方
、
男
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、

「
男
ら
し
さ
」
が
計
八
一
件
、
「
父
親
ら
し
さ
」
が
一
九
件
、
「
夫
役
割
」
ゼ
ロ
、
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「
そ
の
他
」
が
五
件
で
、
合
計
す
る
と
一
〇
五
件
で
あ
っ
た
。
記
事
例
を
入
れ
た
分
類
カ
ウ
ン
ト
は
表
3
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
表
上
段
の
「
男
ら
し
さ
」
を
強
調
す
る
一
六
件
の
表
現
の
う
ち
、
容
姿
・
服
装
な
ど
外
見
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
と
し
て
は
、
ロ
ッ

ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
「
よ
れ
よ
れ
の
ネ
ク
タ
イ
、
ぼ
さ
ぼ
さ
の
前
髪
、
な
な
め
に
構
え
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
気
さ
く
に
応
じ
る
」
（
朝
日
、
一
〇
月
一
日
夕
刊
）
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
「
長
野
の
こ
ろ
に
比
べ
て

が
っ
ち
り
と
た
く
ま
し
く
な
っ
て
」
（
朝
日
、
一
〇
月
三
日
夕
刊
）
な
ど
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
ま
だ
あ
ど
け
な
さ
の
残

る
1
8
歳
の
ア
ブ
ド
ル
・
バ
シ
ー
ル
君
」
（
朝
日
、
一
〇
月
一
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
容
姿
に
言
及
す
る
記
述
も
み
ら
れ
た
。

　
最
多
の
六
二
件
を
占
め
る
「
男
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
う
ち
、
心
理
、
行
動
、
態
度
面
で
の
固
定
観
念
を
あ

ら
わ
す
表
現
が
、
朝
日
の
三
八
件
を
筆
頭
に
、
毎
日
一
六
件
、
読
売
八
件
み
ら
れ
た
。
男
性
の
心
理
、
行
動
、
態
度
面
に
お
け
る
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
表
現
と
し
て
は
、
「
男
性
は
『
恐
妻
ネ
タ
』
が
共
通
し
て
う
け
る
」
「
男
は
〈
鎧
が
重
た
い
〉
と
い
う
弱
音
を
女
に
は
け

ぬ
、
見
栄
っ
張
り
精
神
が
あ
る
の
だ
。
弱
音
は
男
同
士
の
も
の
」
（
朝
日
、
一
〇
月
一
日
夕
刊
）
、
「
男
泣
き
」
「
男
の
勲
章
」
（
朝
日
、

一
〇
月
二
日
）
、
「
男
心
」
（
朝
日
、
一
〇
月
六
日
夕
刊
）
、
「
彼
の
よ
う
に
ク
ー
ル
で
論
理
的
な
思
考
を
す
る
人
に
共
感
を
覚
え
て
し
ま

う
の
だ
」
（
朝
日
、
一
〇
月
九
日
夕
刊
）
、
「
持
ち
前
の
ガ
ッ
ツ
と
腕
っ
節
の
強
さ
が
も
の
を
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
（
朝
日
、
一
〇
月

一
二
日
）
、
「
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
け
の
度
量
の
あ
る
男
」
「
若
者
に
媚
び
な
い
戦
中
派
の
男
の
生
き
ざ
ま
」
（
毎
日
、
一
〇
月
一
日
）
、

「
『
八
方
破
れ
の
度
胸
』
で
仕
事
に
励
む
男
た
ち
」
（
毎
日
、
一
〇
月
三
日
）
、
「
男
の
意
地
」
（
毎
日
、
一
〇
月
四
日
）
、
「
男
の
気
丈
さ
」

「
男
気
の
登
板
」
（
読
売
、
一
〇
月
一
日
夕
刊
）
、
「
男
の
強
さ
を
信
奉
す
る
彼
ら
」
（
読
売
、
一
〇
月
九
日
）
、
「
男
と
は
？
た
ず
ね
返
し

た
記
者
に
松
井
は
続
け
た
。
『
い
さ
ぎ
よ
さ
っ
て
い
う
の
か
な
。
批
判
さ
れ
て
も
「
自
分
は
何
を
言
わ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
」
っ
て
い

う
態
度
だ
ね
』
」
（
読
売
、
一
〇
月
九
日
夕
刊
）
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
お
む
ね
、
腕
力
的
・
精
神
的
な
「
強
さ
」
に
関
す

る
表
現
と
、
「
弱
さ
」
を
隠
し
「
強
さ
」
の
見
栄
を
は
る
た
め
の
「
空
い
ば
り
」
の
心
理
や
行
動
な
ど
が
表
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
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表31男性のステレオタイプ表現
（単位：件）

男
性
一
般
に
関
し
て
（
男
ら
し
さ

父
親
に
関
し
て
（
父
親
ら
し
さ

し
て
役
割
に

男性について

容姿・服装な
ど外見を詳し

く述べるもの

心理、行動、

態度面での固

定観念を表す
もの

その他、男性

に関する記述

男性は父にな
るとの前提に

立つもの

心理、行動、

態度面での父
親の固定観念

を表すもの

その他、父親

に関する記述

夫役割に関す
る記述

その他

記事例

「よれよれのネクタイ、ぼさぼさの前髪、なな
めに構えてインタビューに気さくに応じる」
「がっちりとたくましくなって」「まだあどけな

さの残る18歳のアブドル・バシール君」「大き

くて強い男らしさ」「男性の場合、スーツに合
わせて持つ機会が多いので」「男性ならネクタ
イを使える」

「男は〈鎧が重たい＞という弱音を女にはけぬ、

見栄っ張り精神があるのだ」「男性は『恐妻ネ
タ』が共通してうける」「男泣き」「男の勲章」

「男心」「彼のようにクールで論理的な思考をす

る人に共感を覚えてしまうのだ」「持ち前のガ

ッツと腕っ節の強さがものをいったのではない
か」「受け入れられるだけの度量のある男」「若

者に媚びない戦中派の男の生きざま」「『八方破

れの度胸』で仕事に励む男たち」「男の意地」
「男の気丈さ」「男気の登板」「男の強さを信奉

する彼ら」「男とは？たずね返した記者に松井
は続けた。『いさぎよさっていうのかな。批判
されても「自分は何を言われてもかまわない」

ていう態度だね』」「もう男として引き下がれな

い」「銃を持たなければ、一人前の男といえな
い」「弱音は男同士のもの」

「酒豪ぶりも親ゆずりだった」「下ネタの仲」

小　　計

なし

「お父さん的な包容力のある男性」「妻に『何か

あったら子供のことを頼む』と話し、子供の寝

顔を見て出発した」「おやじよ、生きざまを語
れ」「まるで、父親が息子に一っ一つ教えるよ
うに」「雷おやじ」「やさしいけれど怒るとこわ

いそんな『お父さん』」「お父さんたちが“命”

をかけているあのビデオ撮影」「男も悩む育児
か会社か」「父は仕事に忙しく」「父親譲りのス

ケールの大きな芸風」

なし

小　　計

なし

「男の勲章」「色気のある落語家」「華麗な調子

に透き通るような声、色気漂うしぐさ」「色気
のある二枚目」

合　　計

朝日

13

38

3
54

0

9

0

9

0

3

66

毎日

1

16

0
17

0

9

0

9

0

2

28

売読

2

8

0
10

0

1

0

1

0

0

11

計△・

16

62

3
81

0

19

0
19

0

5

105
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が
で
き
よ
う
。
な
か
ん
ず
く
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の
記
事
に
目
立
つ
よ
う
だ
。

　
そ
の
他
の
「
男
ら
し
さ
」
に
関
す
る
記
述
と
し
て
は
、
「
酒
豪
ぶ
り
も
親
ゆ
ず
り
だ
っ
た
」

（
朝
日
、
一
〇
月
三
日
）
、
「
下
ネ
タ
の
伸
」
（
朝
日
、
一
〇
月
三
日
夕
刊
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

酒
と
性
へ
の
関
心
が
「
男
ら
し
さ
」
の
象
徴
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
か
っ
こ
う
で
あ
る
。

　
表
3
1
中
段
の
「
父
親
ら
し
さ
」
を
強
調
す
る
表
現
は
、
一
九
件
全
て
が
心
理
、
行
動
、
態

度
面
に
お
け
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
「
お
父
さ
ん
的
な
包
容

力
の
あ
る
男
性
」
（
朝
臼
、
一
〇
月
一
日
夕
刊
）
、
「
妻
に
『
何
か
あ
っ
た
ら
子
供
の
こ
と
を

頼
む
』
と
話
し
、
子
供
の
寝
顔
を
見
て
出
発
し
た
」
（
朝
日
、
一
〇
月
六
日
夕
刊
）
、
「
お
や

じ
よ
、
生
き
ざ
ま
を
語
れ
」
「
ま
る
で
、
父
親
が
息
子
に
一
つ
一
つ
教
え
る
よ
う
に
」
「
雷
お

や
じ
」
（
毎
日
、
一
〇
月
一
日
）
、
「
や
さ
し
い
け
れ
ど
怒
る
と
こ
わ
い
そ
ん
な
『
お
父
さ
ん
』

（
毎
日
、
一
〇
月
三
日
）
、
「
お
父
さ
ん
た
ち
が
“
命
”
を
か
け
て
い
る
あ
の
ビ
デ
オ
撮
影
」

（
毎
日
、
一
〇
月
五
日
）
、
と
い
っ
た
表
現
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
「
包
容
力
」
「
責
任
感
」
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
性
質
、
そ
し
て
「
強
さ
」

「
怖
さ
」
と
い
っ
た
家
父
長
的
な
性
質
を
表
す
表
現
が
目
立
つ
と
言
え
よ
う
。

　
そ
の
他
男
性
に
関
す
る
強
調
表
現
と
し
て
は
、
「
男
の
勲
章
」
（
朝
日
、
一
〇
月
二
日
）
の

よ
う
な
定
型
的
表
現
も
み
ら
れ
た
が
、
「
色
気
の
あ
る
落
語
家
」
（
朝
日
、
一
〇
月
二
日
）
の

よ
う
な
、
通
常
は
女
性
に
使
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
色
気
」
と
い
う
こ
と
ば
を
男
性
に
用
い

て
い
る
点
が
目
に
つ
く
。

806040

男性のステレオタイプ表現

　0　　　　　　　20

6
62

塵
狛
ヨ

男らしさ　容姿・服装など外見に言及雛鱒

　　　男らしさ　心理、行動、態度、、，．

　　　　　　　　男らしさ　その他．、13

　　父親らしさ　父になるとの前提0

　　父親らしさ　心理、行動、態度鞭箋、蓼

　　　　　　　父親らしさ　その他0

　　　　　　　　夫の役割に関してo

　　　　　　　　　　　　その他、塗、購5
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㈲
　
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
経
年
変
化

　
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
と
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の

比
率
は
、
グ
ラ
フ
B
に
示
し
た
よ
う
に
、
お
よ
そ
七
対
三
で
あ
り
、
女
性
の
方
が
よ
り

紋
切
り
型
に
表
現
さ
れ
る
実
態
が
あ
る
。
グ
ラ
フ
忽
は
、
女
男
別
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

表
現
の
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
心
理
、
行
動
、
態
度
の
面
で
は
、
女
性
と
男
性

は
ほ
ぽ
同
じ
頻
度
で
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
女
性
は
男
性

に
比
べ
て
容
姿
や
服
装
な
ど
に
言
及
さ
れ
る
傾
向
が
非
常
に
強
く
、
ま
た
、
母
親
ら
し

い
心
理
、
行
動
、
態
度
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
頻
度
が
高
い
。
総
じ
て
、
女
性
が
容

姿
・
服
装
の
面
、
心
理
、
行
動
、
態
度
の
面
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
女
ら
し
さ
や
母
親

ら
し
さ
、
主
婦
役
割
な
ど
多
様
な
局
面
に
お
い
て
紋
切
り
型
の
表
現
を
さ
れ
る
傾
向
が

あ
る
の
に
対
し
、
男
性
の
場
合
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
と
す
る

と
、
も
っ
ぱ
ら
心
理
、
行
動
、
態
度
面

で
の
男
ら
し
さ
に
言
及
さ
れ
る
傾
向
が

あ
る
。
こ
れ
を
、
女
性
と
男
性
と
で
異

な
る
規
準
が
あ
て
は
め
ら
れ
た
、
一
種

の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
と
み
る

こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
女
性
、
男
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ

グラフ13　ステレオタイプ表

　　　　現の女男比
　　　　　（3紙合計）

灘

繊
爺
．
，
麹
欝

雛
鐵
　

グラフ旙　ステレオタイプ表現の女男別内訳（3紙合計）（単位：件）

　　　　　　　　　女性のステレオタイプ表現

　　60　　　　　　　40　　　　　　　20　　　　　　　　080

嬉女らしさ　容姿・服装など外見に書及

難i女らしさ　心理、行動、態度

・
．

，雲女らしさ　その他

o母親らしさ　母になるとの莇提

欝母親らしさ　心理、行動、態度

総母親らしさ　その他

鍵主婦の役割に関して

　その飽

72

65

，
、
3
9
，

55

　　4

8際

16



國學院法學第43巻第4号（2006）　136

イ
プ
表
現
数
の
経
年
変
化
を
み
た
の
が
、
表
32
で

あ
る
。
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
全

体
は
、
一
九
八
五
年
三
九
九
件
、
九
一
年
七
六

件
、
九
六
年
一
五
四
件
、
二
〇
〇
一
年
二
五
九
件

と
推
移
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
明
確
な
傾
向
は
つ

か
み
に
く
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
中
の
「
主

婦
役
割
」
に
関
す
る
記
述
は
、
確
実
に
減
っ
て
い

る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
九

六
年
と
二
〇
〇
一
年
の
二
回
に
わ
た
る
集
計
・
分

析
を
行
っ
て
い
る
が
、
表
33
の
よ
う
に
、
六
四
件

か
ら
一
〇
五
件
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
中
で
も

「
男
ら
し
さ
」
に
関
し
て
心
理
、
行
動
、
態
度
面

で
の
固
定
観
念
を
あ
ら
わ
す
も
の
、
「
父
親
ら
し

さ
」
に
関
し
て
心
理
、
行
動
、
態
度
面
で
の
固
定

観
念
を
あ
ら
わ
す
も
の
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　
女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
増
減

し
つ
つ
も
根
強
く
存
在
し
続
け
、
一
方
、
男
性
に

表32女性のステレオタイプ表現の経年比較（3紙合計）
（単位：件）

2001年1996年1991年1985年

72391977

653126119

3924549

1769450245

0003

558366

4545

5913774

813875

女性について容姿・服

装など外見を詳しく述

べるもの

心理、行動、態度面で

の固定観念を表すもの

その他、女性に関する

記述

　計

女性は母になるとの前

提に立つもの

心理、行動、態度面で

の母親の固定観念を表

すもの

その他、母親に関する

記述

　計

主婦の役割に関する記

述

女性一般に関して
（女らしさ）

4、

母親に関して（母

親らしさ）

4、

主婦に関して

16

259

34

154

11

76

　　5

399

その他

合　　計
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対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
増
し
て
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
今
後
さ
ら
に
経
年
比
較
を
継
続

し
な
い
と
正
確
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新
聞

が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
し
、
対
象
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
定
型
的
な
表
現
を
す
る
傾
向
が
、
こ
の
と
こ
ろ
む
し

ろ
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
の
で
あ
る
。

　
リ
ッ
プ
マ
ン
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
つ
い
て
、
馴

染
み
の
認
知
パ
タ
ー
ン
に
あ
て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

思
考
の
手
間
を
省
く
「
経
済
性
」
を
指
摘
し
て
い
る

が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
人
び
と
が
既
存
の
社
会
に
適
応

し
て
自
己
の
地
位
を
保
全
す
る
た
め
の
「
防
御
装
置
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
女
性
や
男
性
に
対
す
る

偏
見
、
恐
怖
、
願
望
、
好
み
な
ど
の
感
情
を
す
く
い
あ

げ
、
認
知
レ
ベ
ル
や
社
会
関
係
レ
ベ
ル
で
安
心
立
命
を

得
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
機

能
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
い
っ
た
ん
貼
ら
れ
た

レ
ッ
テ
ル
は
、
さ
ら
に
、
女
性
や
男
性
に
対
す
る
偏

見
、
恐
怖
、
願
望
、
好
み
な
ど
の
感
情
を
連
鎖
的
に
生

表33男性のステレオタイプ表現の経年北較（3紙合計）
（単位：件）

2001年1996年

1618

62

　3

81

　0

23

11

52

　0

190

　　0

19

　　0

　　5

105

　3

　3

　4

　5

64

男性について容姿・服装など外見を詳しく述

べるもの

心理、行動、態度面での固定観念を表すもの

その他、男性に関する記述

　　　小　　計

男性は父になるとの前提に立っもの

心理、行動、態度面での父親の固定観念を表

すもの

その他、父親に関する記述

　　　小　　計

夫役割に関する記述

　　　　その他

　　　合　　計

男性一般に関して
（男らしさ）

父親に関して（父

親らしさ）

夫役割に関して

＊1985年…男らしさに関するもの48件

父親らしさに関するもの＝12件

働き手としての役割を強調するもの：9件

その他：3件

＊1991年…男性・父親のステレオタイプ：10件

男性の容姿や態度・心理への言及：7件
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み
出
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
新
聞
と
い
う
、
公
共
的
で
日
常
に
根
を
下
ろ
し
た
権
威
あ
る
メ
デ
ィ
ア
が
こ
の
よ
う
な
表
現
を

使
い
続
け
、
読
者
の
「
思
考
の
節
約
」
ば
か
り
を
促
し
続
け
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
本
来
豊
か
な
は
ず
の
個
人
や
文
化
の
多
様
性
は
、
広

が
り
を
持
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
「
女
性
で
あ
る
こ
と
の
強
調
」
を
は
じ
め
と
す
る
性
の
違
い
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ

く
表
現
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
も
含
め
て
多
文
化
化
す
る
社
会
の
中
で
、
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

6

II

女
性
隠
し
表
現
の
動
向

女
性
を
社
会
の
表
面
か
ら
隠
蔽
す
る
表
現

ω
　
男
性
を
世
帯
・
家
族
の
代
表
と
す
る
表
現

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
の
は
、
女
性
で
あ
る
こ
と
が
紙
面
上
で
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
る
表
現
が
い
か
に
多
い
か
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
新
聞
に
は
、
そ
の
逆
に
、
女
性
が
紙
面
に
登
場
さ
せ
ら
れ
ず
に
そ
の
存
在
が
背
後
に
隠
さ
れ
て
し
ま
う
「
女
性
隠
し
」
の
表

現
も
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
事
件
・
事
故
な
ど
に
際
し
人
名
が
報
道
さ
れ
る
場
合
、
当
事
者
が
属
し
て
い
る
世
帯
・
家
族
単
位
で
報
道
す
る
こ
と
が

新
聞
記
事
の
定
型
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
女
性
の
名
が
世
帯
・
家
族
の
代
表
者
と
し
て
用
い
ら
れ
、
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
稀
で
あ
る
と
い
う
実
態
が
あ
る
。
女
性
は
、
こ
の
よ
う
な
記
事
表
現
の
方
法
に
よ
っ
て
、
往
々
に
し
て
社
会
的
代
表
性
を
剥
奪
さ

れ
、
そ
の
姿
を
隠
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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そ
う
し
た
「
女
性
隠
し
」
表
現
と
し
て
は
、
火
災
や
交
通
事
故
と
い
っ
た
事
件
・
事
故
な
ど

で
人
物
名
が
報
道
さ
れ
る
際
に
、
「
O
A
さ
ん
方
」
（
○
印
は
姓
、
A
な
ど
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は

名
を
あ
ら
わ
す
）
な
ど
と
世
帯
名
で
報
じ
ら
れ
、
そ
の
○
部
に
入
る
姓
が
男
性
名
で
あ
る
こ
と

が
多
い
事
態
に
そ
の
典
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
回
男
性
名
に
よ
っ
て
世
帯
を
代
表
さ
せ
る
表
現
が
さ
れ
て
い
る
記
事
は
、
表
34
上
段
に
示

し
た
よ
う
に
一
八
件
み
ら
れ
た
。
具
体
的
な
記
事
と
し
て
は
、
放
火
の
疑
い
が
あ
る
連
続
不
審

火
事
件
の
「
老
人
ホ
ー
ム
職
員
、
＊
野
＊
志
さ
ん
（
4
5
）
方
の
火
災
」
（
毎
日
、
一
〇
月
一
三
日

夕
刊
）
と
い
っ
た
記
事
や
、
母
親
の
折
鑑
に
よ
っ
て
七
歳
児
を
死
亡
さ
せ
た
記
事
で
の
「
水
＊

さ
ん
方
は
妻
と
知
＊
ち
ゃ
ん
の
ほ
か
に
次
男
と
長
女
、
祖
父
母
の
7
人
暮
ら
し
」
（
朝
日
、
一

〇
月
一
三
日
）
と
い
う
記
事
、
ま
た
事
件
で
は
な
い
が
「
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
＊
村
＊
文
さ

ん
（
4
4
）
夫
妻
は
」
（
読
売
、
一
〇
月
九
日
）
な
ど
で
あ
る
。

　
火
事
の
記
事
で
の
「
老
人
ホ
ー
ム
職
員
」
の
「
＊
野
＊
志
さ
ん
」
に
は
、
妻
も
い
る
だ
ろ
う

し
、
そ
の
妻
も
勤
め
人
か
も
し
れ
な
い
。
ほ
か
の
家
族
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
こ
れ
ら
の
人
び
と
が
全
て
「
＊
野
＊
志
さ
ん
」
と
い
う
男
性
に
集
約
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
折
濫
死
の
記
事
は
、
事
件
の
当
事
者
・
容
疑
者
は
こ
の
母
親
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
男
性
に
付
随
し
た
女
性
、
つ
ま
り
「
水
＊
さ
ん
の
妻
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
男

性
主
体
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
「
女
性
隠
し
」
の
表
現
に
対
し
て
、
女
性
が
世
帯
や
家
族
の
代
表
と
し
て
扱
わ

表34家族・親・夫婦の代表
（単位：件）

計合売読

18

　0

11

　1

84

11

　4

　0

　4

　0

13

　4

毎日

10

　　0

　　5

　　0

33

　　3

朝日

　　4

　　0

　　2

　　1

38

　　4

男性

女性

男性

女性

家族（「OAさん方」

のOAに入る個人名）

親（「OBさんの長女」

のOBに入る個人名）

「OCさんの妻」という表現

「ODさんの夫」という表現
夫婦

※　O＜マル印＞は姓、Aなどアルファベットは名を表す
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れ
る
、
○
部
に
女
性
名
が
入
る
ケ
ー
ス
は
ゼ
ロ
件
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
表
3
4
中
段
に
示
し
た
よ
う
に
、
子
ど
も
に
つ
い
て
報
じ
る
記
事
で
「
O
B
さ
ん
の
長
女
」
の
よ
う
に
保
護
者
が
言
及
さ
れ
る

も
の
の
う
ち
、
男
性
名
が
保
護
者
を
代
表
す
る
ケ
ー
ス
は
、
「
＊
部
＊
茂
さ
ん
の
長
男
、
智
＊
ち
ゃ
ん
」
（
毎
日
、
一
〇
月
七
日
）
な
ど

の
よ
う
に
一
一
件
だ
っ
た
の
に
対
し
、
女
性
が
親
を
代
表
す
る
も
の
は
、
車
を
運
転
し
て
い
た
母
親
と
も
ど
も
子
ど
も
が
事
故
死
し
た

こ
と
を
報
じ
る
記
事
（
毎
日
、
一
〇
月
一
四
日
）
一
件
に
と
ど
ま
っ
た
。
子
ど
も
の
親
と
し
て
の
女
性
の
姿
も
ま
た
、
紙
面
か
ら
隠
さ

れ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。

ω
　
男
性
の
姓
名
に
付
随
し
て
表
現
さ
れ
る
女
性
の
名

　
既
婚
女
性
は
、
独
立
し
た
個
人
と
し
て
姓
名
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
「
O
C
（
姓
＋
名
）
さ
ん
の
妻
D
さ
ん
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
夫
の
フ
ル
ネ
ー
ム
の
あ
と
に
名
の
み
で
記
述
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
女
性
が
事
件
・
事
故
の
当
時
者
で
あ
る
時
で
さ

え
、
夫
婦
の
場
合
は
、
夫
が
“
主
”
で
あ
り
、
妻
は
姓
を
省
略
さ
れ
“
従
”
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
、
主
体
で
あ
る
は
ず
の
女
性
が
夫
の
後
ろ
に
付
随
さ
せ
ら
れ
る
表
現
は
、
表
34
下
段
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
朝
日
で
三
八

件
、
毎
日
で
三
三
件
、
読
売
が
二
二
件
の
合
計
八
四
件
み
ら
れ
、
た
と
え
ば
埼
玉
医
大
病
院
へ
の
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
お
こ
し

た
「
評
論
家
船
瀬
俊
介
さ
ん
（
5
1
）
と
妻
睦
子
さ
ん
（
4
4
）
」
（
朝
日
、
一
〇
月
六
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
記
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
寺
＊
祐
＊

く
ん
の
父
、
＊
介
さ
ん
と
妻
の
＊
澄
さ
ん
」
（
朝
日
、
一
〇
月
二
二
日
夕
刊
）
と
い
う
記
述
や
、
「
須
＊
恵
＊
（
2
9
）
と
妻
、
美
＊
子

（
2
3
）
」
（
毎
日
、
一
〇
月
一
一
日
夕
刊
）
な
ど
の
表
現
も
、
女
性
・
妻
を
、
一
人
の
姓
名
を
も
っ
た
社
会
的
に
独
立
し
た
個
人
と
し
て

扱
わ
ず
、
男
性
・
夫
に
付
随
す
る
存
在
と
し
て
描
写
す
る
例
で
あ
る
。
先
の
折
橿
死
の
事
件
も
、
最
初
の
方
の
記
述
は
夫
の
名
が
フ
ル

ネ
ー
ム
で
記
さ
れ
、
妻
（
母
）
の
方
は
「
家
に
い
た
志
＊
子
容
疑
者
（
3
4
）
が
せ
っ
か
ん
し
た
と
し
て
」
の
よ
う
に
下
の
名
の
み
で
扱
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い
、
さ
ら
に
続
く
記
述
に
お
い
て
も
「
志
＊
子
容
疑
者
は
殴
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
い
う
」
と
、
や
は
り
名
の
み
を
記
載
し
て
い

た
。　
そ
れ
に
対
し
て
、
「
O
D
さ
ん
の
夫
C
さ
ん
」
の
よ
う
に
女
性
の
姓
名
に
男
性
の
名
が
「
夫
」
と
し
て
付
随
す
る
ケ
ー
ス
は
一
一
件

み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
妻
が
夫
の
殺
害
を
第
三
者
に
依
頼
し
た
保
険
金
殺
人
事
件
は
、
「
宮
城
県
…
…
の
会
社
員
が
多
額
の
保
険
金

を
か
け
ら
れ
て
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
、
殺
人
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
妻
の
保
険
外
交
員
田
口
＊
ゆ
み
容
疑
者
（
3
9
）
」
で
始
ま
る
記
事
だ

が
、
女
性
が
姓
名
で
報
じ
ら
れ
た
の
ち
、
第
三
者
に
「
夫
の
＊
芳
さ
ん
（
当
時
3
8
）
の
殺
害
を
持
ち
か
け
た
」
と
い
う
記
述
と
な
っ
て
い

る
（
朝
日
、
一
〇
月
九
日
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た
男
性
の
名
が
女
性
の
姓
名
に
付
随
す
る
記
述
は
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、

女
性
の
八
分
の
一
以
下
で
あ
る
。

　
中
村
桃
子
は
、
こ
れ
ら
女
性
の
男
性
に
対
す
る
従
属
的
な
表
現
を
支
え
て
い
る
の
が
、
女
性
を
所
有
物
と
み
な
す
思
想
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
中
村
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
つ
い
て
、
「
『
女
は
男
の
所
有
物
だ
』
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
女
に
関
す
る

記
述
に
は
男
と
の
関
係
が
不
可
欠
と
な
る
。
所
有
者
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
人
物
が
確
定
で
き
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
か
ら
だ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

う
」
と
指
摘
し
、
家
庭
の
中
で
の
妻
の
夫
へ
の
従
属
に
加
え
、
子
（
息
子
）
へ
の
従
属
の
形
も
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
か
つ
て
儒
教
に
は
「
家
に
あ
っ
て
は
父
、
嫁
い
で
は
夫
、
夫
の
死
後
は
子
に
従
え
」
と
い
う
三
従
の
教
え
が
あ
っ
た
。
現
在
、
こ
の

表
現
自
体
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
核
と
な
る
思
想
は
、
前
述
し
た
他
者
と
の
関
係
で
表
さ
れ
る
こ
と
ば
や
こ
こ
で
み

た
従
属
表
現
と
し
て
残
存
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

⑥
　
「
女
性
隠
し
」
表
現
の
経
年
変
化

　
表
3
5
か
ら
過
去
三
回
の
調
査
結
果
を
時
系
列
比
較
で
み
て
み
る
と
、

「
家
族
の
代
表
」
と
し
て
男
性
名
が
入
る
ケ
ー
ス
は
一
九
八
五
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年
五
〇
件
、
九
一
年
四
件
、
九
六
年
六
件
、
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
一
八
件
と
推
移
し
て
き
て
い

る
。
一
方
、
女
性
名
が
入
る
ケ
ー
ス
は
、
八
五
年
一
件
、
九
一
年
ゼ
ロ
件
、
九
六
年
三
件
、
二

〇
〇
一
年
ゼ
ロ
件
と
、
男
性
名
が
代
表
す
る
ケ
ー
ス
が
常
に
大
多
数
で
あ
る
。
女
性
名
が
入
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
も
各
年
で
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
男
性
名
が
家
族
を

代
表
す
る
記
述
は
、
二
〇
〇
一
年
に
は
や
や
増
加
し
た
も
の
の
、
九
〇
年
代
以
降
大
き
く
減
っ

た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
同
様
に
、
「
親
の
代
表
」
と
し
て
男
性
名
が
入
る
記
事
を
み
て
み
る
と
、
八
五
年
一
一
件
、

九
一
年
二
二
件
、
九
六
年
六
件
、
二
〇
〇
一
年
二
件
と
推
移
し
て
き
た
。
こ
ち
ら
の
方
は
、

増
減
し
な
が
ら
も
、
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
女
性
名
が
入
る
事
例

は
、
八
五
年
ゼ
ロ
件
、
九
一
年
ゼ
ロ
件
、
九
六
年
一
件
、
二
〇
〇
一
年
一
件
と
非
常
に
稀
で
あ

る
点
に
も
変
化
は
な
い
。

　
一
方
、
夫
婦
の
場
合
に
「
夫
が
代
表
」
す
る
ケ
ー
ス
は
、
八
五
年
一
六
件
、
九
一
年
三
〇

件
、
九
六
年
二
二
件
と
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
一
年
は
八
四
件
の
多
き
を
数
え

た
。
た
だ
し
、
夫
婦
で
「
妻
が
代
表
」
す
る
記
事
も
八
五
年
の
ゼ
ロ
件
か
ら
、
九
一
年
一
件
、

九
六
年
五
件
、
二
〇
〇
一
年
一
一
件
と
、
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
以
上
の
経
年
比
較
の
結
果
か
ら
、
家
族
の
代
表
と
し
て
男
性
が
前
面
に
出
、
そ
の
背
後
に
女

性
が
隠
さ
れ
る
表
現
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
親
や
夫
婦
を
男
性
が
代
表
し
、
女
性
が
そ
の
陰

に
隠
れ
る
と
い
う
表
現
は
い
ま
だ
に
減
る
様
相
を
み
せ
て
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

表35家族・親・夫婦の代表の経年比較
（単位：件）

2001年

　　　18

　　　　0

　　　11

　　　　1

　　　84

　　　U

1996年

　　　6

　　　3

　　　6

　　　1

　　22

　　　5

1991年

　　4

　　0

　　13

　　0

　　30

　　　1

1985年

　　50

　　　1

　　U

　　　O

　　16

　　　0

男性

女性

男性

女性

家族（「OAさん方」

のOAに入る個人名）

親（「OBさんの長女」

のOBに入る個人名）

「OCさんの妻」という表現

「ODさんの夫」という表現
夫婦

※　○〈マル印〉は姓、Aなどアルファベットは名を表す
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ダ
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向
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7

敬
称
の
性
別
に
よ
る
使
い
分
け
に
み
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ω
　
同
一
記
事
中
に
み
ら
れ
る
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性
に
は
「
氏
」
の
使
い
分
け

　
紙
面
上
に
登
場
す
る
人
物
に
は
、
人
物
名
の
あ
と
に
肩
書
が
つ
く
場
合
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
名
前
な
ど
い
く
つ
か
の
場
合
を
除
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

て
、
基
本
的
に
敬
称
が
付
さ
れ
る
。
そ
の
際
女
性
の
敬
称
に
は
「
さ
ん
」
を
、
男
性
の
敬
称
に
は
「
氏
」
を
使
い
分
け
る
傾
向
が
強

い
。
フ
ォ
ー
マ
ル
で
権
威
的
印
象
を
与
え
る
「
氏
」
を
男
性
に
対
し
て
、
よ
り
日
常
的
で
親
近
感
は
あ
る
が
権
威
は
氏
よ
り
下
と
の
印

象
を
与
え
が
ち
な
「
さ
ん
」
を
女
性
に
対
し
て
使
い
分
け
る
仕
方
は
、
新
聞
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
典
型
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
間
で
の
敬
称
の
使
い
分
け
を
比
較
検
討
す
る
た
め
に
、
記
事
中
に
お
け
る
人
物
の
登
場
パ
タ
ー
ン
を
二
通
り

に
分
類
し
た
。
第
一
は
、
一
つ
の
記
事
の
中
に
女
性
と
男
性
の
両
方
が
登
場
す
る
場
合
、
第
二
は
、
一
つ
の
記
事
の
中
に
女
性
ま
た
は

男
性
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
登
場
す
る
場
合
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
記
事
ご
と
に
女
男
に
対
す
る
敬
称
の
使
い
分
け
を
比
較

し
、
後
者
に
つ
い
て
は
登
場
人
物
に
付
さ
れ
る
敬
称
を
全
て
拾
い
上
げ
、
女
男
別
に
分
類
・
集
計
を
し
た
。

　
ま
ず
、
表
3
6
の
上
段
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
一
記
事
中
に
女
性
と
男
性
が
登
場
す
る
場
合
に
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性

に
は
「
氏
」
を
使
い
分
け
た
も
の
は
、
七
件
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
朝
日
一
〇
月
一
〇
日
の
天
声
人
語
は
、
米
国
の
攻
撃
し
た
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
が
世
界
の
注
視
を
浴
び
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
述
べ
、
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
仏
像
や
タ
リ
バ
ー
ン
に
つ
い
て
ふ
れ
た
文
章
で
あ

る
が
、
そ
の
中
で
「
前
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
の
緒
方
貞
子
さ
ん
」
を
「
さ
ん
」
づ
け
で
紹
介
す
る
一
方
、
同
一
記
事
中
の
イ
ラ
ン
人
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の
映
画
監
督
に
対
し
て
は
「
モ
フ

セ
ン
・
マ
フ
マ
ル
バ
フ
氏
」
と

「
氏
」
を
用
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
日
一
〇
月
二
二
日
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
飢
餓
状
況
に
関

す
る
討
論
会
に
つ
い
て
の
記
事
で

は
、
会
議
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
作
家

を
「
辺
見
庸
氏
」
と
紹
介
し
て
い

る
の
に
対
し
、
同
じ
パ
ネ
リ
ス
ト

の
脚
本
家
は
「
小
山
内
美
江
子
さ

ん
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
女
子
に
は
「
ち
ゃ
ん
」

「
さ
ん
」
、
男
子
に
は
「
君
」
な
ど

子
ど
も
に
対
す
る
性
に
よ
る
呼
称

の
使
い
分
け
を
含
む
「
そ
の
他
の

使
い
分
け
」
は
一
三
件
を
数
え

た
。
し
た
が
っ
て
、
女
性
と
男
性

で
名
前
に
付
さ
れ
る
敬
称
・
呼
称

表36一般記事における敬称の使われ方
（単位：件）

計合売読毎日朝日

ワ
‘
　
0
　
3

　
　
1

1
　
0
　
3

1
　
0
　
4

【
」
　
0
　
6

20

37

148

　　7

192

　　9

4511

0
　
ワ
4
　
3

1
　
5

2
　
6
　
り
D

－
　
つ
0

【
」
　
【
」
　
1

1
　
5

70

　4

51

　2

71

　3

女性「さん」／男性「氏」

女性「女史」／男性「氏」

その他の使い分け

　　　　小　　計

女性「氏」／男性「氏」

女性「さん」／男性「さん」

その他の同じ敬称

　　　　小　　計

　その他・不明

女
・
男
で

使
い
分
け

女
男
と
も

同
敬
称

同
一
記
事
中
に
女
男

両
方
が
登
場

1
4
1

0
1
0

1
1
6

0
1
5

董闘繍1幾lr蓉淵クン」r君」rちゃん」

　　42

　　50

　　　1

793

　　40

　　24

908

2041

1855

　　66

　　28

3990

（793）

　　　4

　　10

　　　8

　　　0

302

　　10

　　15

335

591

632

　　12

　　　8

1243

　　（0）

　　　1

　　17

　　15

　　0

269

　　　7

　　8

299

650

642

　　28

　　14

1334

（433）

　　2

　　15

　　27

　　　1

222

　　23

　　　1

274

800

581

　　26

　　　6

1413

（360）

　　　1

　　　　小　　計

女性「氏」

女性「女史」

女性「さん」

女性その他

女性ニックネーム

　　　　小　　計

男性「氏」

男性「さん」

男性その他

男性ニックネーム

　　　　小　　計

（オサマ・ビンラディン氏）

　　　不　　明

同一記事中に

一方の性が別

敬称で登場

女
性
単
独
使
用

男
性
単
独
使
用

同
一
記
事
中
に
一
方
の
性
が
単
一
敬
称
で
登
場
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が
異
な
る
ケ
ー
ス
は
合
計
で
二
〇
件
と
な
る
。
今
回
、
女
性
に
は
「
女

史
」
、
男
性
に
は
「
氏
」
と
い
う
使
い
分
け
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
次
に
、
表
3
6
中
段
に
示
し
た
よ
う
に
、
同
じ
記
事
の
中
に
女
性
と
男
性

が
登
場
し
、
か
つ
そ
の
敬
称
を
使
い
分
け
て
い
な
い
場
合
と
し
て
、
女
男

と
も
に
「
氏
」
を
用
い
た
記
事
は
三
七
件
、
「
さ
ん
」
を
用
い
た
記
事
は

一
四
八
件
、
ま
た
子
ど
も
に
対
す
る
呼
称
（
「
ち
ゃ
ん
」
な
ど
）
を
含
む

「
そ
の
他
の
同
じ
敬
称
」
を
用
い
た
記
事
は
七
件
で
、
合
計
一
九
二
件
み

ら
れ
た
。
同
じ
記
事
中
で
敬
称
を
使
い
分
け
な
い
件
数
と
、
使
い
分
け
て

い
る
件
数
を
示
し
た
の
が
グ
ラ
フ
ー
5
で
あ
る
。

　
な
お
、
同
一
記
事
中
に
複
数
の
女
男
が
登
場
し
、
敬
称
の
使
い
分
け
が

行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
の
か
、
ま
た
は
他

の
要
因
に
よ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
「
そ
の
他
・

不
明
」
に
分
類
し
、
合
計
で
九
件
が
数
え
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
女
性
に

「
氏
」
、
男
性
に
「
さ
ん
」
を
付
し
た
敬
称
の
使
い
分
け
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
同
じ
記
事
の
中
で
女
男
の
敬
称
を
使
い
分
け

る
ケ
ー
ス
は
、
敬
称
を
使
い
分
け
な
い
ケ
ー
ス
に
比
べ
て
確
か
に
少
な

い
。
し
か
し
、
女
性
に
は
親
し
み
や
す
い
印
象
を
与
え
る
「
さ
ん
」
を
、

グラフ15　同一記事中における敬称・呼称の使われ方
　　　　　（3紙合計）（単位：件、N221）

16012080　
…
37
：

400

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8」

7
　
　
　
　
　
7

13

女性「氏」／男性「氏」

女性「さんj／男性「さん

その他の同じ敬称

同
一
記
事
中
で
女
男
同
敬
称

女性「さん」／男性「氏」

女性「泓灘1

同
一
記
事
中
で
女
男
使
い
分
け

灘・その他・不明
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男
性
に
は
公
的
で
権
威
的
な
印
象
を
与
え
る
「
氏
」
を
使
い
分
け
る
傾
向
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
記
事
中
に
登
場
す
る
複
数
の
同
性
に
対
し
て
、
ま
た
複
数
回
登
場
す
る
同
一
人
物
に
対
し
て
異
な
る
敬
称
が
付

さ
れ
た
場
合
も
併
せ
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
（
表
3
6
中
段
）
。
そ
の
結
果
、
女
性
は
一
件
、
男
性
は
四
一
件
が
数
え
ら
れ
た
。
内
訳
は
（
表

は
省
略
）
、
登
場
す
る
人
物
の
社
会
的
地
位
や
知
名
度
に
よ
っ
て
敬
称
を
使
い
分
け
た
も
の
が
一
三
件
、
地
の
文
と
そ
こ
に
挿
入
さ
れ

た
会
話
文
と
で
敬
称
を
使
い
分
け
た
も
の
が
八
件
、
大
人
と
子
ど
も
で
敬
称
を
使
い
分
け
た
も
の
が
八
件
、
そ
の
他
で
あ
っ
た
。

①
　
単
独
出
現
の
場
合
に
み
ら
れ
る
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性
に
は
「
氏
」
の
傾
向

　
一
つ
の
記
事
の
中
に
女
男
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
登
場
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
人
び
と
に
つ
け
ら
れ
た
敬
称
を
女
男
別
に

す
べ
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
こ
れ
を
集
計
し
た
も
の
が
表
36
の
下
段
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
時
期
は
、
九
・
一
一
米
・
同
時
多
発
テ
ロ
の

直
後
で
あ
り
、
ま
た
、
一
〇
月
七
日
に
開
始
さ
れ
た
米
英
軍
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
時
期
と
重
な
っ
た
た
め
、
特
定
の
個
人
名

で
あ
る
「
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
氏
」
の
出
現
頻
度
が
七
九
三
件
と
突
出
し
て
い
た
。
本
来
「
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
氏
」
は
、

男
性
名
に
敬
称
の
「
氏
」
を
つ
け
た
場
合
と
し
て
分
類
・
集
計
す
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
右
に
記
し
た
調
査
時
の
社
会
状
況
の
特
殊
性

に
よ
り
出
現
頻
度
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
例
外
と
し
て
扱
い
、
小
計
に
数
え
入
れ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
新
聞
別
に
み

る
と
、
朝
日
、
毎
日
は
「
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
氏
」
も
し
く
は
「
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
氏
」
と
、
氏
と
い
う
敬
称
で
統
一
し
て
い
た
の

に
対
し
、
読
売
は
「
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
」
も
し
く
は
「
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
」
と
、
敬
称
な
し
の
表
記
で
統
一
し
て
い
た
。

　
ま
ず
、
今
回
紙
面
調
査
を
行
っ
た
一
五
日
間
に
、
一
つ
の
記
事
中
に
女
男
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
「
さ
ん
」
ま
た
は
「
氏
」
等
の
敬
称

つ
き
で
登
場
し
た
回
数
の
総
計
は
、
女
性
九
〇
八
件
に
対
し
、
男
性
三
九
九
〇
件
で
あ
る
。
女
男
の
登
場
比
率
は
一
八
・
五
％
対
八

一
・
五
％
と
、
女
性
の
登
場
者
は
全
登
場
者
の
五
分
の
一
以
下
で
し
か
な
い
。
確
か
に
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
数
字
は
、
記
事
中
に
一
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方
の
性
の
み
が
登
場
し
、
「
氏
」
や
「
さ
ん
」
な
ど
の
敬
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
場
合
に

限
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
以
上
の
調
査
結
果
は
、
新
聞
に
お
け
る
か
な
り
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
女
男
の
登
場
傾
向
を
大
枠
に
お
い
て
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
女
男
別
に
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
用
頻
度
を
み
て
み
る
と
、
グ
ラ
フ
ー
6
に
示

し
た
よ
う
に
女
性
で
は
「
さ
ん
」
が
七
九
三
件
で
八
七
・
三
％
を
占
め
て
い
る
の
に
対

し
、
「
氏
」
は
五
〇
件
、
五
・
五
％
と
、
「
さ
ん
」
が
「
氏
」
の
約
一
六
倍
の
頻
度
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
男
性
の
場
合
に
は
、
「
さ
ん
」
が
一
八
五
五
件
（
四
六
・

五
％
）
に
対
し
「
氏
」
が
二
〇
四
一
件
（
五
一
・
二
％
）
と
、
そ
の
比
率
は
お
よ
そ
一
対

一
で
、
む
し
ろ
「
氏
」
の
使
用
頻
度
が
「
さ
ん
」
の
使
用
頻
度
を
や
や
上
回
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
男
性
と
比
べ
女
性
に
対
し
て
は
、
「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
る
度
合
い
が
圧

倒
的
に
高
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
女
性
名
＋
「
女
史
」
は
前
回
調
査
（
一
九
九
六
年
）
の

一
〇
件
に
比
べ
て
、
今
回
は
一
件
と
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
表
現

と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

⑥
　
紙
面
別
に
み
た
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
わ
れ
方

　
　
ー
女
性
は
政
治
面
以
外
で
は
「
さ
ん
」
、
男
性
は
ど
の
面
で
も
「
氏
」

　
さ
ら
に
、
「
さ
ん
」
お
よ
び
「
氏
」
と
い
う
敬
称
が
、
新
聞
の
各
面
で
、
女
男
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
た
。
グ
ラ
フ
ー
7
は
、
新
聞
紙
面
を
、
紙

グラフ16　同一記事中に女男どちらかが単一敬称で登場する際の女男別敬称内訳
　　　　　（3紙合計）

100％80％60％40％0％、5，5％　20％

7．1％

0．1％

87．3％女性　（N908）

r、一

甲哩一一↓

46．5％男性（N3990）

2．3％
瞬「氏」麟「女史」または「男史」□「さん」國その他の呼称
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面
欄
外
に
記
載
さ
れ
た
面
名
を
も
と
に
、
①
1
面
、
②
ス
ポ
ー
ツ
、
③
科
学
、

④
教
育
、
⑤
経
済
、
⑥
国
際
、
⑦
社
会
、
⑧
政
治
、
⑨
生
活
、
⑩
総
合
、
⑪
地
域

（
東
京
）
、
⑫
地
方
自
治
、
⑬
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
の
各
面
に
分
類
し
、
「
さ
ん
」

「
氏
」
の
敬
称
が
そ
れ
ぞ
れ
の
面
の
中
で
単
独
使
用
さ
れ
た
場
合
の
出
現
頻
度
を

女
男
別
に
集
計
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
の
グ
ラ
フ
に
よ
り
、
各
面
別
に
女
男
の
出
現
傾
向
を
み
て
み
る
と
、

女
性
が
登
場
す
る
面
は
、
「
生
活
」
を
筆
頭
に
、
「
教
育
」
「
地
域
（
東
京
）
」
「
文

化
・
メ
デ
ィ
ア
」
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
女
性
の
登

場
回
数
が
最
も
多
い
面
で
あ
る
「
生
活
」
に
お
い
て
も
、
女
性
の
登
場
回
数
は
男

性
の
七
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
男
性
の
登
場
回
数
は
、
新

聞
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
女
性
を
上
回
っ
て
お
り
、
と
く
に
一
面
、
ス
ポ
ー

ツ
、
科
学
、
経
済
、
国
際
、
政
治
、
総
合
、
地
方
自
治
の
各
面
で
は
そ
の
差
が
五

倍
以
上
に
達
し
て
い
る
。

　
次
に
、
登
場
し
た
女
性
と
男
性
に
対
す
る
敬
称
の
使
い
方
に
注
目
し
て
み
る

と
、
グ
ラ
フ
ー
7
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ま
ず
女
性
で
は
、
ほ
と
ん
ど
ど
の
面

で
も
「
さ
ん
」
つ
き
で
呼
ば
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
例
外
的
に
政
治
、
経

済
、
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
記
事
で
女
性
名
＋
「
氏
」
の
使
用
が
み
ら
れ
、
特

に
「
政
治
」
面
で
は
女
性
名
＋
「
氏
」
の
使
用
が
顕
著
で
、
二
〇
件
中
一
七
件

900800

圏
，

007006500

における敬称の使われ方（単位＝件）

　0　　　　　　　　　100　　　　　　　　200　　　　　　　　300　　　　　　　　400

　　　128鰯i　…　…
　　　1。1羅譲齢　　i　i

。・繋1響　　i　l　i　i　i『
　　　　94垂灘i　i　i　i　i　i
　　　　　　　　　　　　322　　　繍鰹i　　i　　i　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　457　　　　　　　　2i　　　i　　　i

15羅灘灘蟹擁瀟聾欝灘i　　i　　i　　i　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　495　　　　　　、難難難欝懇　　i

　　26縣蝦灘灘覇毒藩i　l　i　i　i
O熱　　i　　i　　i　　i　　i　　i　　i
　　　　　　140　麟欝1轍灘，．羅・雛鑓羅萎：　　：　　：　　：
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（
八
五
・
○
％
）
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
公
的
で
、
社
会
的
地
位
の
高
い
と

考
え
ら
れ
る
人
物
に
対
し
て
は
性
別
の
如
何
を
問
わ
ず
敬
称
に
「
氏
」
が
付
さ
れ

や
す
い
と
い
う
恰
好
の
事
例
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も

女
性
は
、
一
〇
〇
％
「
氏
」
で
呼
ば
れ
る
男
性
に
比
べ
、
「
政
治
」
と
い
う
公
的

な
場
所
に
あ
っ
て
さ
え
「
さ
ん
」
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
よ
り
多
い
の
で
あ
る
。
ま

た
、
男
性
の
場
合
、
「
政
治
」
以
外
に
も
、
国
際
、
総
合
、
一
面
、
ス
ポ
ー
ツ
、

経
済
、
科
学
な
ど
、
多
く
の
面
で
、
女
性
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
敬
称
と
は
対
照

的
に
、
男
性
名
＋
「
氏
」
の
使
用
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
グ
ラ
フ
ー
7
か

ら
読
み
取
れ
る
。
ち
な
み
に
、
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
女
性
名
＋
「
氏
」

一
件
は
「
中
国
女
性
文
学
の
新
潮
流
」

　
こ
の
よ
う
に
、
記
事
中
に
女
性
か
男
性
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
登
場
す
る
場
合
は
、

第
二
に
、
敬
称
の
使
わ
れ
方
を
女
男
別
に
比
較
し
て
み
る
と
、
女
性
に
は

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
男
性
に
は
教
育
、
社
会
、
生
活
、
地
域
（
東
京
）
、

る
。
各
面
へ
の
女
性
と
男
性
の
登
場
回
数
の
差
は
、

者
の
バ
イ
ア
ス
を
映
し
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
の
議
論
も
あ
る
だ
ろ
う
。

に
つ
け
ら
れ
た
敬
称
に
目
を
向
け
る
時
、

り
手
側
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
の
存
在
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、

グラフ17　各紙面

0

11　面
0スポーツ

学
育
済
際
会
治
活
合

科
教
経
国
社
政
生

　
　
　
　
　
　
7

0
　
　
　
0
　
　
　
5
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
0

4総　　合
2地域（東京）

3地方自治
19文化・メディア

200　　　　100

　　　　　i　醗
　　　　　　　　　匪

　　　　　　　　　81
　　　　　1　　　　　ド　　　　　i　11羅
　　　　　i　13麟
　　　　　i　羅

　　　　　i　3朧

　　　　　i響

　　　　　i　　o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
使
用
は
一
九
件
数
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
一

と
題
さ
れ
た
朝
日
一
〇
月
二
日
夕
刊
の
同
一
記
事
中
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
に
、
男
性
の
登
場
回
数
が
圧
倒
的
に
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
政
治
」
以
外
の
ど
の
紙
面
で
も
「
さ
ん
」
が
多
く
用
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
自
治
以
外
の
記
事
で
「
氏
」
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
社
会
の
特
定
の
分
野
に
お
け
る
女
男
の
進
出
度
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
ひ
と
た
び
そ
れ
ら
の
面
に
登
場
す
る
人
物

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
敬
称
の
使
い
分
け
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
聞
の
作

同
一
記
事
中
に
女
男
と
も
に
登
場
す
る
場
合
に
敬
称
を
使
い
分
け
る
、
い
わ
ば
す
ぐ
目
に
つ
き
や
す
い
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
敬
称
の
区
別
は
二
〇
件
に
と
ど
ま
り
、
そ
う
多
く
は
な
い
（
表
3
6
上

段
）
。
し
か
し
、
一
方
で
、
記
事
中
に
女
性
が
単
独
で
出
て
く
る
場
合
の
敬
称
の
使
わ
れ

方
を
一
定
の
期
間
量
的
に
集
計
し
、
男
性
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
違
い
が
は
っ
き
り

す
る
の
で
あ
る
（
表
3
6
下
段
、
グ
ラ
フ
ー
6
、
1
7
）
。

㈲
　
死
亡
記
事
に
お
け
る
敬
称
の
性
別
に
よ
る
使
い
分
け
の
定
型
化

　
こ
こ
ま
で
は
一
般
記
事
中
に
お
け
る
性
別
に
よ
る
敬
称
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
た
。
で
は
、
同
一
記
事
中
に
女
性
と
男
性
が
登
場
す
る
機
会
の
多
い
死
亡
記
事
に
お

い
て
、
敬
称
の
使
い
分
け
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
表
3
7
は
、
同
一
死
亡
記
事
の
中
の
女
男
に
対
す
る
敬
称
の
使
わ
れ
方
を
類
型
化
し
て
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
死
亡
記
事
に
は
死
亡
者
と
喪
主
が
登
場
す
る
が
、
ま

ず
、
そ
の
区
別
を
あ
え
て
考
慮
せ
ず
、
さ
ら
に
、
第
三
者
が
登
場
す
る
場
合
に
は
そ
の
敬

称
も
含
め
て
、
登
場
す
る
全
て
の
人
物
の
敬
称
使
用
を
類
型
化
し
た
。
調
査
期
間
中
の
死

亡
記
事
は
合
計
一
七
八
件
あ
っ
た
が
、
朝
日
一
〇
月
一
四
日
朝
刊
に
お
い
て
死
亡
男
性
に

「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
二
種
類
の
敬
称
が
付
さ
れ
て
い
た
記
事
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を

除
外
し
、
合
計
一
七
七
件
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
毎
日
新
聞
は
一
九
九
九
年
一
月
一
日

か
ら
死
亡
記
事
の
敬
称
を
「
さ
ん
」
に
統
一
し
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
の
朝
日
、
読
売
で

は
、
女
性
に
対
す
る
敬
称
と
し
て
「
氏
」
を
付
す
こ
と
を
徹
底
し
て
拒
ん
で
い
る
か
の
よ

表37　同一死亡記事における敬称の使われ方

比率計合
読売毎日朝日

40．7％

23．2％

3．4％

72

41

　6

上ヒ率

63．9％

0。0％

1．6％

件数

39

　0

　　1

比率

3．2％

65．1％

1．6％

件数

　2

41

　1

比率

58．5％

0．0％

7．5％

件数

31

　0

　4

10．7％190．0％028．6％181．9％1

22，0％

100．0％

39

177

34．4％

100．0％

21

61

　　L6％

100。0％

　1

63

32．1％

100．0％

17

53

女性「さん」／男性「氏」

女性「さん」／男性「さん」

女性名のみですべて「さ
ん」

男性名のみですべて「さ
ん」

男性名のみですべて「氏」

　　　合　　　計
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う
な
結
果
と
な
っ
た
。
一
方
、
女

性
に
用
い
ら
れ
る
敬
称
の
「
さ

ん
」
が
男
性
に
用
い
ら
れ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
朝
日
で
一
・
九

％
、
読
売
で
ゼ
ロ
％
と
、
ほ
と
ん

ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
に
、
死
亡
記
事
の
中
で
は
、
女

性
に
は
「
さ
ん
」
を
、
男
性
に
は

「
氏
」
を
と
い
う
は
っ
き
り
し
た

敬
称
の
使
い
分
け
が
行
わ
れ
、
定

型
化
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
表
3
7
で
は
、
死
亡
者
と
喪

主
の
区
別
を
考
慮
せ
ず
、
登
場
人

物
に
つ
け
ら
れ
た
敬
称
の
類
型
化

を
行
っ
た
が
、
両
者
を
区
別
し
、

さ
ら
に
死
亡
者
の
社
会
的
地
位
を

も
反
映
さ
せ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
間
敬

称
比
較
を
行
っ
た
も
の
が
表
3
8
で

表38女男別にみた死亡者と喪主に対する敬称の使われ方
（単位：件）

小計記載なし

　毎　日

喪主男性喪主女性

「氏」「さん」「氏」「さん」

小計記載なし

　朝　日

喪主男性喪主女性

「氏」「さん」「氏」「さん」

喪主

死亡者

【
」
　

8

1
　
　
1

0
　

1

4
　

6

0
　

0

0
　

0

【
」
　

7

り
乙
　

4

n
乙
　

り
0

0
　

0

0
　

0

1
　

0
人
他
名
の
著
そ

「さん」

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

著名人

その他

「氏」

死
亡
女
性

463
Q
》
　
0

0
　

0

123
0
　

0

31

0

1
　

0

1
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0
人
他
名
の
著
そ

「さん」

1
　

0

1
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

382Q
O
　

－

9
　

0

0
　

0

0
　

0

211

人
他
名
の
著
そ

「氏」

死
亡
男
性

6361250315316140023喪主敬称合計

舗記載なし

合計
喪主男性喪主女性

「氏」「さん」「氏」「さん」

小計記載なし

読売
喪主男性喪主女性

「氏」「さん」「氏」「さん」

喪主

死亡者

12

24

3
　
だ
U4
n

』
恐
　

だ
U

0
　

0

1
　
　
1

6
乙
　

Q
ゾ

0
　

1

2
　

7

0
　

0

0
　

0

0
　

1
人
他
名
の
著
そ

「さん」

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0
人
他
名
の
著
そ

「氏」

死
亡
女
性

473
4
　

0

0
　

0

1230
　

0

31

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0

0
　

0
人
他
名
の
著
そ

「さん」

84714121

5

0
　

0

O
　

n
U

491455【
」
　

0

1250
　

0

0
　

0

280

人
他
名
の
著
そ

「氏」

死
亡
男
性

177284125083616260029喪主敬称合計

※喪主なし、喪主未定は「記載なし」に分類
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あ
る
。
こ
こ
で
は
、
死
亡
者
と
喪
主
に
対
す
る
敬
称
の
使
わ
れ
方
に
注
目
し
た
の
で
、
第
三
者
が
登

場
す
る
場
合
は
分
析
か
ら
除
外
し
た
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
死
亡
者
と
し
て
登
場
す
る
男
性
は
「
著
名
人
」
本
人
で
あ
る
の
に
対

し
、
女
性
は
「
そ
の
他
」
（
著
名
人
の
妻
、
母
な
ど
）
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
死
亡

し
た
男
性
が
「
著
名
人
」
本
人
で
あ
る
の
は
、
朝
日
で
お
よ
そ
九
五
％
、
毎
日
九
四
％
、
読
売
九
〇

％
で
あ
る
の
に
対
し
、
死
亡
し
た
女
性
が
「
著
名
人
」
本
人
で
あ
る
の
は
、
朝
日
で
お
よ
そ
四
二

％
、
毎
日
三
八
％
、
読
売
一
八
％
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
死
亡
記
事
に
死
亡
し
た
女
性
が
登
場
す

る
こ
と
自
体
が
少
な
い
の
だ
が
、
死
亡
者
と
し
て
登
場
す
る
際
に
も
女
性
は
「
○
○
の
妻
」
「
○
○

の
母
」
な
ど
、
男
性
と
の
関
係
で
そ
の
属
性
が
表
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
他
者
と
の
関
係
」
と
い

う
記
号
を
ま
と
っ
て
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈲
　
男
性
は
姓
名
、
女
性
は
名
の
み
で
表
現

　
女
性
と
男
性
と
で
あ
て
は
め
る
規
準
が
異
な
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
も
う
一
つ
の
形
と

し
て
、
男
性
は
姓
と
名
の
フ
ル
ネ
ー
ム
で
表
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
女
性
は
名
の
み
で
表
記
さ
れ

る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
姓
が
公
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
名
が
私
的
な
も
の
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
表
現
に
は
、
女
性
を
私
的
領
域
の
人
と
し
て
閉
じ
こ
め
る
発
想
が
あ
ら
わ
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
表
現
を
集
め
た
の
が
表
3
9
で
あ
る
。
典
型
的
な
の
は
、
男
性
が
フ
ル
ネ
ー
ム
で
女
性

表39女性が名のみで表現されるパターン
（単位：件）

合計
　26

読売
0

毎　日

　22

朝日
　4

150114

2011

4302419

①男性はフルネーム、女性は名のみで表現

②女性が一度フルネームで表現されたの
　ち、二度目以降は名のみで表現

③女性が椰楡的な意味をこめられて、名の

　みで表現

　　　　　　　合　　計
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は
名
の
み
で
表
現
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
、
朝
日
四

件
、
毎
日
ニ
ニ
件
、
読
売
ゼ
ロ
件
、
合
計
二
六
件

の
使
い
分
け
が
み
ら
れ
た
。
一
方
、
女
性
が
一
度

フ
ル
ネ
ー
ム
で
紹
介
さ
れ
た
の
ち
、
次
回
以
降
名

の
み
で
表
現
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
は
、
朝
日
一
四

件
、
毎
日
一
件
、
読
売
ゼ
ロ
件
で
、
合
計
一
五
件

み
ら
れ
た
。
ま
た
、
女
性
が
椰
楡
的
な
意
味
を
込

め
ら
れ
て
名
の
み
で
表
現
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
わ
ず

か
だ
が
あ
り
、
女
性
が
名
の
み
で
表
現
さ
れ
る
パ

タ
ー
ン
は
三
紙
合
計
で
四
三
件
が
数
え
ら
れ
た
。

⑥
　
一
般
記
事
に
お
け
る
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の

　
使
い
分
け
の
経
年
変
化

　
過
去
四
回
に
わ
た
っ
て
調
査
を
行
っ
て
き
た
、

同
一
の
一
般
記
事
中
に
お
け
る
女
性
と
男
性
と
に

対
す
る
敬
称
の
使
い
分
け
件
数
の
推
移
は
表
4
0
に

示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
八
五
年
は
、
女
性
が

表40一般記事における敬称の使われ方の経年比較（3紙合計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

2001年1996年

ワ
ー
　
0
　
3

　
　
1

6
　
0
　
6

Q
J
　
　
　
4

1991年

　　25

　　　7

1985年

124

　　20

　　37

148

　　　7

192

　　50

　　　1

793

　　40

　　24

908

2041

1855

　　66

　　28

3990

793

82

83

204

13

300

27

10

319

12

32

　5

16

　0

50

2
4
0

0
3
2

368

875

684

108

42

738

32

1667738

女性「さん」／男性「氏」

女性「女史」／男性「氏」

その他の使い分け

　　　　小　計

女性「氏」／男性「氏」

女性「さん」／男性「さん」

その他の同じ敬称

　　　　小　計

女性「氏」

女性「女史」

女性「さん」

女性その他

女性ニックネーム

　　　　小　計

男性「氏」

男性「さん」

男性その他

男性ニックネーム

　　　　小　計

（オサマ・ビンラディン氏）

女・男で使い

分け

敬同もと男女
称

同
一
記
事
中
に
女
男

両
方
が
登
場

同
一
記
事
中
に
一
方
の
性
が
単
一

敬
称
で
登
場

※一印は未調査
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「
さ
ん
」
、
男
性
が
「
氏
」
と
い
う
使
い
分
け
が
一
二
件
、
女
性
が
「
女
史
」
、
男
性
が
「
氏
」
と
い
う
使
い
分
け
が
四
件
、
合
計
一
六

件
の
性
別
に
よ
る
使
い
分
け
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
女
男
と
も
同
一
敬
称
の
「
氏
」
を
用
い
て
い
る
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

女
性
に
も
男
性
に
も
「
さ
ん
」
と
い
う
同
一
敬
称
を
使
っ
て
い
る
記
事
に
関
し
て
は
、
こ
の
年
お
よ
び
九
一
年
に
は
集
計
を
行
っ
て
い

な
い
。

　
九
一
年
は
、
女
性
が
「
さ
ん
」
、
男
性
が
「
氏
」
の
使
い
分
け
は
二
五
件
、
女
性
は
「
女
史
」
、
男
性
は
「
氏
」
の
使
い
分
け
は
七
件

で
、
性
別
に
よ
る
敬
称
の
使
い
分
け
合
計
は
三
二
件
へ
と
増
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
女
性
に
も
男
性
に
も
「
氏
」
と
い
う
同
一

敬
称
を
用
い
て
い
る
ケ
ー
ス
は
五
件
み
ら
れ
た
。

　
一
九
九
六
年
は
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性
に
は
「
氏
」
の
使
い
分
け
が
三
六
件
へ
と
増
え
た
一
方
で
、
「
女
史
」
と
「
氏
」
の
使

い
分
け
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
た
だ
し
、
「
そ
の
他
の
使
い
分
け
」
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
使
い
分
け
の
総
数
は

八
二
件
と
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
一
方
、
こ
の
回
か
ら
女
性
に
も
男
性
に
も
「
氏
」
と
い
う
同
一
敬
称
を
用
い
て
い
る
記
事
以
外
に
、

女
性
に
も
男
性
に
も
「
さ
ん
」
を
用
い
て
い
る
記
事
お
よ
び
「
そ
の
他
の
同
じ
敬
称
」
を
用
い
て
い
る
記
事
の
件
数
も
数
え
上
げ
る
こ

と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
女
性
も
男
性
も
「
氏
」
が
八
三
件
、
女
性
も
男
性
も
「
さ
ん
」
が
二
〇
四
件
、
「
そ
の
他
の
同
じ
敬
称
」
が

二
二
件
で
、
同
一
敬
称
を
使
用
し
て
い
る
記
事
は
合
計
三
〇
〇
件
み
ら
れ
た
。
同
一
記
事
中
に
女
男
両
方
が
登
場
す
る
記
事
総
数
を
一

〇
〇
％
と
し
て
「
使
い
分
け
比
」
を
み
て
み
る
と
、
敬
称
の
使
い
分
け
が
二
一
・
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
同
一
敬
称
の
使
用
は
七

八
・
五
％
で
あ
っ
た
。

　
二
〇
〇
一
年
に
な
る
と
、
女
性
が
「
さ
ん
」
、
男
性
が
「
氏
」
の
使
い
分
け
は
七
件
へ
と
大
き
く
減
り
、
「
女
史
」
と
「
氏
」
の
使
い

分
け
は
前
回
に
続
い
て
皆
無
、
さ
ら
に
「
そ
の
他
の
使
い
分
け
」
も
二
二
件
と
数
を
減
じ
た
。
そ
の
た
め
、
同
一
記
事
中
で
の
敬
称
の

性
別
に
よ
る
使
い
分
け
は
、
合
計
で
二
〇
件
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
方
、
同
一
敬
称
に
関
し
て
は
、
女
性
も
男
性
も
「
氏
」
が
三
七
件
、
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女
性
も
男
性
も
「
さ
ん
」
が
｝
四
八
件
、
「
そ
の
他
の
同
じ
敬
称
」
が
七
件
で
、
合
計
一
九
二
件
み
ら
れ
た
。
「
使
い
分
け
比
」
は
、
敬

称
の
使
い
分
け
が
九
・
四
％
、
同
一
敬
称
の
使
用
が
九
〇
・
六
％
で
あ
っ
た
。
以
上
の
経
年
比
較
か
ら
、
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に

か
け
て
、
同
一
記
事
内
に
お
い
て
は
両
性
問
の
敬
称
の
使
い
分
け
が
減
っ
て
、
大
多
数
が
同
一
敬
称
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
み
て

と
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
つ
の
記
事
の
中
に
ど
ち
ら
か
の
性
が
単
一
敬
称
で
登
場
す
る
際
の
敬
称
の
つ
け
方
に
目
を
転
じ
る
と
、
状
況
は

異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
く
る
。

　
ま
ず
、
女
性
と
男
性
の
新
聞
紙
面
へ
の
登
場
頻
度
を
み
て
お
く
と
、
九
六
年
に
女
性
が
「
氏
」
「
女
史
」
「
さ
ん
」
「
そ
の
他
」
の
敬

称
つ
き
で
登
場
し
た
回
数
は
合
計
三
六
八
件
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
男
性
が
「
氏
」
「
さ
ん
」
「
そ
の
他
」
の
敬
称
つ
き
で
登
場
し
た
回

数
は
一
六
六
七
件
に
お
よ
び
、
比
率
に
し
て
一
八
・
一
％
対
八
一
・
九
％
と
大
き
な
へ
だ
た
り
が
存
在
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、
二
〇
〇

一
年
で
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
女
性
の
「
氏
」
「
女
史
」
「
さ
ん
」
「
そ
の
他
」
の
敬
称
つ
き
で
の
登
場
が
合
わ
せ
て
九
〇
八

件
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
男
性
の
「
氏
」
「
さ
ん
」
「
そ
の
他
」
の
敬
称
つ
き
で
の
登
場
は
三
九
九
〇
件
で
、
比
率
は
女
性
一
八
・
五

％
、
男
性
八
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
新
聞
へ
の
登
場
件
数
が
女
性
と
男
性
と
で
大
き
く
異
な
る
事
態
は
、
い
ま
だ
に
継

続
し
て
い
る
。

　
次
に
、
一
つ
の
記
事
の
中
に
女
性
ま
た
は
男
性
が
単
一
の
敬
称
で
登
場
す
る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
け
ら
れ
た
敬
称
を
比
較
し
て
み

る
と
、
そ
の
内
訳
は
女
男
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
九
六
年
に
女
性
に
つ
け
ら
れ
た
敬
称
は
「
氏
」
が
七
・
三
％
、

「
女
史
」
が
二
・
七
％
、
「
さ
ん
」
が
八
六
・
七
％
を
占
め
て
い
た
の
に
対
し
て
、
男
性
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
敬
称
は
「
氏
」
が
五
二
・

五
％
で
、
「
さ
ん
」
は
そ
れ
を
下
回
る
四
一
・
○
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性
に
は
「
氏
」
を
つ
け

る
と
い
う
傾
向
は
、
二
〇
〇
一
年
に
も
変
わ
る
気
配
を
み
せ
て
お
ら
ず
、
女
性
に
つ
け
ら
れ
た
敬
称
は
「
氏
」
が
五
・
五
％
、
「
女
史
」
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略
す
る
が
　
八
五
年
で
五
件
だ
っ
た
も
の
が
、
九
一
年
は
二
六
件
へ
と
増
え
、
二
〇
〇
一

年
に
も
二
六
件
と
な
っ
て
お
り
（
九
六
年
は
未
調
査
）
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
変
化
が
み

ら
れ
な
い
。

が
○
・
一
％
、
「
さ
ん
」
が
八
七
・
三
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
男
性
に
つ
け
ら
れ
た
敬
称
は
「
氏
」
が
五
一
・
一
％
と
や
は
り
過
半

数
を
占
め
、
「
さ
ん
」
は
四
六
・
五
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
新
聞
記
事
に
女
性
ま
た
は
男
性
が
単
独
で
登
場
す
る
場
合

に
は
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性
に
は
「
氏
」
が
よ
り
つ
け
ら
れ
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
、
い
ま
だ
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
男
性
が
姓
名
の
フ
ル
ネ
ー
ム
で
表
記
さ
れ
女
性
は
名
の
み
で
表
記
さ
れ
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
推
移
は
、
表
は
省

　
　
　
　
、

ω
　
死
亡
記
事
に
お
け
る
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
の
経
年
変
化

　
死
亡
記
事
中
の
性
別
に
よ
る
敬
称
の
使
い
分
け
の
推
移
を
示
し
た
の
が
表
41
で
あ
る
。

ま
ず
、
一
九
八
五
年
時
点
で
は
、
一
つ
の
死
亡
記
事
中
に
女
男
が
登
場
す
る
場
合
に
女
性

に
は
「
さ
ん
」
、
男
性
に
は
「
氏
」
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
は
一
五
三
件
、

全
死
亡
記
事
一
八
九
件
中
八
一
・
○
％
を
占
め
て
い
た
。
一
方
、
女
男
の
ど
ち
ら
か
が
単

独
で
登
場
す
る
死
亡
記
事
の
場
合
、
女
性
が
「
さ
ん
」
の
も
の
は
ゼ
ロ
件
、
男
性
が

「
氏
」
の
も
の
は
三
〇
件
、
一
五
・
八
％
み
ら
れ
、
合
わ
せ
て
死
亡
記
事
の
九
六
・
八
％

で
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性
に
は
「
氏
」
と
い
う
敬
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
同
様

に
九
一
年
も
、
女
男
双
方
が
登
場
す
る
死
亡
記
事
中
で
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性
に
は

「
氏
」
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
の
は
一
八
一
件
、
五
九
・
二
％
、
単
独
で
登
場
す

表41死亡記事における敬称の使われ方の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件

2001年

7
　
　
　
　
4
倦
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
1

177

1996年

　129
　　　0

　　　0

　　　0

　　　1

　　95

　　　3

　　　3

　　　6

　237

1991年

　181
　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　103
　　　9

　　　0

　　13

306

1985年

　153
　　　0

　　　0

　　　0

　　　0

　　30

　　　5

　　　0

　　　1

　189

女性「さん」／男性「氏」

女性「氏」／男性「さん」

女性「さん」／男性「さん」

女性「氏」／男性「氏」

女性名のみで「氏」

男性名のみで「氏」

女性名のみで「さん」

男性名のみで「さん」

その他

　　　　合　　　計
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る
死
亡
記
事
で
は
女
性
が
「
さ
ん
」
の
も
の
は
ゼ
ロ
件
、
男
性
が
「
氏
」
の
も
の
は
一
〇
三
件
、
三
三
・
七
％
み
ら
れ
、
全
死
亡
記
事

中
の
九
二
・
九
％
が
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性
に
は
「
氏
」
の
敬
称
を
つ
け
て
い
た
。

　
こ
の
傾
向
は
、
九
六
年
に
も
大
き
な
変
化
は
な
く
、
女
男
が
登
場
す
る
死
亡
記
事
中
で
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性
に
は
「
氏
」
が

使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
一
二
九
件
、
五
四
・
四
％
、
女
男
の
一
方
が
単
独
で
登
場
す
る
死
亡
記
事
で
は
女
性
が
三
件
登
場
し
、

そ
の
全
て
に
「
さ
ん
」
の
敬
称
が
つ
く
一
方
、
男
性
が
「
氏
」
の
も
の
は
九
五
件
、
三
三
・
七
％
で
、
全
死
亡
記
事
中
の
九
割
に
お
い

て
女
性
は
「
さ
ん
」
、
男
性
は
「
氏
」
の
敬
称
と
な
っ
て
い
る
。
死
亡
者
本
人
で
あ
れ
、
喪
主
等
で
あ
れ
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性

に
は
「
氏
」
の
敬
称
が
、
半
ば
機
械
的
に
つ
け
ら
れ
る
の
が
、
そ
れ
ま
で
の
死
亡
記
事
の
慣
習
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
二
〇
〇
一
年
に
は
、
男
性
の
敬
称
が
「
氏
」
の
も
の
は
、
女
男
双
方
が
登
場
す
る
死
亡
記
事
中
で
は
七
二
件
、
四
〇
・
七

％
、
ま
た
、
女
男
の
一
方
が
単
独
で
登
場
す
る
死
亡
記
事
で
は
三
九
件
、
ニ
ニ
・
○
％
と
、
合
わ
せ
て
六
割
程
度
へ
と
減
少
し
、
そ
の

分
男
性
で
「
さ
ん
」
の
敬
称
が
つ
く
も
の
が
各
々
四
一
件
、
二
三
・
二
％
、
一
九
件
、
一
〇
・
七
％
と
、
三
割
強
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
九
九
年
か
ら
毎
日
新
聞
が
死
亡
記
事
に
お
い
て
は
女
性
も
男
性
も
「
さ
ん
」
と
い
う
敬
称
で
統

一
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
朝
日
と
読
売
は
、
相
変
わ
ら
ず
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、

男
性
に
は
「
氏
」
を
つ
け
る
使
い
分
け
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
調
査
の
一
年
後
の
朝
日
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
一
三
日
の
新
聞
週
間
特
集
記
事
は
、
「
紙
面
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
」

と
い
う
大
き
な
見
出
し
を
掲
げ
、
社
内
の
「
取
り
決
め
集
」
を
四
年
ぶ
り
に
改
訂
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
盛

り
込
む
と
と
も
に
、
一
般
死
亡
記
事
の
敬
称
を
性
別
で
使
い
分
け
ず
に
「
さ
ん
」
で
統
一
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
伝
え
て
い
る
。
「
私

た
ち
の
背
中
を
押
し
た
の
は
、
読
者
た
ち
だ
」
と
の
書
き
出
し
で
は
じ
ま
る
そ
の
記
事
に
は
、
敬
称
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
の
苦
情
や

意
見
が
一
般
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
、
そ
れ
を
受
け
て
社
内
で
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
た
と
え
ば
、
死
亡
記
事
の
敬
称
統
一
に
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つ
い
て
は
反
論
も
出
た
が
、
「
性
差
別
と
い
う
読
者
の
声
に
応
え
る
こ
と
を
最
優
先
し
よ
う
」
と
の
決
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
事
実
、
二
〇
〇
二
年
四
月
以
降
、
朝
日
の
死
亡
記
事
は
、
毎
日
と
同
様
に
登
場
人
物
の
敬
称
を
「
さ
ん
」
で
統
一
し
て
い

る
。
新
聞
社
が
自
ら
の
紙
面
作
り
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
点
は
評
価
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
議
論
を
死
亡
記
事
欄
の
敬
称
統
一
に
限
定
し
、
他
の
紙
面
で
の
敬
称
の
使
い
分
け
に
は
言
及
し
よ
う
と
し
な
い
姿

勢
に
は
疑
問
が
残
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
敬
称
の
使
い
分
け
は
死
亡
記
事
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
般
記
事
中

で
広
範
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
死
亡
記
事
中
の
敬
称
統
一
を
「
取
り
決
め
集
」
に
書
き
込
ん
だ
理
念
を
、

一
般
記
事
の
作
成
に
も
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
五
日
の
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
各
紙
面
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
を
、
こ
れ
ま
で

の
方
法
と
規
準
を
踏
襲
し
て
調
査
・
分
析
し
、
合
わ
せ
て
一
九
八
五
年
以
来
ほ
ぼ
五
年
お
き
に
実
施
し
て
き
た
四
回
分
の
調
査
結
果
に

つ
い
て
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
女
性
を
強
調
す
る
表
現
は
、
二
〇
〇
一
年
に
お
い
て
も
か
な
り
の
高
頻
度
で
み
ら
れ
、
職
業
語
を
例
外
と
し
て
相
対
的

に
出
現
頻
度
の
低
い
男
性
強
調
表
現
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
経
年
比
較
を
行
っ
て
み
る
と
、
男
性
冠
詞
や
男
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
強
調
表
現
に
お
け
る
女
男
間
の
開
き
に
は
、
縮
少
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
一
方
、
女
性
隠
し
表
現
に
関
し
て
は
、
男
性
に
家
族
や
世
帯
を
代
表
さ
せ
る
表
現
は
減
じ
て
い
る
も
の
の
、
男
性
を
親
や
夫
婦
の
代
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表
と
す
る
表
現
は
、
い
ま
だ
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
に
つ
い
て
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
同
一
一
般
記
事
中
な
ら
び
に
死
亡
記
事
中
に
お
け
る
敬
称

の
使
い
分
け
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
一
般
記
事
中
へ
の
女
性
ま
た
は
男
性
の
単
独
出
現
に
際
し
て
は
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
、
男
性

に
は
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
や
す
い
傾
向
が
明
白
に
継
続
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
男
性
を
示
す
語
尾
の
つ
い
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
語
に
よ
り
「
勤
め
人
一
般
」
を
指
し
示
す
用
法
が
、
医
療
保
険
や
年

金
、
税
制
に
関
連
す
る
記
事
で
か
な
り
の
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
表
現
は
、
そ
れ
ら
の
社

会
的
に
重
要
な
イ
ッ
シ
ュ
ー
に
対
す
る
女
性
の
当
時
者
を
剥
奪
し
か
ね
な
い
と
い
う
点
で
、
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
少
子
高
齢
社
会

の
進
行
が
加
速
化
し
、
こ
れ
ら
の
イ
ッ
シ
ュ
ー
が
女
男
を
問
わ
ず
全
て
の
人
び
と
の
間
で
活
発
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
現
在
、
女
性
を
排

除
し
か
ね
な
い
、
「
新
た
な
女
性
隠
し
表
現
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
語
の
こ
う
し
た
用
法
は
、
早
急
に
是
正
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
本
論
冒
頭
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
新
聞
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
も
人
び
と
が
真
っ
先
に
「
情
報
源
と
し
て
欠
か
せ
な
い
」

と
認
識
し
、
「
社
会
的
に
影
響
力
が
あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
ま
た
、
信
頼
度
が
最
も
高
く
、
他
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

引
用
・
参
照
頻
度
も
高
い
。
女
性
と
男
性
が
と
も
に
、
持
て
る
能
力
を
十
全
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
築

く
た
め
に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
女
性
と
男
性
を
対
等
に
あ
ら
わ
す
表
現
方
法
が
普
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
社

会
的
メ
デ
ィ
ア
特
性
を
有
す
る
新
聞
が
、
そ
の
よ
う
な
表
現
を
率
先
し
て
使
用
し
、
広
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

　
次
回
に
予
定
し
て
い
る
第
五
回
調
査
は
、
本
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
ぼ
二
〇
年
目
の
「
定
点
観
測
」
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
二

〇
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
二
一
世
紀
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
日
本
の
新
聞
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
傾
向
と
推
移
が
、
よ
り
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
み
え
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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（
1
）
　
㈹
日
本
新
聞
協
会
　
広
告
委
員
会
コ
一
〇
〇
三
年
全
国
メ
デ
ィ
ア
接
触
・
評
価
調
査
」
に
よ
る
。

（
2
）
　
接
触
率
・
接
触
時
間
に
つ
い
て
も
同
前
調
査
よ
り
。

（
3
）
　
女
性
を
男
性
か
ら
区
別
し
て
表
現
す
る
主
要
な
「
方
法
」
に
関
し
て
は
、
田
中
和
子
・
諸
橋
泰
樹
編
著
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
み
た
新
聞
の
う
ら
・
お

も
て
ー
新
聞
女
性
学
入
門
』
現
代
書
館
、
一
九
九
六
年
な
ど
を
参
照
。

（
4
）
　
一
九
八
五
年
の
デ
ー
タ
は
、
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ー
性
差
別
表
現
の
量
的
分
析

を
中
心
に
」
『
国
学
院
法
学
』
第
二
八
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
、
八
七
～
一
一
九
頁
に
、
一
九
九
一
年
の
デ
ー
タ
は
、
同
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た

ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
そ
の
2
）
ー
性
差
別
表
現
を
め
ぐ
る
一
九
九
一
年
の
紙
面
分
析
を
中
心
に
」
『
国
学
院
法
学
』
第
三
二
巻
第
三
号
、
一
九
九
四
年
、
一
一

七
～
一
七
九
頁
に
、
一
九
九
六
年
の
デ
ー
タ
は
、
同
「
新
聞
は
女
性
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か
ー
『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』

　
一
九
九
六
年
調
査
よ
り
」
『
国
学
院
法
学
』
第
三
六
巻
第
一
号
、
一
九
九
八
年
、
八
五
～
一
五
〇
頁
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
た
。

　
　
ま
た
、
一
九
八
六
年
に
は
新
聞
家
庭
面
の
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
同
「
新
聞
家
庭
面
の
女
性
学
－
性
別
面
建
て
の
歴
史
と
そ
の
改
廃
を
め
ぐ
っ

　
て
」
『
国
学
院
法
学
』
第
二
八
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
、
一
～
四
九
頁
に
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
前
の
一
九
八
五
年
と
施
行
後
の
八
六
年
お

　
よ
び
九
一
年
に
お
け
る
新
聞
求
人
広
告
の
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
田
中
和
子
・
諸
橋
泰
樹
「
新
聞
求
人
広
告
は
女
性
の
二
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
か
」

　
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
み
た
新
聞
の
う
ら
・
お
も
て
』
（
田
中
・
諸
橋
編
著
）
前
掲
書
、
一
五
八
～
一
八
七
頁
に
、
さ
ら
に
一
九
九
六
年
の
求
人
広
告
の
分
析

　
を
行
っ
た
結
果
を
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
求
人
広
告
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
現
状
－
一
九
九
六
年
求
人
広
告
調
査
を
中
心

　
に
」
『
国
学
院
法
学
』
第
三
六
巻
第
三
号
、
一
九
九
八
年
、
一
五
七
～
二
壬
二
頁
に
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
て
い
る
。

　
　
「
性
差
別
語
」
の
定
義
や
、
調
査
方
法
に
関
し
て
は
、
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
1
性
差
別
表
現
の
量
的
分
析
を
中
心
に
」
前
掲
誌
を

参
照
の
こ
と
。

（
5
）
　
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
新
聞
用
字
用
語
集
（
第
9
版
）
』
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
一
年
、
八
六
頁
。

（
6
）
　
た
だ
し
、
「
女
流
」
と
い
う
冠
詞
自
体
が
、
男
性
を
無
徴
の
標
準
と
し
た
女
性
へ
の
亜
流
扱
い
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
公
的
な
賞
や

　
タ
イ
ト
ル
に
冠
せ
ら
れ
る
こ
と
自
体
が
再
考
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
筆
者
ら
は
考
え
て
い
る
。

（
7
）
　
二
〇
〇
四
年
一
月
国
学
院
大
学
「
社
会
学
」
の
授
業
に
お
い
て
、
受
講
学
生
六
七
人
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。

（
8
）
　
さ
ら
に
、
新
聞
で
よ
く
目
に
す
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
O
」
」
と
い
う
表
現
の
非
対
称
性
に
つ
い
て
、
一
言
だ
け
付
言
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら

　
は
、
男
性
の
勤
め
人
・
女
性
の
勤
め
人
を
表
す
並
列
的
で
総
称
的
な
表
現
と
し
て
、
し
ば
し
ば
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
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国
学
院
大
学
の
学
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
「
O
」
」
が
同
じ
被
用
者
で
あ
り
な
が
ら
、
基
幹
業
務
遂
行
者

と
補
佐
役
と
い
っ
た
よ
う
に
、
異
な
っ
た
働
き
方
や
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
仕
事
内
容
や
、
責
任
、
地
位
は
、
決
し

て
対
等
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
女
男
で
は
働
き
方
や
役
割
が
違
う
と
い
う
前
提
を
内
包
し
た
「
サ
ラ
リ
ー

　
マ
ン
と
O
」
」
を
「
女
男
の
被
用
者
」
の
代
名
詞
と
し
て
無
自
覚
に
使
い
続
け
る
こ
と
が
、
女
男
の
わ
け
へ
だ
て
の
な
い
働
き
方
を
め
ざ
す
立
場
か
ら
は

適
切
で
は
な
い
こ
と
に
、
新
聞
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
9
）
　
た
だ
し
求
人
広
告
上
で
名
称
変
更
が
行
わ
れ
、
表
面
的
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
な
っ
て
も
、
実
際
に
は
女
男
別
の
求
人
採
用
が
数
多
く

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
同
電
話
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
・
均
等
法
研
究
会
作
業
部
会
「
改
正
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
下
の
新
聞
求
人
広
告
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
e
I
一
九
九
九
年
電
話
問
い
合
せ
調
査
の
結
果
を
中
心
と
し
て
」
『
国
学
院
法
学
』
第
三
八
巻
第

　
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
一
七
～
一
四
九
頁
、
お
よ
び
同
「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
下
の
新
聞
求
人
広
告
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
口
－
一
九
九
九
年
電
話

問
い
合
せ
調
査
の
結
果
を
中
心
と
し
て
」
同
誌
、
第
三
八
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
一
年
、
八
五
～
一
一
五
頁
を
参
照
。

（
1
0
）
　
遠
藤
織
枝
編
『
女
と
こ
と
ば
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
中
村
桃
子
『
こ
と
ば
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
勤
草
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
上
野
千
鶴
子
・
メ

デ
ィ
ア
の
中
の
性
差
別
を
考
え
る
会
編
『
き
っ
と
変
え
ら
れ
る
性
差
別
語
－
私
た
ち
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
三
省
堂
、
一
九
九
六
年
な
ど
を
参
照
。

（
n
）
　
二
〇
〇
四
年
一
月
の
国
学
院
大
学
「
社
会
学
」
授
業
で
の
前
掲
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り
。

（
1
2
）
　
た
だ
し
、
そ
の
ほ
か
に
「
大
学
卒
業
か
ら
6
5
歳
ま
で
の
男
性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
男
女
と
わ
ず
サ
ラ
リ
ー
（
給
料
）
を
も
ら
っ
て
仕
事
を

す
る
人
の
こ
と
」
「
ス
ー
ツ
を
着
て
働
く
男
女
」
と
、
両
性
を
指
し
示
す
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
る
学
生
も
、
ご
く
わ
ず
か
（
二
名
）
だ
が
み
ら
れ
た
。

（
1
3
）
　
「
語
源
由
来
辞
典
」
よ
り
。
耳
8
”
＼
蒔
畠
雪
－
匙
讐
箆
P
8
B
＼

（
1
4
）
　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
『
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
公
的
広
報
の
手
引
き
ー
み
ん
な
に
届
く
広
報
の
た
め
に
』
二
〇
〇
三
年
、
二
頁
。

（
1
5
）
　
井
上
輝
子
・
上
野
千
鶴
子
・
江
原
由
美
子
・
大
沢
真
理
・
加
納
実
紀
代
編
『
岩
波
女
性
学
事
典
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
一
九
三
～
一
九
四

頁
。

（
1
6
）
　
中
村
桃
子
『
こ
と
ば
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』
勤
草
書
房
、
一
九
九
五
年
、
六
五
頁
。

（
1
7
）
　
た
だ
し
夫
を
さ
す
「
良
人
（
お
っ
と
）
」
と
い
う
こ
と
ば
は
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
「
人
」
は
男
性
を
示
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
「
人
間
1
1
男
」
観

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
良
人
が
”
良
い
夫
”
の
意
味
で
は
な
く
、
良
い
夫
か
悪
い
夫
か
に
か
か
わ
ら
ず
妻
か
ら
夫
を
指
し
て
呼
ぶ
呼
称
と
し
て
用

　
い
ら
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
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こ
の
場
合
の
「
人
」
も
良
人
の
「
人
」
同
様
男
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

遠
藤
織
絵
『
気
に
な
る
言
葉
－
日
本
語
再
検
討
』
南
雲
堂
、
一
九
八
七
年
、
四
三
頁
。

遠
藤
、
同
前
、
四
一
頁
。

ウ
ォ
ル
タ
・
リ
ッ
プ
マ
ン
、
掛
川
ト
ミ
子
訳
『
世
論
ω
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
（
原
著
一
九
ニ
ニ
年
）
、
一
二
～
一
一
二
頁
。

リ
ッ
プ
マ
ン
、
同
前
、
一
二
二
頁
。

リ
ッ
プ
マ
ン
、
同
前
、
一
三
〇
頁
。

中
村
、
前
掲
書
、
六
五
頁
。

詳
し
く
は
、
前
掲
の
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
新
聞
用
字
用
語
集
（
第
9
版
）
』
共
同
通
信
社
、
五
二
〇
～
五
二
一
頁
を
参
照
。
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